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「さぁさぁ、一人くらいは倒してねぇ？」

　剣けん聖せいカレン・デュランダルは、天使のような微び笑しようを浮かべて挑ちよう発はつする。

　──くっ……！

　レベンスは周囲に視線を走らせる。背後にはエリザ、その隣となりにサンデリアーナ。二人とも驚きよう愕がくのあまり顔を引きつらせている。足元に倒れているヴァリエガータはさっきからぴくりともしない。

　そして彼ら四人を取り囲んでいるのは、黒い瘴しよう気きを帯びた異い形ぎようの剣士たちだ。それぞれが両りよう眼めを光らせ、殺気に満ちた表情でこちらを凝ぎよう視ししている。

　かつてレベンスが遭そう遇ぐうした剣けん魔ま『光る眼の剣士』。それがあろうことか、八人。

「どうしたのぉ？　すっかり凍こおりついちゃってぇ、いつでも仕掛けていいのよぉ？」

　水色の髪かみをなびかせ、デュランダルは木の枝から悠ゆう然ぜんとこちらを見下ろす。その顔は実に楽しげで、こちらの恐きよう怖ふと焦しよう燥そうを嘲あざ笑わらっている。

　どうすればいい……!?

　レベンスは手元の武器を握り締しめる。その包みには聖せい剣けん『天空乃瞬ウインザー』が入っているが、今はそれを抜くことができない。エリザに聖剣使用の事実を秘ひ密みつにしていることもあるし、何より敵の数が多すぎる。あの強い師し匠しようが、一対一で敵かなわなかった相手なのだ。それが八人もいて、いったいどうしろというのだ。

　八人の剣けん魔またちは、少しずつ歩を進め、レベンスたちに近づいてくる。すぐに襲おそって来ないのは、こちらが恐怖でおかしくなるのを待ち望んでいるかのようだ。

　エリザが魔ま剣けんを構える。サンデリアーナも聖剣の柄つかに手を置く。臨りん戦せん態たい勢せいを取るのは当然のことだったが、レベンスにはその先の希望が見えなかった。

　全ぜん滅めつする。

　彼にはその予感がはっきりとあった。剣魔の恐おそろしさはドラセナとの戦いで身に染しみている。

　戦っては駄だ目めだ。少なくとも今は。

　隙すきを突ついて逃げる。それしかない。

　恐怖と混乱の中で、彼は必死に方ほう針しんを探る。

　だが、どうやって？

　レベンスが考えている間にも、八人の剣魔はじりじりと迫せまってくる。圧あつ倒とう的てきな脅きよう威いを前に、三人はヴァリエガータを守るように輪になり、その輪はおのずと小さくなる。この場にいてはまずいと誰だれもが感じているが、かといって意識のないヴァリエガータを置いていくことなどできるはずもない。

「あれぇ～？　そんなに縮ちぢこまっちゃって、張り合いがないのねぇ」

　そこでデュランダルがゆらりと手を挙げた。

「こっちから仕掛けてあげるぅ」

　すると、今まで少しずつしか動かなかった剣魔たちが、いっせいに剣を構え、腰こしを低く落とした。それは八人が一いつ挙きよに飛びかかろうとする直前の姿勢だ。

　──やばい、来る……っ！

　そして彼の予想どおりに、八人の剣魔は同時に襲い掛かってきた。

　駄目だ、やられる──

　レベンスが破は滅めつの予感に身を震ふるわせたとき。

　──!?

　突とつ如じよとして、剣魔の動きが止まった。まるで操あやつり手を失った人形のように、ぱたりとその場で静止する。

　な、なんだ……!?

　レベンスたちは身み構がまえたままの格かつ好こうで啞あ然ぜんとする。何が起きたのか分からない。迎げい撃げきのために勢い余ったエリザが、ブンッと魔ま剣けんを振ふるって相手の剣を弾はじくが、それでも剣けん魔まは人形のごとく動かない。

　──何が起きた？　なぜ奴やつらは動きを止めた……？

　その理由を教えたのは、直後に現れた「それ」だった。

「あ……っ！」

　近くの地面に、いきなり二人の人物が落下してきた。

　──!?

　一人は先ほどまで彼らを見下ろしていた水色の髪かみの女性──剣けん聖せいカレン・デュランダル。そして彼女に背後から襲おそい掛かっているのは、紫むらさき色いろの髪をした、彼らもよく知る人物だ。

「ル、ルピナス……ッ!?」

　サンデリアーナが驚きよう愕がくの声を上げる。

　デュランダルと戦っているのは、ついさっき戦った剣聖ルピナス・カーネイションだった。手にしている武器は『報復乃鋏フラガラツハ』ではなく、普通の短剣のようだが、ともに旅をしてきたレベンスたちがその顔を見み間ま違ちがえるはずもない。

　仲間割れか……!?

　二人の剣聖は猛もう然ぜんたる勢いで地面を転がる。主おもにルピナスがデュランダルに襲い掛かる形でもつれ合っており、髪を振り乱した鬼き気き迫せまる形ぎよう相そうで、手にした短剣で相手の首を背後から搔かき切ろうとしている。対するデュランダルは、いつもの余よ裕ゆうが消えて必死に彼女を振りほどこうとしている。

　剣けん魔またちの動きは止まったままだ。

　ど、どういうことだ……!?

　そうして彼が判断に迷っていたとき、

　──あ！

　戦せん闘とう中のルピナスが、レベンスのほうをちらりと見た。

　二人の視線が合う。それは何かを促うながす目配せのようにも思えたが、ほんの一いつ瞬しゆんのことで、また二人は激しい取っ組み合いに戻る。

　レベンスはそこで決断した。

「今のうちに逃げるぞ！」

「う、うん……！」

「急げ！」

　足元のヴァリエガータを抱かかえ上げ、自分から先頭を突つっ切る。その後ろにエリザとサンデリアーナも続くが、剣魔たちは黒い泥どろ人形のようにその場に突っ立ったままだ。

　去り際ぎわ、レベンスは一度だけルピナスのほうを振ふり返った。二人の剣けん聖せいは猛もう獣じゆうのごとく地面に転がって攻防を続けており、時々ルピナスのほうが吹き飛んでは再びデュランダルに組みついている。膠こう着ちやくが崩くずれるのは時間の問題に思えた。

　現場を離り脱だつし、林を抜けたところで、レベンスたちは黒くろ髪かみの少女とばったり出会った。

「サツキ！」

「どうした！　さっきの光はなんだ!?」

「すまん、訳わけは後で話す！　今は馬を貸してくれ！」

「いったい何事だ！　それにヴァーさまはどうしたんだ!?」

「とにかくこの場を離はなれるんだ！　はやくっ！」

　彼が血相を変えて叫さけぶと、サツキもただごとでないことを察したように、

「分かった、言うとおりにしよう。誰だれか馬を……っ！」

　と道場生に命令を下した。

　レベンスは自分の背中に師し匠しようを結びつけると、馬に飛び乗った。彼が駆かけ出すと、エリザやサツキたちも馬に乗って後に続く。

　道場の裏山を駆け下りている間に、背後で落雷のごとき轟ごう音おんが響ひびいた。

　彼はもう二度と振り返らずにその場を離脱した。
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　どれくらい馬を走らせただろうか。

　夜も更ふけたころ、一いつ行こうは道場からかなり離れた林の中にいた。レベンスたち四人のほかには、サツキと、彼女に従う五人ばかりの道場生がいるだけだ。

「よし、ここで止まれ」

　サツキが命じると、全員が馬を止めた。

　レベンスは馬を降おり、まだ意識の戻もどらぬヴァリエガータを背せ負おう。エリザはサンデリアーナの膝ひざに抱えられるように鞍くらに乗っている。

　近くには、林の奥に隠かくれるように民家が見えた。

「サツキ、ここは？」

「大だい丈じよう夫ぶ、古い知人の家だ。今日はここで休もう」

「助かる」

　サツキはひらりと馬から飛び降りると、草むらを分け入って民家のほうへと近づいていく。外観は蔦つたが這はってボロボロに見えるが、奥行きはかなりありそうに見えた。

「たのもう！」

　黒くろ髪かみの少女は道場破りのごとく、ドンドンと木の扉とびらを叩たたく。すると、中からは「誰だれだっ！」と白はく髪はつの老人が怒ど鳴なりながら出てきた。その手には護ご身しん用らしい小刀を携たずさえている。

「久しいな、じいや」

「サ、サツキお嬢じよう様……!?」

「すまないが、今晩泊とめてほしい」

「もちろんでございます！　ささっ、こちらへ！」

　老人は相手がサツキだと知ると、途と端たんに畏かしこまって中へと案内した。レベンスがヴァリエガータを担かつぎ込むと、「ヴァ、ヴァリエガータさま!?」と老人はこれまた驚おどろいた。

「そう、剣けん聖せいヴァリエガータさまだ。じいやに治ち療りようを頼たのみたい」

「しょ、承しよう知ちしました！」

　道場生たちの手で、師し匠しようが奥の部へ屋やへと運び込まれると、レベンスは改めて心配の念が強くなった。血の気けの引いた白い腕がちらりと見え、それは襖ふすまが閉められると見えなくなる。

「大だい丈じよう夫ぶ、じいやには医術の心こころ得えがある。きっと助けてくれる」

「そうか……」

　サツキに励はげまされ、彼は小さな声で答える。ここにたどりつくまでずっと師匠を背せ負おっていた彼は、弱くなっていく彼女の吐と息いきを肌はだ身みで感じていた。それだけに悪い予感が背中に張り付いたように彼を放さなかった。

「ヴァーちゃん……」

　隣となりでエリザが心配そうに声を漏もらすと、彼はハッとする。ここは自分がしっかりしなくてはいけない。

「なに、師匠は大丈夫だ。……さあ、少し休もう」

「うん……」

「あの、レベンスさんも手当てを」

　サンデリアーナが彼を心配そうに見る。

「いい、俺おれは自分でやるから」

「駄だ目めです、ちゃんと治療しないと」

　彼女はまっすぐにレベンスを見つめる。彼はその視線にやや気け圧おされて、「わかった」と床ゆかに座る。

「エリザさんは桶おけに水を」

「うん」

「サツキもそこに座って」

「私は大丈夫だ」

「いいから」

　サンデリアーナが強めに言うと、サツキは少し頰ほおを搔かいて「では……」とレベンスの隣に座る。

　二人とも応急処置を受けながら、

「サツキ、あの『じいや』だが……」

「昔、道場に出入りしていた医者だよ。私は小さいころから怪け我がの手当てをしてもらっている。腕は確かだし、信しん頼らいできる。安心していい」

「そうか」

「それより、いい加減に聞かせろ。なぜ、ヴァーさまは大怪我をしている？　道場の裏手で何があった？」

「ああ、それはな……」

　サツキとは、剣けん魔またちから逃げる途中で合流し、ここまでいっしょに逃げてきた。あれきり何も説明していないので、彼女の疑問は当然と言える。

「んしょ、んしょ」

　そこでエリザが重そうに水みず桶おけを持って歩いてくる。彼はエリザが座るのを待って、「実はな……」とこれまでの経けい緯いを話し始めた。デュランダルと八人の剣魔、そして割って入ったルピナス。そうした話を聞くたびに、サツキの顔は見る見る驚おどろきで満ちる。

「そんなことが……いてっ」

　ちょうどサンデリアーナが傷口を消毒したので、サツキの顔がゆがむ。少女は胸にさらしを巻いただけの半はん裸らなので、先ほどからレベンスは顔をそむけながら話している。

「サツキ、他の連中はどうなった？」

「全員に避ひ難なん指示を出したから、おそらく大だい丈じよう夫ぶだろう。ここについてきたのは師し範はん代だいや高こう弟ていだけだ」

「この場所はデュランダルに見つからないか？」

「どうだろうな……じいやは引退してかなり長いから、ここは私や一部の者しか知らない。ただ、特に秘ひ密みつにしていたわけでもないからなんとも言えん」

「早めに出たほうが良さそうだな」

「ああ、私もそう思う。ただ……」

　そこでサツキは、ちらりと奥の部へ屋やを見る。そこではヴァリエガータが治ち療りようを受けている。

「……もちろん、師し匠しようが目を覚さましてからだな」

　レベンスは低い声で言うと、それきり口をつぐんだ。目を覚ますかどうかは分からないのに、あえてそういう言い方をしたのは、祈いのるような気持ちからだった。

「今、道場生に食事をつくらせている。それを食べたら今日はもう休もう」

「いろいろすまん」レベンスはサツキに頭を下げる。「……それで、エリザのほうは大丈夫か」

「うん、平気」

　少女は自分の体をペタペタと触さわる。かすり傷は多いようだが、それ以外はなんともないようだ。ルピナス戦での怪け我がといい、致ち命めい傷しようを食らってから急に回復する点についてはいまだに驚おどろきを禁じえないが、今はそのことに触ふれなかった。無事ならそれで十分だ。

　応急処置が終わり、簡かん素そだが温かい食事を取ると、レベンスたちは別の一室で横になった。

　目を瞑つぶると、別れ際ぎわに見たルピナスの顔が浮かんだ。必死の形ぎよう相そうでデュランダルに挑いどみ、足止めをしてくれた剣けん聖せい。その意図がどこにあるのか、そして彼女がどうなったのか。知りたいと思ったが、今はそのすべがなかった。

　ふと、服の裾すそがつかまれ、振ふり返るとエリザがいた。胸に抱いた魔ま剣けんごしに青い瞳ひとみが彼を見つめている。

「…………」

　レベンスは黙だまったまま、少女の好きなようにさせる。

　やがて、一日の疲れが体を襲おそい、気づけば眠りに落ちていた。

　その夜、彼は八人の剣けん魔まに襲われる夢を見た。もちろん悪夢だった。
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　一夜が明けた。

　朝、冷気の忍しのび寄る軒のき先さきで、レベンスはじっと外を見ていた。昨日の戦いで受けた傷が時々ずきりと痛むが、今は大して気にならない。

　起きてすぐヴァリエガータの部へ屋やを覗のぞいたが、まだ目を覚さましていないことを知らされた。体中を包ほう帯たいで巻かれた師し匠しようは、ひどく顔が白くて、見ていて胸が締しめ付けられた。

　しばらくすると、軒先にはエリザも来て、何も言わずに彼の隣となりに座った。強こわ張ばった頰ほおと、きゅっと結ばれた唇くちびるが、彼女もまた同じことを考えているのだろうと感じさせた。

　ひとつには、師匠が心配なこと。

　そしてもうひとつは──。

　瞼まぶたの裏に、八つの黒い人影が浮かぶ。

　光る眼めの剣士。またの名を、剣魔。

　倒れた師匠とともに、彼の心に深く突つき刺さっているのは昨日見たあの異い形ぎようの剣士たちのことだった。ヴァリエガータと一対一で戦い、彼女を倒した怪かい物ぶつ。それが八人もあの場に出現した。

　今まで、レベンスは家族を殺した仇かたきとして『光る眼の剣士』を追ってきた。それがいきなり八人になり、しかもデュランダルとは別々の存在だと判明した。当然、彼が受けた衝しよう撃げきは大きく、いまだ気持ちの整理がつかない。奴やつらはいったい何者なのか。なぜこんなことになったのか、どうして八人もいるのか。考えれば考えるほど思考は錯さく綜そうし、混こん沌とんの度合いを深める。

　正体が分からないというだけではない。あの強い師匠を凌りよう駕がする相手に、いったいこれからどうやって戦えばいいのか。問題の核かく心しんはそこだった。まともにぶつかれば全ぜん滅めつは免まぬがれないし、そもそもドラセナが剣けん魔まになったときでさえ、命からがらようやく勝ちを拾えたのだ。それに加えて相手が八人もいては、もう作戦もへったくれもない。どんな気まぐれな神様も、奇き跡せきを八回連続は起こしてくれないだろう。

　──では、あのとき戦えばよかったのか？

　思い浮かぶのは、ルピナスのことだった。いきなりデュランダルを羽は交がい絞じめにして、取っ組み合いのような戦いを始めた剣けん聖せい。彼女がいなければレベンスたちは今こうして朝日を拝おがめなかっただろう。あのとき彼女の登場をきっかけにして、全員でデュランダルに襲おそいかかればよかったのか？

　いや、ありえない。

　彼はすぐにその可か能のう性せいを否ひ定ていする。そもそも、ルピナスはついさっきまで血で血を洗う殺し合いをしていた敵だ。仲間割れを始めたからといってにわかに共きよう闘とうしましょうなどという結論になるわけがない。しかも、すでに一度手痛く裏切られたばかりだ。あそこでルピナスの参戦を頼たよりに全員で突つっ込むなどできるはずもない。だいたい、動きを止めた剣魔たちがあのままじっとしていてくれる保証など何もない。剣魔たちがデュランダルの命令の元に動いているのは間ま違ちがいないが、裏を返せば彼女の号令一つで再び動き出すということでもある。あのときはルピナスのせいで少々面めん食くらっただけで、レベンスたちが襲ってくればすぐにでも剣魔たちに命じるだろう。「こいつらを殺せ」と。そうなれば全滅は疑いない。

　──そうだ、あれで良かった。逃げる以外になかったんだ。

　自分の取った選択を、改めて追つい認にんする。ルピナスの意図がどうであれ、あのときは逃げるしかなかった。その選択に後こう悔かいはないし、むしろ生き残るために正しい判断だったと確信している。あの一いつ瞬しゆんを逃せば、二度とあそこから生せい還かんするチャンスはなかっただろう。ましてや、ヴァリエガータは意識不明で、レベンス自身もルピナス戦の負傷でまともに戦えなかった。やはり戦う選択肢しなどありえない。

　しかし、そうやって一いち時じしのぎをしたところで──

「くそ……」

　思わず唇くちびるから言葉が漏もれる。

　八人だ。

　一人でも、二人でも、三人でもない。八人。それは今まで倒した剣聖よりも多い。

　──馬ば鹿かげている。

　昨日からずっと倒す方法を考えているが、その思考はすぐに中断する。不意をつけば、作戦を練れば、周到に準備すれば──どんなに頭を巡めぐらせても、万に一つも可能性が見みい出だせない。全員で戦って各かつ個こ撃げき破はを試みれば、あるいは勝てるかもしれない。ドラセナのときにそうだったように、一度きりなら何とかなるかもしれない。

　だが、それまでだ。

　一人倒しても、残る七人を倒すのは絶対に無理だ。あの師し匠しようがやられた相手を無傷で倒せるはずもないし、ましてや最大最さい凶きようの敵であるデュランダルがまだ残っている。

　どうしろというのだ。

　何を、どうしたら、この事態を打開できる？

　八人。

　その数が重くのしかかる。とにかく、奇き策さくや奇き襲しゆうで倒せる限度を超こえている。相あい討うち覚かく悟ごの特攻作戦ですら、レベンスを数に入れても全然足りない。それに、ヴァリエガータが敗やぶれた相手に対して、捨て身になれば相討ちに持ち込めると考えるのも想定が甘あますぎる。

　無理だ。

　何度考えても、結論はそこに行き着く。たとえ一人でも手に余る敵が、八人。それは絶望を通り越こして渇かわいた笑いしか出ないような状じよう況きようだ。

　彼は頭を搔かき毟むしる。

　これまでも追い込まれたことは何度もあった。強すぎる剣けん聖せいを前にして幾いく度ども絶望しかけた。だが、今回はそうした事態をさらに上回る。たった一人の敵を倒すのに四し苦く八はつ苦くしてきたところに八倍の人数だ。それは絶望という形容すらも生ぬるく、すべての想定を楽観的に考えても一いち縷るの光すら射さしそうにない。

　ちくしょう……。

　歯をギリッと嚙かむ。無力な自分を殴なぐりつけたい気分だ。

　そのとき。

　──！

　ふっと、手に何かが触ふれた。

　見れば、膝ひざに置かれた彼の手に、小さくて、白い手のひらが載のっている。

「……どうした」

「レベンス、こわい、かお」

「あ？」

　彼は自分の顔を触さわる。肌はだが緊きん張ちようで強こわ張ばっているのが分かる。

「よくない」

「え？」

「ひとりぼっちで、悩なやむの、よくない」
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　そこでレベンスは視線をそらし、「おまえには言われたくない」と返した。

「でも、よくない」

「分かった分かった。でも、どうすればいいんだよ」

　知らず、口調が荒っぽくなる。

「いっしょに、かんがえる」

「は？」

「だから、いっしょに、考える。いっしょに、悩なやむ。……そして、いっしょに、戦う」

「…………」

　彼は小さく息を吐はき、そしてエリザを見る。少女は大おお真ま面じ目めな顔でこちらを見ている。青い瞳ひとみに映った彼の顔は、青く美しい湖こ面めんに浮かぶ月のように見えて、なんだか自分ではないような気がした。

　やれやれ、励はげまされちまった。

　いっしょに考え、いっしょに悩み、いっしょに戦う。

　その最後に、彼は「いっしょに死ぬ」という言葉が加わるような気がしたが、今は口に出さなかった。

　レベンスは自分の顔をゴシゴシと擦こすり、エリザの頭をポンと触さわる。

「おまえの言うとおりだな」
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　心配事は重なった。

「ちょっといいか」

　その夜、レベンスはサンデリアーナの部へ屋やを訪れた。少し確かめたいことがあったからだ。

「どうしました？」

　サンデリアーナは髪かみを後ろに結ゆわえた姿で襖ふすまを開ける。着ているのはヤポニカ伝来の寝巻きのようだ。

「ああ、悪い。寝るところだったか」

「い、いえ、どうぞ……」

　彼女はちょっと驚おどろいた様よう子すだったが、レベンスを中に迎むかえ入れた。しまった、もう少し早い時間にするんだったな、と彼は部屋に入りながら思った。

「今日さ、夕ゆう飯はんのときに食器を落としたよな」

「すみません、少し呆ぼけていて、とんだ粗そ相そうを……」

「いや、別に謝あやまらなくていいよ。エリザなんか毎回こぼしまくりだからな。それはいいとして……」

　彼は何なに気げなく手を伸ばし、彼女の右腕を軽く摑つかむ。すると、サンデリアーナはビクッと身を震ふるわせた。

「レベンスさん……？」

「痛むか？」

「え？」

　剣けん聖せいルピナスとの戦いで、サンデリアーナは聖せい剣けん『双龍乃牙ズルフイカール』を使った。その戦いぶりは見事なものだったが、あれだけ縦じゆう横おう無む尽じんに聖剣を使用しては無事で済むはずがない。彼女が食器を落とした時、レベンスはその点で不安になったのだ。

「腕を見せてくれないか？」

「……どういう、ことですか？」

　彼女は不安げな眼まな差ざしを向ける。

「確かめたいことがあるんだ。……『双龍乃牙ズルフイカール』を使用したことに関して」

「あ……」

　サンデリアーナは少し息を飲み、それから「そういうことですか……」と目を伏ふせる。そして、静かに自分の袖そでをまくった。

　一いつ瞬しゆん、例の『黒い血けつ管かん』が浮き出ていたらどうしよう、とレベンスは恐おそれたが、そこには白い肌はだがあるだけで変わった様よう子すはなかった。

「外見上は、まだなんともありません」

「痛みは？」

「いえ、それもまだ……」

「…………」

　──どういうことだ？

　レベンスは違い和わ感かんを覚える。ルピナス戦であれほど聖せい剣けんを振ふるったサンデリアーナが、今はなんともない。それは説明のつかないことだった。

　なんだ？　俺おれとサンデリアーナ、何が違う？　やはり剣けん聖せいの妹だから、聖剣とは相あい性しようが良いのか？

　彼が険けわしい表情で考えていると、サンデリアーナが少し恥はずかしそうに「あの……」と切り出した。

「手を……離はなしてもらって、いいですか？」

「あ、すまねぇ。つい……」

　彼は慌あわてて、彼女の腕から手を離す。

「聖剣の『毒』……それを心配しているのですね」

「そうだ。あんたに症状が出ていないか、ちょっと心配になってな。でも大だい丈じよう夫ぶみたいだな」

「今のところは……そのようですね」

　彼女は小さな声でつぶやく。かえって不安にさせてしまったかな、と彼は少し後こう悔かいする。

「サンデリアーナ」

　レベンスは彼女の顔をまっすぐ見つめて告げる。

「もう聖剣は使うな。今ならまだ間に合うはずだ」

「でも、レベンスさんは」

「俺も使わない。約やく束そくする。だからあんたも約束してくれ」

「…………」

　サンデリアーナはしばらくレベンスの顔を見つめていたが、彼の意志が固いと見るや、小さくうなずいた。

　俺も使わない──その言葉は噓うそだった。エリザに危き機きが迫せまれば、自分はまた聖剣を使うだろう。ただそれは、自分がエリザを守る『剣』になると決めたからで、その理屈にサンデリアーナまで付き合わせる必要はない。特に『双龍乃牙ズルフイカール』についてはすでにドラセナを『剣けん魔ま化か』させている過去があるだけに、危険度は他のどの聖剣よりも高いように思えた。

「俺は師し匠しようの様よう子すを見てくる。悪かったな、ゆっくり休んでくれ」

「……はい」

　彼女は静かにうなずき、力なくうつむいた。
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　そうしたやりとりがあった、翌よく日じつの昼。

「では、達者でな」

「失礼いたします。お嬢じよう様もお気をつけて」

　レベンスが廊ろう下かを歩いていると、玄げん関かんのほうからそんな会話が聞こえた。黒くろ髪かみの少女が、小さく手を挙げて二人の男を見送っている。

「サツキ、今のは？」

「ん？　ああ、道場生を二人ばかり帰したのさ」

　サツキは玄関を見ながら、低い声で説明する。

「道場と違って、ここの水や食料も限りがある。そう何人も賄まかなえぬでな」

「口減らしか」

「それもあるし、あとは……」

　その声が小さくなる。

「あいつらにも、帰りを待つ家族がいるからな。いつまでもここに留とどまらせるわけにもいくまいよ」

「ああ……」

　レベンスにも、サツキの言わんとしていることが分かった。ここにいれば、いずれは戦いに巻き込むことになる。だから、そうなる前に故こ郷きように帰してやろうという気き遣づかいだろう。

「意外と仲間想いなんだな」

「なんだ、文もん句くでもあるのか？」

「ああ？　褒ほめてやったのにその言い草はなんだ」

「貴様に褒められて喜ぶ私だと思ったのか」

　二人は会話するたびに微び妙みように口論になる。どちらも口が減らないのだ。

「いずれ、残った三人の道場生も家に帰す。文もん句くはあるまいな」

「勝手にしろ」

「ふん。……ではな」

　少女はそう言うと、なおも怒ったように廊ろう下かをずんずん歩いて去っていく。

　サツキ……。

　思わず喧けん嘩か腰ごしになってしまったが、レベンスの胸中は複ふく雑ざつだった。

　──おまえはどうするんだ？

　少女の揺ゆれる黒髪を見送りながら、彼はそう問いかける。

　今の状態でサツキまでいなくなるのは、間ま違ちがいなくひどい痛手になる。師し匠しようは意識不明で、サンデリアーナにはこれ以上聖せい剣けんを使わせられないし、レベンスもルピナス戦の怪け我がが癒いえない。これではまともに戦えるのはエリザだけになってしまう。

　本当は分かっている。

　サツキはなりゆきでいっしょにいるが、本来はレベンスたちと共に行動する理由はない。エリザは母親の仇かたきであり、レベンスは母親の形かた見み『天空乃瞬ウインザー』の使い手ということを考えれば、むしろ敵対しているとさえ言っていい。また、デュランダルや剣けん魔またちと戦うべき積せつ極きよく的てきな理由もない。道場を守りたいサツキからすれば、レベンスたちは厄やつ介かい者ものに違いなく、今こうして、知人を介かいして衣食住を世話してくれるだけでも大変ありがたいことだった。

　いつか、彼女もここを去るのだろう。他の者たちがそうしたように。

　さびしさと諦てい念ねんを同時に覚えながら、彼にはそれをどうすることもできない。

　敵は剣けん聖せい。もしくは、それを上うわ回まわる怪かい物ぶつ──剣魔。

　戦えば死ぬ。それが分かっているのに、誰だれに残ってくれと言えるだろうか。

　それはすなわち、さあ死んでくれ、と言うに等しい。

　何も言い出せないまま、彼はサツキの背中を見送る。少女の姿は角かどを曲がって見えなくなる。

　そのときだ。

　ふと、レベンスは気配を感じて振ふり返った。

　そこには血けつ相そうを変えた銀ぎん髪ぱつの少女が立っている。息を弾はずませ、「あ、あ……」と声を漏もらす。

「なんだ、どうした？」

「ヴァ……」

　少女は大きな声で叫さけんだ。

「ヴァーちゃんが……っ!!」







　師し匠しよう……！

　レベンスは廊ろう下かを一いち目もく散さんに走る。

　そして、ヴァリエガータの部へ屋やにたどりつくや、叩たたき壊こわさんばかりの勢いで襖ふすまを開けた。

　すると。




「ふほぉー、こもぉ！　ふぇんきか？」（おぉー、小こ僧ぞう！　元気か？）




　そこには、口の中いっぱいに食べ物をほおばる師匠の姿があった。布ふ団とんのまわりにはすでに食べ終えた皿が山やま積づみになっており、隣となりでサンデリアーナが苦笑いをしている。

「し……師匠？」

　レベンスは呆あつ気けに取られる。

「ひはー、ふぁらがえってふぁらがえって」（いやー、腹が減って腹が減って）

「食いながらしゃべるな」

「ふぁんふぁん」（すまんすまん）

　大食らいの少女はゴクリと豪ごう快かいに喉のどを鳴らすと、頰ほお張ばっていた食べ物を飲み込んだ。この小さな体のどこにこれだけの食べ物が入るのか、弟で子しは呆あきれて物も言えない。

「ってか、師し匠しよう！　体は大だい丈じよう夫ぶなのか!?」

「おう、このとおりピンピンしてるわい」

　弟で子しの心配をよそに、ヴァリエガータはグビグビと茶を飲み干ほして、「サンちゃん、おかわりー」と湯飲みを差し出す。「は、はいっ、ただいまお持ちします！」とサンデリアーナが慌あわてて席を立つ。

「あ、えーと……師匠？」

「なんじゃー？」

「死にそうだったんじゃないのか？」

「勝手に殺すな」

「でも、剣けん魔まにかなりひどくやられていたし、その……」

　そこでレベンスは、あのとき師匠を倒した剣魔のことを思い出し、また重たい気分になった。

「どうした、顔色が悪いぞ？」

「いや、だってよ……」

「詳くわしいことはサンちゃんから聞いた。剣魔の連中がぞろぞろと出てきたらしいな」

「そうだ。八人も出てきた。どうしようもない数だ」

　思わず諦あきらめたような言葉を吐はいてしまい、レベンスは慌てて口をつぐむ。後ろ向きなことを言ってみんなの士気を下げるのは本意ではない。

　見れば、隣となりのエリザも視線を落とし、暗い顔をしている。お茶のおかわりを持ってきたサンデリアーナも、皆みなの表情を見るや、口を引き結んで深しん刻こくそうな顔になる。

「どうしたどうした、若いのが雁がん首くび並べて辛しん気き臭くさいツラをしよってからに」

　ヴァリエガータは腹が膨ふくれたのか、楊よう枝じで歯の隙すき間まを掃そう除じしながら一同を見回す。その顔には微み塵じんも落ち込んでいる様よう子すがない。

「ヴァーちゃん」

「なんじゃ小こ童わつぱ」

「どうして、そんなに、へいきなの？」

「ん？　そう見えるかの？」

「うん。だって、剣けん魔ま、あんなに、たくさん」

「おうおう、小童までひどい顔じゃな。そんなに不安か」

「…………」

　不安だ、とは口にしなかったが、エリザは唇くちびるをきゅっと閉じる。さしもの剣けん聖せい殺しも、八人もの剣魔を相手に今は途と方ほうに暮れているようだった。

「なーに小童、案ずるな。手はある」

「師匠、どういうことだよ。まさかあいつらを倒す方法でもあるのか？」

「もちろんじゃ」

　そこで襖ふすまが開き、男が二人ばかり顔を出す。どちらもサツキについてきた道場生だ。

「ヴァリエガータ様、ご用命のお荷物をお持ちいたしました」

「うむ、ごくろう。そのへんに置いといてくれ」

「はっ」

　道場生たちはドサリと木箱を壁かべ際ぎわに置く。「なんだ？」とレベンスが箱を開けると、中には書しよ籍せきや巻まき物もののたぐいがぎっしりと詰つまっている。

「師し匠しよう、これは……？」

「さっきも言うたじゃろ」

　ヴァリエガータは楊よう枝じをくわえた歯を光らせ、ニヤッと笑った。

「剣けん魔まを倒す策じゃよ」
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　その日から、ヴァリエガータは『研究』に取り掛かった。

　手元にある巻物や古こ文もん書じよをこれでもかと広げ、書かれている文字を食い入るように読む。ちなみにこれらの資料は、前にヴァリエガータが『囮おとり』になって軍隊を引き付けていたころ、隙すきを見てサンデリアーナの工こう房ぼうから回収してきたものらしい。まったくもって、この老剣けん聖せいの用意周しゆう到とうさには舌を巻くばかりだ。

　サンデリアーナを助手代わりに、ヴァリエガータは調べを続けた。それは剣けん魔まを倒す『策』についての研究らしかったが、古代文字と専門用語の飛び交う会話はあまりにも難なん解かいすぎて、レベンスやエリザには出る幕まくがなかった。

　手伝えることがないのを知ると、彼は旅支じ度たくを始めるようになった。どうあれ、今いる民家も遠くないうちに出ていかなくてはならない。世話になっている『じいや』たちを巻き込むおそれがあるし、そもそもいつ敵に不意打ちされないとも限らない。いざというときにすぐに出発できる備えをしておく必要があった。

　──とにかく、師匠が元気になってよかった。

　荷造りをしながら、レベンスは改めて師匠の存在の大きさを嚙かみ締しめる。

　別に、今の段階で何か決定的な作戦が立てられたわけではない。ヴァリエガータの言う『策』も、ただの空から振ぶりに終わるかもしれない。それでもなお、あの老ろう剣けん聖せいがどっしりと構えて方ほう針しんを決めると、それだけで何とかなりそうな気がしてくるのだ。

　勇気。希望。闘とう志し。

　そうしたものが胸の奥から湧わき上がるのを感じる。師匠が意識不明だったときには八人もの剣魔を前にして絶望的気分だったのに、今はまるで違う。それはレベンスだけではなく、エリザやサンデリアーナも同じだった。エリザの表情から不安げな様よう子すが消え、サンデリアーナも『研究』を生き生きと手伝っている。

　いつまでも師し匠しように頼たよってばかりじゃ駄だ目めだ──ヴァリエガータと別れていた間はそんなふうに自省していたが、いざ師し匠しようがそばにいてくれると、そのなんと頼たのもしいことか。

「レベンス」

　そんなことを考えていると、エリザが姿を見せた。

「なんだ」

「私も、手伝う」

「手伝う？　ああ、荷造りか」

「うん」

「じゃあ、そこにある木箱を取ってくれ」

「これ？」

「そうだ」

「んしょ……はい」

　エリザが重そうに木箱を持ち上げ、ふらふらと歩いてレベンスの前に置く。大した重さではないはずだが、この少女は魔ま剣けんを持っていないときは本当に非力だ。

　箱を開けると、小刀や金かな槌づち、五ご寸すん釘くぎなどが無む造ぞう作さに詰つまっている。

「サツキの厚こう意いで、武器や道具を譲ゆずってもらえるそうだ。おまえには必要ないかもしれないが、俺おれは手持ちのナイフがかなり刃はこぼれしていてな。使えそうなのを選別するから手伝ってくれ」

「分かった」

　エリザはうなずくと、箱の中を探り、ナイフとそれ以外を選より分けていく。レベンスはそちらを少女に任せ、自分は手持ちのナイフの手入れを始める。地味な作業だが、こういうことが後々生死を分けるかもしれないのだ。

　そんな作業を黙もく々もくと続けていると、すっと襖ふすまが開き、サツキが顔を出した。

「喜べ。見つかったぞ」

「え？」

　何のことだ、と問い返す前に、答えのほうから姿を現した。




「エリザおねぇちゃん！」




　サツキの後ろで、紫し髪はつの幼女が姿を見せる。

「ミーナ!?」

「おねぇちゃん……!!」

　紫むらさき色いろの髪かみを振ふり乱し、ミーナがエリザの胸に飛び込む。よほど心細かったのか、その胸でしばらく泣きじゃくる。

「ビフェルテートの関所近くで、役人に保ほ護ごされていてな。そこをウチの道場生が発見し、引き取ってきた。ルピナス様の娘むすめに間ま違ちがいないか？」

「ああ、間違いない」

　レベンスは大きく息を吐はく。

　サツキには以前、ミーナのことを探してくれるように頼たのんだことがあった。なかばダメ元だったのに、まさかこんなに早く再会できるとは。

「おまえの頼みを聞いて、関所の役人にも一いつ報ぽうを入れておいてよかった。そうでなければこの時じ世せい、子供といえど寒空の下にほっぽり出されていてもおかしくないからな」

　サツキはそう説明すると、まじまじと幼女の横顔を見る。

「いつだったか、ルピナス様が道場に赤子を連れてきたことがあったが、そうか、あのときの娘か……本当に大きくなったものだ」

　黒くろ髪かみの少女は目を細める。珍めずらしく優やさしげな顔になったのを見て、レベンスは「へえ、こいつもこんな顔をするんだな」と意外な思いに駆かられた。

　ミーナはしばらくエリザの胸で泣き続け、それから疲れたようにそのまま眠ってしまった。知り合いに会って張り詰つめた緊きん張ちようの糸が緩ゆるんだのかもしれない。

「それで、この子の服の裏に、こんなものが縫ぬい付けられていてな」

　サツキが小さな紙切れを取り出す。そこにはにじんだ文字で、とある住所と人名が書かれていた。そこがルピナスの知人宅だというのは察しがつく。

　レベンスはサツキのそばに寄り、そっと耳元でささやいた。

「もう一人の娘は？」

「それがな……」

　サツキの顔が険けわしくなる。ミーナのほうを窺うかがいながら、小声で「近きん隣りんの林で遺い体たいが見つかった。体は刃は物もののようなもので斬きられていたらしい」と告げた。

「……！」

　レベンスはギリッと歯を鳴らす。

「このこと、ミーナには？」

「まだだ。母親も見つからぬ状じよう況きようで、それはちょっとな……」

「そうだな」

　ルピナスの生死すら分からぬのに、それはあまりにも残ざん酷こくな報しらせだ。

「それで、母親は見つからなかったが、代わりに『これ』を回収してきた。……おい」

　サツキは道場生に命じ、ひとつの包みを運ばせてくる。

「道場で見つかったものだ」

「おい、これは……」

　それは聖せい剣けん『報復乃鋏フラガラツハ』だった。二つの刃はを接合する止め具が外れ、刀とう身しんも焼け焦こげたように黒くなっているが、実際にルピナスと相あい対たいした彼が見み間ま違ちがえるはずもない。

「サンデリアーナが道場の正門付近に隠かくしたというので、その情報を頼たよりに道場生たちが探してきた。もっとも、だいぶ破は損そんしているようだが……」

「そうか。回収できてよかった」

　サンデリアーナがルピナスを倒したときは、直後に裏山で異変が起きたので、ヴァリエガータの元に駆かけつけるので精せい一いつ杯ぱいだった。あのとき隠した聖せい剣けんがまだ残っていたのは予想外の幸運といえた。

　黒く傷いたんだ聖剣を見ながら、その持ち主のことを思い出す。レベンスたちとの戦いで、ルピナスは聖剣『報復乃鋏フラガラツハ』を破は壊かいされた。にもかかわらず、彼女はあの場面でデュランダルに飛び掛かかり、結果としてレベンスたちは救われた。

　あのときのルピナスの真意は分からない。娘のナナを殺されたことで逆上し、怒りに任せた行こう為いだったのかもしれない。ただ、あのとき一いつ瞬しゆんだけ交わした『目配せ』に、どこか残された娘を託たくす気持ちがあったのではないか……レベンスにはそんな気がしてならなかった。

　ミーナの寝息が聞こえる。その頰ほおは涙なみだの跡あとで赤く腫はれている。

　エリザが優やさしくその頰を撫なでると、ミーナは母親にいつもそうするように、顔を擦こすり付けて少女の体に抱きついた。




　　　　　　　　　○




　翌よく朝あさ、ミーナは馬車に乗って出発していった。

　サツキの命令で、目的地までは二人の道場生が付き添そうことになった。別れ際ぎわ、ミーナはエリザと抱き合い、そして驚おどろくほど静かな表情で馬車に乗り込んでいった。もしものときはそうするように、母親によく言い含ふくめられているのだろう。

　本当はそばにいて面めん倒どうを見てやりたかった。だが、今のレベンスたちにとてもそんな余よ裕ゆうはなく、むしろ行動を共にして巻き込むほうが怖こわかった。また、考えたくないことだが、もしルピナスがデュランダルとの戦いで敗北していた場合、もはやミーナに人質としての利用価か値ちはなく、その意味でも危険はないように思えた。聖せい剣けんを出さずとも圧あつ倒とう的てきな力を誇るデュランダルと、かたや聖剣を失ったルピナス──残念ながら勝敗は見えている。

　ちらりと、馬車の上から寂さびしげな瞳ひとみが振ふり向く。やがてその瞳も、街道を曲がると見えなくなる。

　エリザは馬車が見えなくなっても、しばらくじっと道の向こうを見ていた。レベンスは何も言わず、ただ少女の隣となりに寄り添った。




　その夜。

　レベンスはなかなか寝付けぬまま、天てん井じようをぼんやりと見つめていた。

　別れたミーナのことや、殺害されたナナのこと、そして母親であるルピナスのこと。もはや考えてもどうしようもないとは分かっているが、それでもつい思い出してしまう。

　八人もの剣けん魔まを前に、一いち時じは本当に絶望した。その後、師し匠しようの回復によりわずかな光こう明みようが見えたものの、今度はナナの訃ふ報ほうがもたらされた。もう一人の娘むすめであるミーナと再会できたのは不幸中の幸いだったが、一方でその母親であるルピナスの生存は絶望的と言わざるを得ない。まさに一いつ喜き一いち憂ゆう、明と暗が交こう互ごに訪れる事態に、レベンスの心も乱らん高こう下げしていた。

　そうやって、彼が最近のめまぐるしい日々を振ふり返っていたときだ。

　──！

　掛け布ふ団とんが持ち上がり、冷たい空気が体をなでる。それからもぞもぞと背後で動く気配がして、それは布団を被かぶり直すと静かになる。

　ぎゅっと、誰だれかが彼の上着を摑つかんでいる。両手でしっかりと腰こしのあたりをつかみ、背中には何かが押し付けられる。感かん触しよくからして、これは相手のおでこのあたりだろうか。

「エリザ……？」

　小声でつぶやき、そっと振り向いて布団の中を覗のぞく。やはりそこには銀ぎん髪ぱつの少女が猫ねこのように丸まっており、彼の背中に顔をぴとりとつけている。

「……どうした？」

　ささやき声で尋たずねる。

　エリザは視線だけで彼を見ると「このまま」と言った。

「このまま、いっしょに、ねたい」

　なんだよ急に、と返そうとしたが、少女はこちらの返事を待たずにさらにギュウッと腕に力を込める。

　──甘あまえん坊ぼうだなぁ、フーシェは。

　亡なき妹も、こうして夜は兄の背中にしがみついてきた。遠い昔のぬくもりが、布団の中の小さな空間にそっと蘇よみがえる。

　まあ、いいか……。

　レベンスは再び元に向き直り、少女の好きにさせる。

　昨日、ミーナと別れたことで人ひと肌はだが恋しくなったのか。あるいは、これからのことを考えて不安に駆かられたのか。理由は分からないが、それをはねのける理由が彼にはなかった。

　そうして、夜もふけたころだ。

　レベンスは目を覚さまし、起こさないように静かに後ろを見る。銀髪の少女は目を閉じて安心しきったように眠っている。

　彼はやっとあることに気づく。

　──そういやこいつ、今日は魔ま剣けんを抱いてないな。

　いつもなら就しゆう寝しん時に必ず『処ア女イ神ゼ拷ル問ネ』を抱きしめている少女が、その代わりとばかりにレベンスにしがみついている。今までこんなことはただの一度もない。

　珍めずらしいな、こいつが夜中に剣を手放すなんて……。

　かつてデュランダルに魔剣を折られたときも、少女は折れた剣を抱いて眠っていた。それほど大切な剣を、今日は枕まくら元もととはいえ手放している。

　そのときだ。


──すべての終わりが近い。



「……!?」

　レベンスは飛び起きる。その声は確かに、耳の奥に直接響ひびくように聞こえた。

　エリザの声ではない。他の三人でもない。

　道場の連中か、などと考えるが、その可か能のう性せいはすぐに消える。

　女の声だった。

　それも、師し匠しように少し似た、年長者が若者を諭さとしてくるような物言い。

　もう一度エリザを見て、それから魔剣を見る。少女はよく眠っており、魔剣は静かにたたずんでいるだけだ。

　夢か？

　それとも俺おれが寝ぼけたのか？

　しばらく起きていたが、そのあとは結局何も起こらなかった。エリザがくしゃみをしたので、彼は慌あわてて布ふ団とんをかけ直す。

　──なんだったんだ、今のは……？

　レベンスは再び横になるが、先ほどの言葉は彼の胸に深く刺さっていた。

　──終わりが、近い……。

　布団の中で眠る少女を見る。

　その手は、まだ彼の服をギュッと摑つかんでいた。




　　　　　　　　　６




「分かったことを話す」

　数日後、二人はヴァリエガータに呼ばれた。

　部へ屋やに入ると、大きめの机の上に古こ文もん書じよらしきものが広げられ、サンデリアーナが人数分の湯ゆ吞のみにお茶を淹いれている。どことなくベルシコロールの鍛か冶じ屋やにいたころを思い出すが、今は畳たたみ張ばりの部屋で、サツキが同席しているのがあのころと違う。

「何が分かったんだ？　この前話した『策』のことか？」

　レベンスが勢い込んで尋たずねると、ヴァリエガータは「まあ待て。順を追って話す」と手を軽く挙げる。

「聖せい剣けんには秘ひ密みつがあり、隠かくされた裏の事情がある。わしとベルシコロールは常々そう疑い、その謎なぞを追ってきた。これは前にも話したな？」

「ああ。それで、聖剣の『毒』に気づいたんだろ」

「そうじゃ。聖剣を使うと『毒』が溜たまり、剣けん聖せいが毒に侵おかされて剣けん魔まと化す。それが現在最も有力な推すい論ろんじゃ。……だが、これには『落とし穴』があった」

「落とし穴？」

「聖剣には二千年も掛けて『毒』が溜まる。膨ぼう大だいな人間の生き血を吸ってな。だからわしは、これらを聖剣の『副作用』であると思っていた」

「そのとおりだろ。何か違うか？」

「聖剣とは正せい義ぎの武器。その副作用が毒であり、剣魔。だが、本当にそうか？」

「何が言いたいんだ、はっきり言ってくれ」

　そこでヴァリエガータは核かく心しんに触ふれた。「逆じゃよ」と。




「聖剣とは、そもそも剣魔を生み出すために作られたものだとしたら？」




　その言葉に、一堂が眼めを見張る。サンデリアーナだけは事前に聞かされていたらしく、哀かなしげに視線を伏ふせている。

「師し匠しよう、どういうことだ」

「ここから先はわしの勝手な推すい測そくとなるが、そのつもりで聞け。わしはこう考えておる。『聖なる剣』などというのはただの偽ぎ装そうにすぎぬ」

「偽装……？」

「うむ。元々、七本の剣は毒を溜ためるために作られ、そして毒を溜めて剣魔を生み出した。そう考えればすべての事実がつながるんじゃ」

「でも、剣聖は二千年間も聖剣を使って世界を救ってきたろ」

「それもまた偽装じゃ。歴代の剣聖は勇ゆう敢かんに戦い、正義感に溢あふれた人物だった。純じゆん粋すいに平和と安定を願い、実際に人々を救ってきた。それゆえ人々は剣聖を信用した。しかし、だからこそ聖剣は長きに渡って毒を溜めることができた……そう解かい釈しやくすることはできんか？」

「……利用されてたってことか」

「ありていに言えばな」

「…………」

　レベンスは言葉が出ない。それは師匠の勝手な推すい論ろんにも思えるが、かといって否ひ定ていすべき材料も持ち合わせていないし、酔すい狂きようでこんなことを言うとも思えない。

「わしは、デュランダルが剣けん魔まを手下として操あやつるのを見て、気づいたんじゃ。二千年の副作用で剣魔が出現したのなら、奴やつがあたかも自分の手足のように従えるのはおかしい。だが、最初からそのつもりで剣魔が生み出されたのなら、その扱あつかいを心こころ得えていてもなんらおかしくない、とな」

「待ってくれ。師し匠しようの言うことが本当なら、デュランダルは最初から聖せい剣けんの秘ひ密みつを知り、その上で毒を溜ためて剣魔を作ったことになるぞ？」

「そのとおりじゃ」

「でも、聖剣が世に現れたのは二千年前だぞ？　なぜそんな大昔のことを彼女が知ってるんだ？」

「デュランダル家が古くから続いているのは知っているな？」

「ああ、歴代剣けん聖せいを何人も輩はい出しゆつした名家だろ」

「名家？　そんなものでは済まんぞアレは。なにせ二千年間も代々聖剣を継けい承しようしてきたのだから」

「え？　……二千年？」

　レベンスは驚おどろく。その話は初耳だった。

「わしは長く生きてきたからよく分かる。普通、聖剣継承は個人の資質によって判断されるが、『不滅乃灰デユランダル』だけは例外なんじゃ。この聖剣は代々デュランダル家の血けつ縁えん者しやの間だけで継承されておる。表向きには名前を変えたり、他家に禅ぜん譲じようしたりして世間を欺あざむいているがな」

「おい、それホントかよ……」

　彼は思わずエリザを見る。この少女も知らなかったらしく、首を小さく振ふる。

「そういうわけで、デュランダル家は二千年間の長きに渡り聖剣を受け継ついできたんじゃ。ならば聖剣にまつわる秘ひ密みつのひとつやふたつ。伝わっていてもなんら不ふ思し議ぎではなかろう？」

「…………」

　なんてこった、とレベンスは暗い気分になる。今の師匠の話が正しければ、この二千年間がすべてデュランダルの手の内だったことになる。剣聖も、剣魔も、世界の歴史も、すべてがだ。

「なに、そう暗い顔をするな。まだ絶望するには早いぞ」

「でもよ……」

　二千年も前から用意周しゆう到とうに『剣魔』なんて化ばけ物を準備されたのでは、とても勝てる気がしない。

　噓うそだと思いたかったが、師匠の説明を覆くつがえす理屈を彼は思いつかなかった。たしかに、デュランダルは剣魔たちを意のままに従えていた。それを説明しようと思えば、彼女が意図的に剣魔を生み出し、操るすべを知っていたと考えるほかない。そうなると、二千年前から続く名門デュランダル家がそれらの秘密と無関係と考えるほうが不自然だ。師匠の言うとおり、剣魔にかかわる秘密が代々伝わってきたと考えるほうが自然な解かい釈しやくだ。

　くそ……。

　彼が歯は嚙がみすると、そこで師し匠しようが「小こ僧ぞう」と声を掛けた。

「何をそんなに落ち込んでおる」

「いや、だってよ……」

　思わず、隣となりのエリザを見る。さしもの少女も今の話に怯ひるんだのか、力なくうつむいている。サツキは口を半開きにして呆あつ気けに取られている。突とつ拍ぴよう子しもない話が続いたので、ついて来れないのも無理はない。

「勝てぬと思うのか？」

　師匠に正面から見つめられると、「う……」と思わず目をそらす。現時点ではとうてい勝てる気はしないが、エリザの前でそれを口には出せない。

「考えてみろ。デュランダルはなぜ我われらを執しつ拗ようなまでに狙ねらう？」

「それは、邪じや魔まだからだろ」

「あれほどの腕を持ち、剣けん魔まさえ従える。わしらなど無視してさっさと世界征せい服ふくでも大だい虐ぎやく殺さつでも強行すればよかろう。なのに、なぜそれをしない？」

「……？」

「恐おそれているんじゃよ。わしらのことを」

「恐れるって、何をだ？　俺おれもエリザもあっさりやられたんだぜ？」

「では、どうしてあっさり倒せる程度の相手を、奴やつはわざわざ執しゆう念ねん深く狙ってくるんじゃ？」

「それは……」

「つまりは『方法』があるってことじゃよ。意図的に剣魔を生み出すことができるのならば、逆に意図的に倒すこともできる。水をやれば作物が育つが、水を断てば枯かれるようにな」

　師匠は声を張り上げ、流りゆう暢ちように説明する。あえて軽い調子で話しているのは、気落ちした弟で子したちを励はげましているのだろう。

「奴はルピナスを利用し、我らから聖剣を奪おうとした。自分自身はすでに最強の力を持ち、あまつさえ八人もの剣魔を従えているのにじゃ。それはなぜだ？」

「あ……」

「気づいたか」

　そこで剣聖はトンッ、と指先で古こ文もん書じよを弾はじいた。

「聖剣を使えば、奴らを倒す方法がある。そうは考えられんか？」

　一同は顔を見合わせる。

　師匠の説明は続いた。

「奴らと戦って分かったことがある」

　ヴァリエガータは目を光らせ、落ち着いた口調で言う。ヤポニカ特有の背の低いテーブルには、さっきとは違う巻まき物ものが広げられている。

「分かったこと？」

「うむ。たとえば、わしと戦っていた剣けん魔ま。あれは『商人剣けん聖せい』と謳うたわれたシエム・マーシャルじゃ」

「マーシャル？　それってもう故こ人じんだろ」

　シエム・マーシャルは、かつてレベンスたちが身を寄せた商都リアトリスを興おこした人物で、亡なくなったのは何百年も前だ。

「わしは直じかにヤツと会ったことがあるから、見み間ま違ちがえるはずもない。史上初めて『聖せい剣けん』を商売に利用した剣聖じゃ。当時、マーシャルは『報復乃鋏フラガラツハ』の能力を使って、港でよく荷物の積つみ下ろしをやっておった。これは他の剣聖から総スカンを食ってのう……まあそんな思い出話はよいか。とにかくあれはマーシャルじゃった。剣魔となったせいで、肌はだの色も雰ふん囲い気きもすっかり変わり果てておったがな」

「し、死者が蘇よみがえったってことか？」

「そういうことになるな」

「馬ば鹿かな……」

「小こ僧ぞう、驚おどろくには当たらんぞ。現にこうして実例が目の前にいるじゃろう？」

　ヴァリエガータは小さな胸を親指でちょんちょんと差す。確かに、一度死んだのに蘇ってきた当人が言うと何だかありそうな気もしてくるから妙みようなものだ。

「そうしますと、ヴァーさま」そこでサンデリアーナが話に加わる。「他の七人の剣魔も、同じように亡なくなった剣聖なのですか？」

「おそらくな。剣聖とは剣魔の変へん貌ぼうした姿。そう考えれば、過去に亡くなった剣聖の誰だれかと考えるのが自然じゃろう。もっとも、今はまだ裏付ける証しよう拠こもないが」

「おのおの方、あいや待たれい」

　妙に芝しば居いがかった口調で、サツキが手を挙げる。

「さっきから、シエム・マーシャルがどうの、亡くなった剣聖が蘇っただの、まるで話が見えんのだが」

「あー、すまんなサッちゃん。蚊か帳やの外で。ざっくりと説明するとな……」

　ヴァリエガータはこれまでの経けい緯いをやや早口でまくし立てる。サツキはうんうんと素直に聞くが、途中から顔をしかめ、最後は目を白黒させ始めた。

「ヴァーさま、もしかして私をからかってらっしゃいますか？」

「いやいや、わしは本気じゃぞ？」

「ヴァーさまは昔から与よ太た話がお好きですから」

「おぬしは母親に似て頭が固いのうー」

　真ま面じ目めな顔で聞き返してくる黒くろ髪かみの少女に、ヴァリエガータは降こう参さんしたように肩をすくめる。詳しよう細さいはあとでサンデリアーナから聞いてくれ、とお茶を濁にごし、老剣聖は話を戻もどした。

「えーと小こ僧ぞう、どこまで話したかな」

「剣けん魔またちが、実は死んだ昔むかしの剣けん聖せいだったってところだ」

「おお、そうじゃった。それで、本題はこれじゃ」

　そこでヴァリエガータは、懐ふところからニュッと何かを取り出した。

　それは一本の巻まき物もの。

「おい、これって……」

「覚えておるか」

　そこに広げられた巻物は、かつてエリザの魔ま剣けん『処ア女イ神ゼ拷ル問ネ』が折れたとき、その修復方法を探したときに見たものだった。

「これ、『身の代しろ』ってやり方でエリザの剣を直したときのだよな？」

「そうじゃ。では、そのときにも出てきたここの一いつ節せつ、覚えておるか？」

　ヴァリエガータは白い指で、巻物のある箇か所しよを指差す。




　聖なる湖みずうみの穢けがれし汚お泥でい、湖に映りし身の代を以もって清せい浄じように還かえすべし




　昔の文字で分かりにくいが、前にサンデリアーナからはそう読むと説明してもらったことがある。『聖なる湖』が『聖せい剣けん』のことで、『穢れし汚泥』が『聖剣使用による毒』だという解かい釈しやくも聞いた。『身の代』は剣から剣へと毒を移し替える方法だ。

「ふむ、そこまで覚えておるのなら話は早いな。わしは、これには別の意味があるのではないかと思うておる。気づいたのはまさにここ数日じゃが」

「別の意味？　『身の代』のほかにか？」

「いや、身の代は身の代。そこは変わらん。むしろ、ここじゃ」

　ヴァリエガータは『聖なる湖』の部分を指差す。

「これがどうした？　聖剣って意味だろ？」

「それは剣の修復にこだわるあまり、わしらのほうが勝手につけた後付けの解釈じゃ。本来、この言葉はこう読み取るべきじゃった」

　彼女は静かに答えを告げた。

「『聖なる湖』、それすなわち『剣聖』」

「剣聖？」

「なまじ、わしも『死ジ神ー乃ノ爪ス』の修復をしたことがあったから、剣の修復に引きずられてしもうた。だが、言葉の本来の意味を考えれば、聖剣とも剣聖とも取れる箇所じゃ。違うか？」

「そう言われると、そんな気もするが」

「わしは、剣魔と戦ったときに気づいたんじゃ。奴やつら、全身に黒い血けつ管かんが浮かび上がっていて、その血管の中を黒い血液がドクドクと巡めぐっておった。傍はたから見て分かるほどに、勢いよくな。毒が溜たまって剣けん魔まになっただけでなく、その毒こそが剣魔を生かし、動かしている。そう考えたとき、閃ひらめいたんじゃ。死者を蘇よみがえらせるということは、この毒こそが奴やつらの生命力だ、と。現にわしも……」

　剣けん聖せいはそこで胸を押さえる。

「自分が『毒』によって生かされている。その感覚がある」

「師し匠しよう……」

　彼は師匠の体のことを思い、いたたまれない気分になる。敬愛する師匠が、忌いまわしき剣魔と同じ存在だとは信じたくなかった。

　ただ、今は感かん傷しように浸ひたっている場合ではない。

　だから彼は話を促うながした。

「でも、だとしたらどうなる？　この巻物の解かい釈しやくが違うってんなら、これはそもそも何を意味する言葉なんだ？」

「つまりこうなる」

　ヴァリエガータは指で一つずつ文字をたどる。

「『聖なる湖みずうみ』が剣聖、すると『穢けがれし汚お泥でい』は、剣聖の体に溜まった毒。ま、あとはそのままじゃな」

「あ……」

　レベンスもそこまで言われて気づく。

　前のときは、『身の代しろ』によって、エリザの魔ま剣けんから毒を抜いた。とすれば、意味はこうなる。

「剣魔の体から……毒を抜く？」

　弟で子しの出した答えに、師匠はうなずく。

　そしてズズッと茶を飲み、楽しげに言った。

「なに、論より証しよう拠こじゃ。道具をそろえて、二、三日中にはさっそく『実演』してみよう」




　　　　　　　　　７




　それは三日後に行われた。

　家の裏手にある雑ぞう木き林ばやし。そのうちの木々のまばらな場所を選んで一同は集まっていた。レベンスたち四人を除くと、道場側で立ち会うのはサツキだけだ。

「レベンスさん、『天空乃瞬ウインザー』は、もうちょっと内側に……はい、そこでお願いします」

　サンデリアーナが指示を出し、レベンスが聖せい剣けんを刺す場所を調整する。地面には円を二重にしたような紋もん様ようが描えがかれ、中心の円を囲むように聖剣が四方に配置されている。『天空乃瞬ウインザー』のほかには『双龍乃牙ズルフイカール』『死ジ神ー乃ノ爪ス』『報復乃鋏フラガラツハ』が大地に垂直に刺さっている。

　このうち、『天空乃瞬ウインザー』『双龍乃牙ズルフイカール』の二本については、レベンスとサンデリアーナが使用したことについてはエリザに秘ひ密みつにしている。そのため、この二本の聖せい剣けんについては「道場生があとで敷しき地ち内で発見した」と説明してある。エリザはさして疑った様よう子すもなく話を信じたようで、こういうときに騙だまされやすい性格なのは助かった。

「本当にこれで倒せるのか？」

　大地の紋もん様ようを見ながら、サツキが疑わしげな顔をする。

「なんだよ、こういう呪じゆ術じゆつっぽいのはヤポニカのほうが流は行やってるだろ？」

「レベンス、貴様は何か勘かん違ちがいをしている。たしかにヤポニカでは呪術の歴史が長いが、こうしたものは古い時代の遺い物ぶつだ」

「へえ、ヤポニカって意外と進んでいるんだな」

「おい貴様、ちょっと馬ば鹿かにしてるだろう」

　サツキがレベンスに食ってかかり、またいつものように口論になる。

「だいたいおまえはいつも偉えらそうだぞ。腕が未み熟じゆくなくせに口だけは達者で」

「おまえこそ年下のくせに生意気だな。だいたい俺おれに負けた奴やつに未熟とか何とか言われたくないね」

「なんだと貴様」

「やんのかコラ」

「二人とも仲がよいのう」

「「ちがうッ！」」

　ヴァリエガータが話に入った瞬しゆん間かんに、レベンスとサツキが同時に返事をした。それがあまりにも見事だったので、二人は思わず顔を見合わせる。

「ふん……いつかその性しよう根ねを叩たたき直してくれる」

「おまえにできたらな」

「なにィ」

　二人はまた顔を突つき合わせて火花を散らす。最初のうちはサンデリアーナが止めていたが、無む駄だだと分かった最近はそばで呆あきれるだけだ。

「さあ、始めるぞい」

　師し匠しようがパンパンッ、と手を打つと、さすがに二人も口論をやめて向き直った。

「サンちゃん、説明を」

「はい」

　サンデリアーナが紋様の真ん中に立ち、一同を見回す。

「先日説明したととおり、これは『身の代しろ』という儀ぎ式しきです。正確には『真・身の代』といったところでしょうか。根本にある原理は同じで、さらに発展させた形となります」

　そこで彼女は四方にある聖剣を見回す。

「エリザさんの魔ま剣けんを直すときは、聖剣『聖女乃証クローデイア』を身の代にして、魔剣から毒を抜きました。今回は、四本の聖せい剣けんを身の代しろにして、剣けん魔まから毒を抜くことになります」

「剣魔から毒を抜いたらどうなるんだ？」

　レベンスが口を挟はさむと、サンデリアーナが「これはあくまで推すい測そくですが……」と前置きして答える。

「弱体化する、と考えられます」

「弱体化……」

「剣魔とは、剣けん聖せいの変へん貌ぼうした姿。なぜ変貌したのかといえば、それは聖剣使用による『毒』のためです。ヴァーさまの推すい論ろんから解かい釈しやくすると、『毒』を原動力にして剣魔は動き、また、『毒』があるからこそ生きながらえている、ということになります」

「その毒さえ抜けば、剣魔が弱くなる、と？」

「そうじゃ小こ僧ぞう」

　師し匠しようが代わりに説明する。

「剣魔とはすなわち、全身を毒に冒おかされ、毒を原動力とする死人。だからこそ、毒を抜けば抜くほど弱体化し、すべて抜けば倒すことができる。毒こそ元げん凶きようであると同時に、毒こそ剣魔の弱点なんじゃ」

「理屈は分かるが、確かなのか？」

「それを今から確かめるんじゃよ」

　ヴァリエガータがてくてくと歩き、サンデリアーナの隣となりに来る。

「さて、さっそく始めようか」

「いや、始めるって言っても、肝かん心じんの剣魔がいないだろ」

「目の前におるではないか」

「は？」

「わしじゃよ、わし」

　そこで老剣聖は、自分のほうをぐいっと親指で差す。

「え、でも師匠……」

「前にも言うたじゃろ。わしの体の半分は、すでに『剣魔』の毒に冒おかされている。これほど実験にうってつけの材料も他におらんて」

「いや待て待て、その理屈は分かるが、師匠はどうなるんだ？　実験が成せい功こうして、毒が抜けて、そして……大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「わからん」

「わからんって……」

「そもそも『身の代』は剣から毒を抜く儀式だが、今回は生身の人間が相手。物は試しじゃよ」

「ヴァーちゃん……」

「なんじゃー小こ童わつぱまでそんな顔して。大丈夫、案ずるな。そう簡かん単たんにはくたばらんよ」

　ヴァリエガータは飄ひよう々ひようとした受け答えで、弟で子しの気持ちをなだめる。危険は百も承しよう知ちで、きっと止めても無む駄だだろう。

「……危なくなったら中止にするからな」

　レベンスはそう言い残して、エリザを見る。少女は迷ったような顔をしたが、それきり黙だまる。

「それじゃサンちゃん、ぼちぼち始めるとしようかの」

「分かりました。……では」

　サンデリアーナが足元の蠟ろう燭そくに、一本ずつ火を点つける。蠟燭は十二本あり、等とう間かん隔かくで外側の円を囲んでいる。その内側に聖せい剣けんを配した円があり、その中央にヴァリエガータが立っている。

「この紋もん様ようは、魔ま術じゆつの儀ぎ式しきで『二重火か円えん陣じん』と呼ばれるものです。元々は聖剣の修復のためにウチの鍛か冶じ屋やに伝わる方法でして、細かな配置は資料から再現しました」

「では、始めるぞ」

　ヴァリエガータは小さく手を掲かかげ、パチンと指を鳴らす。すると、聖剣に振ふりかけてあった粉こながボッと燃もえ上がり、それは刀とう身しんを焼くように火の勢いを増す。粉ふん末まつが導火線のようにして炎が燃え広がり、やがて炎で囲まれた二重の円ができる。蠟燭は上からも下からも溶け出し、気味の悪い形へと変へん貌ぼうする。

　師匠……。

　炎に巻かれたヴァリエガータは、陽炎かげろうでゆらゆらと歪ゆがんでいる。火の近くで相当熱いはずなのに、その顔には恐きよう怖ふも不安も見られない。緑色の瞳ひとみが炎を映して光っているのが幻げん想そう的てきですらあった。

　徐じよ々じよに、炎の勢いが増す。

　レベンスは予あらかじめ準備していた水みず桶おけに手をかける。だが、ヴァリエガータは小さく首を振り、まだ中止するなと合図を送る。サンデリアーナは真剣な顔で炎の陣じんを見み据すえている。エリザは魅み入いられたように炎を見つめ、サツキは炎の熱を遮さえぎるように手を顔の前に出している。

　火の勢いはさらに増し、ついにはヴァリエガータの衣服にも火の粉こが燃え移る。

　もう限界だ、と彼が思ったとき。

　──！

　聖剣が光った。四本が同時に輝かがやき、その光は火柱のように燃え盛り、外側の円を満たしていた蠟燭の炎が消し飛ぶように消える。

「下がって……っ！」

　サンデリアーナが叫さけぶとほぼ同時に、その異変は起きた。

　ヴァリエガータの白い腕に、いきなり黒い血けつ管かんが浮かび上がる。それは皮ひ膚ふから這はい出ようとするかのごとく盛り上がり、やがて墨ぼく汁じゆうのような黒い血液が乾いた音とともに噴ふん出しゆつした。その血液は大気に触ふれると霧きりのごとくほどけて四方にある聖剣へと吸い込まれていく。かつて見た『身の代しろ』を、四剣同時に実行したような光景だ。

「あ……っ！」

　ヴァリエガータが倒れる。炎が彼女を包む。サンデリアーナが叫さけび、レベンスやサツキが同時に水桶を抱えて炎の中に飛び込む。水をかけると炎だけでなく光が弾はじけ飛び、レベンスたちは爆ばく風ふうを浴あびたように外側に押し戻もどされる。

　光がやむ。

　炎は先ほどまでの勢いが噓うそのようにしぼみ、ちろちろと地面の草を焦こがすだけとなる。

「師し匠しよう……！」

　倒れたヴァリエガータに全員が駆かけ寄る。

　レベンスが抱き起こすと、師匠はうっすらと目を開いた。

「どうじゃ、サンちゃん……」

　老剣けん聖せいはサンデリアーナのほうを見やる。すっと上げた腕は、皮ひ膚ふが破れて黒く染そまっている。

　金きん髪ぱつの女性は小さくうなずき、結果を告げた。

「成せい功こうです」
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　翌よく日じつより、一いつ行こうは本格的な出発準備に取り掛かった。

　傷ついたヴァリエガータはしばらく休み、サンデリアーナは研究の『詰つめ』を行う。レベンスは荷造りをしながら治ち療りようを継けい続ぞくし、エリザは家事手伝い、サツキは道場生や知人のツテを使って情報収集に励はげんだ。

　そして重大な事実が判明する。

「デュランダルが……本家に戻もどっている？」

　その情報は、サツキの命令を受けた道場生によってもたらされた。目もく撃げき者しやの情報によれば、剣聖デュランダルは聖都アークレイギアに入ったという。そこはアストラガルス北部にある有名都市で、デュランダル総本家がある街として有名だ。

「サツキ、そりゃ本当か？」

「複数の筋すじから確認が取れた。軍の情報網もうでも裏が取れたのでまず間ま違ちがいない」

「よく軍にツテがあったな」

「ユキノシタ流の道場生は全国津つ々つ浦うら々うらにいる。入隊している者も数多い」

「なるほどな……」

　レベンスはその情報を斟しん酌しやくしてみる。デュランダルが本家に戻ったということは、レベンスたちの追つい討とうを諦あきらめたということだろうか？　それともこれは何かの罠わなだろうか？

「師匠はどう思う？」

「そうじゃな……」

　布ふ団とんで横になっていたヴァリエガータがゆっくり体を起こす。その手足は包ほう帯たいで幾いく重えにも巻かれており、サンデリアーナが気き遣づかうようにそっと上着を掛ける。

「たぶん罠わなだろうな」

「やっぱりか」

「だが、居場所が分かったということは好機でもある。そこをどう考えるかだな」

　老剣けん聖せいは慎しん重ちような物言いをする。

「サンちゃんはどう思う？」

「おっしゃるとおり、罠だと思います」

「ふむ。それで？」

「ただ、静せい観かんするだけでは事態が好転しないのも確かです。時間が経たてば経つほど、不利になるのは我われ々われかもしれません」

「ふうむ、待てばジリ貧ひんか……」

　ヴァリエガータは目を閉じて考え込む。

　師し匠しようの考えていることはレベンスにも分かった。ヴァリエガータは聖せい剣けん使用の影えい響きようで、いつ剣けん魔まになってもおかしくない。もしも彼女が剣魔になり、己おのれの命を断つようなことがあれば、大黒柱を失うレベンスたちの戦いは事実上の破は綻たんを迎むかえる。

　──結局、毒抜きも治療法としてはダメだったしな……。

　先日の儀ぎ式しきで、ヴァリエガータは体内から毒を抜いた。だが、それは皮ひ膚ふを突つき破って身体を破は壊かいしながらのもので、下へ手たをすれば危あやうく死ぬところだった。『身の代しろ』による毒抜きで、師匠やサンデリアーナ、それにレベンス自身も治ち療りようできるのはないか──そうした希望的観かん測そくを抱いだいていたものの、それは目の前であっさり打ち砕くだかれた。それがうまくいけば、今のようなジリ貧の事態を避さけられるかもしれなかったが、やはりそう思い通りにはいかない。

「エリザは、どう思う？」

　沈ちん黙もくを破るように、彼は銀ぎん髪ぱつの少女に話を振ふる。答えは分かっていたが、それでもすべての始まりであるこの少女の意見を聞かぬわけにはいかない。

「戦う」

　答えは明めい瞭りようだった。

「戦って、倒して……、聖剣を、破は壊かいする」

「罠かもしれないぞ？」

「でも、やる」

　エリザは迷いなく答える。レベンスは改めて少女の覚かく悟ごに感心させられる。

　きっとこの少女は、最後の一人になっても戦うだろう。それが必要なら、躊ちゆう躇ちよなく死地へと飛び込み、目的を達するために邁まい進しんするだろう。

「俺おれも同じ意見だ」

　彼はエリザを見てうなずき、それから己おのれの師し匠しようを見る。

「ふむ……」

　師匠は目を閉じ、それから静かに決した。

「出発しよう」
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　二日後の朝、一いつ行こうは山中にいた。

　このあたりの地理に詳くわしいサツキの案内を頼たよりに、人ひと気けのない獣けもの道みちを進む。先頭の馬にはサツキ、次にエリザとレベンス、最後尾の馬にはヴァリエガータとサンデリアーナが乗っている。

　空は曇くもり空で、山の冷気が肌はだに染しみ入る。まだ朝もやが晴れない空間を三頭の馬は慎しん重ちように進む。

　目的地は聖都アークレイギア。二千年前からデュランダル家が本ほん拠きよ地ちを置く伝統都市で、ユキノシタ道場がある南部からすると、アストラガルス大陸を丸ごと縦じゆう断だんする長旅になる。もっとも、これが最後になるかもしれないことを考えると、何ヶ月掛かろうとむしろ短いような気もする。

　出発して二時間もすると、靄もやが晴れて山道に日が射さしてくる。朝が早かったせいか、エリザはレベンスの胸でうとうととしており、振ふり返ればヴァリエガータもサンデリアーナの胸に寄りかかって目を閉じている。緊きん張ちよう感かんがないようにも見えるが、師匠のほうは体力の温存だろう。エリザは単に肝きもっ玉が据すわっているだけかもしれないが。

「なあ、サツキ」

　山道が少し広くなってきたのを見み計はからい、レベンスは先頭の黒くろ髪かみ少女と馬を並べる。

「どうしてついてきたんだ？」

「……は？」

　サツキは切れ長の瞳ひとみで彼を見返す。どこか喧けん嘩か腰ごしなのはいつもの調子だ。

「てっきりおまえは来ないと思っていた」

「なぜそう思う？」

「だって、理由がないだろ？　これは『剣けん聖せい殺し』の旅なんだぜ？」

　レベンスは最初から本質的な部分に突つっ込む。サツキが付いてきてくれるのは心強かったが、一方で巻き込んでしまったという思いもある。彼女の本心を知りたかった。

「そういう貴様はなぜ戦う……？」

「え？　俺？」

　思わぬ質問に、彼は少し面食らう。

　──俺おれの場合は……。

「最初はただの仇かたき討うちだったが……、今は少し、変わった」

「変わった？」

「俺は……」

　彼はちらりとエリザを見る。両腕の間で、銀ぎん髪ぱつの少女は彼の胸板に安心しきった寝顔を預けている。

「今は、こいつと同じ理由で戦っている。すべての聖せい剣けんを集めて、破は壊かいすることだ」

「それは『剣けん魔ま』の出現を未然に防ぐためか？」

「そうだ。それは俺にとっての仇討ちでもあるから、同じといえば同じだけどな」

「…………」

　サツキは彼をじっと見つめる。黒い瞳ひとみはどこか挑戦的で、ギラついた眼がん光こうが荒々しい若さを感じさせる。

　少女は少し間を置き、静かに口を開く。

「私も仇討ちという点では、貴様と同じだ。剣けん聖せい殺しは母上の仇。おいそれと見逃すわけにはいかぬ」

「まだエリザの命を狙ねらっているのか」

「無論だ。もちろん『天空乃瞬ウインザー』も母の形かた見み。その意味では貴様も仇だ」

「参ったね、こりゃ……」

　レベンスは肩をすくめるが、少女は大おお真ま面じ目めだ。

「だが……」

　そこでサツキは少し声のトーンを落とす。

「認めたくないことだが、私は貴様に敗はい北ぼくした。その上、命まで助けられてな。まずはこの借りを返さなくては、ユキノシタ家の血を継つぐ者としての名折れだ」

「借りを返したいんなら今すぐにでも勝負してやるぜ」

「なにィ」

　ビキッ、とサツキの眉み間けんに皺しわが寄る。こいつを怒らせるのはエリザ以上に簡かん単たんだ。

「いいだろう、そこまで言うなら今ここで成せい敗ばいしてくれるっ」

「あー、やっぱりかったるいからやめとくわ。おまえがもう少し強くなったら相手してやるよ」

「貴様、言わせておけば」

「おまえ、俺に『借り』があるんだよな？　だったら俺の頼たのみも少しは聞いてくれよ」

「ぬぐぐ……」

　サツキは痛いところを突つかれたというように歯は軋ぎしりする。

　少々からかったところで、レベンスは話を戻もどす。

「……冗じよう談だんはさておき、この旅は本当に危険だぞ？　おまえは剣聖や剣けん魔まと正面からやり合う覚かく悟ごがあるのか？」

　それはどうしても訊きいておきたいことだった。

「そんなことは承しよう知ちの上だ」

　サツキはやはり怒ったように答える。

「私は確かめたいのだ。聖せい剣けんとは何か。剣けん魔まとは何か。……何より、なぜ母上が死ななければならなかったのか」

　少女の眼がん光こうが鋭するどさを増す。

「そして、もしもすべての元げん凶きようがデュランダルならば、私は必ずこの手で討うち果たす。それが私にとっての真の仇かたき討うちとなるからだ。……貴様らについていくのはそういうことだ」

「命がけだぞ」

「くどい。『真の仇』を討てるのなら、命など惜おしくはない」

　サツキは断言する。

「そうか。分かったよ、もう訊かねぇ」

　レベンスは質問を打ち切り、馬の速度を少し緩ゆるめる。視線を感じて振ふり向くと、サンデリアーナだけでなく、ヴァリエガータも片目を開けてこちらを見ている。レベンスと視線が合うと、師し匠しようは何事もなかったように目を閉じ、また眠り始める。

　真の仇……。

　サツキの言葉を聞いて、レベンスはわが身に置き換かえて考える。

　今までは『光る眼めの剣士』こそ仇だと思っていた。だがそれは八人もいて、敵側の手先に過ぎなかった。本当に倒すべき相手は、他にいる。

　そう、真の仇は。

　仇を討ちたいという気持ちはずっと変わらずにある。ただそれは、過去の報復のためというよりも、むしろ彼が守りたいものを守るために必要な行こう為いだった。

　腕の中では、銀ぎん髪ぱつの少女が眠りこけている。

　レベンスはそのぬくもりを感じながら、手た綱づなを握り直した。
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　旅路は何事もなく進み、五日が過ぎた。

　初日にビフェルテートの関所を抜けたほかは、これといって緊きん張ちようする場面もなく、明日からはアルケミラス王国を越こえてさらに険けわしい山道へと入る。その先にはジュマールの大だい樹じゆ海かいがあり、ちょうどユキノシタ道場に来たときと逆をたどることになる。目的地のアークレイギアは商都リアトリスのさらに北にあるので、近道するにはこのルートしかない。

「今こ宵よいはこのへんにしようかの」

　夕ゆう闇やみが迫せまる山道。ヴァリエガータの一声で、一いつ行こうは馬を止める。

　レベンスが薪まきを集め、エリザが竈かまどをつくり、サツキが火を熾おこして、サンデリアーナが料理を始める。ヴァリエガータは食材となりそうな獲え物ものを狩ったり、山菜を摘つんできたりする。この五日間で自おのずと役割分ぶん担たんが決まった五人だった。

「ヴァーさま、よくこんな猪いのししが獲とれましたね」

「なに、歩いていたらいきなり突つっ込んできおってな。一いち撃げきくわえたら失神しよった」

「おみごとです。はい、どうぞ」

　サンデリアーナが猪汁をすくいながら、ヴァリエガータの狩しゆ猟りようの腕を褒ほめる。この凄すご腕うでがいるかぎり食いっぱぐれはないな、とレベンスは頼たのもしく思う。その隣となりではエリザが相変わらず汁をこぼしながら夢中で食事をしており、「あーあー、もう」とレベンスはいつもどおり世話を焼いてやる。戦いの日は刻々と近づいているが、以前と変わらぬ日常がそこにはあった。




　異変があったのはその夜だ。




　夕食後、焚たき火を囲んでいくらかの雑ざつ談だんをしたあとは、いつもどおり就しゆう寝しんの時間となった。夜番のヴァリエガータを除いて、それぞれが横になって睡すい眠みんを取っていると、

　──さあ、目め覚ざめよ──

　その声でレベンスは目を覚ました。

　なんだ……？

　重い瞼まぶたを擦こすりながらあたりを見回す。だが、焚き火の跡あとがほんのりと光っている他には何も見えない。

「エリザ……？」

　彼の隣では、銀ぎん髪ぱつの少女も起きていた。彼と目が合うと、「聞こえた……？」と尋たずねてくる。

「おまえもか？」

「うん」

「人の声か？」

　こくり、と少女はうなずく。

「小こ僧ぞう、小こ童わつぱ」

　振ふり向くと、そこには夜番の師し匠しようが立っていた。手には聖せい剣けん『死ジ神ー乃ノ爪ス』を握り、警けい戒かいした眼まな差ざしで付近を窺うかがっている。

「師匠も聞こえたのか？」

「左さ様よう。どうやらこれで全員か」

「全員？」

　レベンスが視線を走らせると、サツキもサンデリアーナもすでに起きていた。

「ヴァーさま、こちらは異常ありません」

「こっちもです」

　二人はすでにあたりを捜そう索さくしてきたらしく、剣を携たずさえた姿で報告する。

「ご苦労。だが、そうなると妙みようじゃな……」

　やれやれ、俺おれが一番最後か。

　レベンスも立ち上がり、剣を手に取る。彼とて傭よう兵へいの経験から勘かんは鋭するどいつもりだが、この面子メンツに囲まれていると自分がとりわけ鈍にぶいような気がしてくる。

「目め覚ざめよ、と言った者はおるか？」

「いや……」

　ヴァリエガータに問われ、全員が首を振ふる。

「おかしい。これほど近くに気配を感じるのに、なぜか誰だれの姿も見えん」

「でも……」そこでエリザが答える。「知ってる、声だった」

「なんじゃと？」

「本当かエリザ」

　レベンスが覗のぞき込むと、少女は「うん」とはっきり答える。

「誰かの寝言ってことはないのか」

「それはない。わしは起きていたのだから」

「じゃあいったい……」

　そのときだ。




『そろったようだな』




　びくり、と全員が体を震ふるわせた。互たがいに顔を見合わせ、それが独ひとり言ごとでも幻げん聴ちようでもないことをはっきりと認識する。頭の中に直接響ひびいてくるような『声』。

　この声って、まさか……。

　レベンスは思い出していた。以前、こんな声をどこかで聞いたことがある。あのときは確か「終わりが近いのだ」といったことを言われた気がする。

　全員が何も言えずにいると、その『声』は、こんなことを言った。

『そろそろ姿を見せるとしよう』

　その直後。

　焚たき火の跡あとに突つき刺さるように、空から一ひと筋すじの光が舞い降おりた。

　な、なんだっ!?

　レベンスは驚おどろいてのけぞる。まばゆい光が闇やみ夜よを破り、視界を白く染そめ、それはやがて落ち着く。

「あっ……！」

　声を上げたのはエリザ。眼がん前ぜんに落ちてきた「それ」に、目を丸くする。

「処ア女イ神ゼ拷ル問ネ……!?」

　なんだと!?

　レベンスはさっきまで魔ま剣けんの置かれていた位置──エリザの枕まくら元もとだったあたりに目をやるが、そこにはすでに何もない。

　漆しつ黒こくの刀とう身しんが燐りん光こうを放ち、その巨きよ軀くを誇こ示じするように突つき立つ。それはまさしくエリザの魔剣『処ア女イ神ゼ拷ル問ネ』だった。

[image: ]

「どうして……」

　エリザは呆ぼう然ぜんと剣を見つめる。刀身には以前にも見た『目』が開いており、それは恐おそろしいまでに血走っている。

「小こ童わつぱ、どういうことじゃ」

「わかんない」

　少女は首を振ふる。

「どうしちゃったの、処ア女イ神ゼ拷ル問ネ？」

　剣に問いかけながら、エリザは一歩前に出る。

　すると、

『ひさしいなエリザベート』

　また『声』が聞こえた。

　全員が剣を見る。剣もこちらを見つめ返す。もう間ま違ちがいない。

　この魔剣がしゃべったのだ。

「え、え？」

　エリザは戸と惑まどいを隠かくせない。

『こうして話すのは、前の世界以来か。驚おどろくのも無理からん』

「あ、う……」

　少女はまだ要よう領りようを得ない様よう子すで、むしろ恐おそれたようにその場に留とどまって剣を眺める。

　剣はぼんやりと発光しながら、まるでその場にいる五人を見回すように間を置いた。

「何者だ」

　レベンスは尋たずねてから、なんだか間の抜けた質問のような気がしてならなかった。なにせ答えは分かっている。むしろここは「おまえしゃべれたのか」と問いかけるべきだったか。

『我われはアイゼルネ。剣に宿りし不ふ滅めつの魂たましい』

　その声は心の中に直接入ってくるような不ふ思し議ぎな響ひびきがあった。そして、性別を言うのはおかしな話かもしれないが、どこか女性的な印象を受けた。

「どうして、いま、なの？」

　エリザが緊きん張ちようした感じで尋ねる。その表情は強こわ張ばっており、いつも魔ま剣けんを抱いて眠ってきた親しさは感じられない。

　質問の趣しゆ旨しはあまり定かではなかったが、以心伝心というものだろうか、魔剣はさらりと答えてみせた。

『すべての剣聖が打ち倒されたからだ』

　──え？

　レベンスは一いつ瞬しゆん、その答えを聞きとがめる。

　すべての剣けん聖せい、と魔剣は答えた。しかし、まだ最大にして最強の敵であるデュランダルが残っている。それとも『彼女以外のすべて』という意味だろうか？

　引っ掛かりを覚えたレベンスだったが、質疑応答は進行した。

「剣聖、いなくなったから、出てきたの？」

『しかり。時が来たゆえ、我は顕けん現げんした』

「どうして、今まで、黙だまっていたの？」

『まだ時ではなかったからだ』

　──おいおい。

　エリザに任せていると埒らちが明かないと思ったレベンスは、「それでよ」と口を挟はさんだ。

「あんた、いったい俺おれたちに何の用だ」

　レベンスが問うと、魔ま剣けんはじろりと彼のほうを見た。その目で見み据すえられると、彼は自分が怯ひるむのを感じた。殺気とも狂気とも違う、何か得体の知れない迫はく力りよくがあった。たとえるなら自分よりも立場が上の者と相あい対たいしたときの感覚。一番近いのは『畏おそれ』だ。

『何の用だ、とは異なことを言う。用があるのはそなたたちのほうであろう』

「俺おれたちが……あんたに用？」

　レベンスは相手の言葉の意味が分からない。「そりゃ、訊ききたいことは山ほどあるが……」と口走ったところで、魔剣は『それだ』と答えた。

『なんなりと訊くがよい。ただし、我われはこの状態では長く顕けん現げんできぬ。急げ』

「え？　それはつまり……」

　質問を受け付けるってことか？

　突とつ如じよとして設けられた機会に、彼は何を訊いてよいか迷う。『急げ』という言葉からして時間が限られているようだが、そうなるとますます焦あせって言葉が出てこない。

「では、ちと訊かせてもらおうかの」

　今まで様よう子すを窺うかがっていたヴァリエガータが口火を切った。

「まずはアイゼルネ、おぬしは何者じゃ。先ほどは『剣に宿りし不ふ滅めつの魂たましい』というたが、あれはどういう意味じゃ」

『我は不滅。その魂は永遠。剣に宿りしとは言葉どおりの意味だ』

「待て、説明になっとらんぞ。ただの繰くり返しではないか」

『次の質問はなんだ』

「ぬう……」

　ヴァリエガータが顔をしかめる。この老ろう獪かいな剣けん聖せいが、今は調子を狂わされている。

「では質問を変えよう。おぬしはどこから来た？　この世界でないのなら、それはどこにあるんじゃ？」

『我はこの世界の外から来た。それは時空の概がい念ねんでは計れぬ悠ゆう久きゆうの世界だ』

　これもまたはぐらかすような答えだった。だが、ヴァリエガータはかまわず次の質問に移った。

「いったい何をしにきた？　目的はなんじゃ？」

『邪よこしまなる剣の破は壊かいだ』

「邪なる？　それは聖せい剣けんのことか？」

『そなたたちの世界ではそう呼ばれている』

「なぜ破壊するんじゃ？　それはやはり剣けん魔まが生まれるせいか？」

『そうだ』

「聖剣とはなんじゃ？　あれはどこから来た？」

『聖剣とは、多た元げん世界を淘とう汰たするための試練の秤はかり。我と同じく、この世界の外から来た』

「多元……？　淘とう汰た……？　どういう意味じゃ」

『それはおそらく人間の理解を超こえる』

「ぬ……まあよい。では、誰だれがそんなものをわしらの世界に送ってきたんじゃ」

『ロンスヴァールだ』

「誰じゃそれは」

『我われの同どう胞ほうにして仇きゆう敵てきなり』

「ええと、それはつまり……」

　そこでレベンスはハッと感づく。それは先ほど抱いだいた違い和わ感かん。『すべての剣けん聖せいが打ち倒されたからだ』という言葉に、デュランダルが除外されていた事実。

「なあ、ひょっとして、その『ロンスヴァール』ってのが……デュランダルのことなのか？」

『ほう……』

　魔ま剣けんは初めて感情のこもった返事をする。レベンスの指し摘てきに少しだけ感心したような反応だ。

「小こ僧ぞう、今のはどういう意味じゃ？　ロンスヴァールが、デュランダルとな？」

「ああ、それはな師し匠しよう──」

『時間だ。我はもう顕けん現げんできぬ』

「えっ？」

　師し弟ていは驚おどろいて剣を見る。

『最後に、我わが使い手にして契けい約やく者しやよ。準備は整った。今こそすべてを返そう』

「すべてを、かえす……？」

　エリザが目をぱちくりする。

『時は来たれり』

　その瞬しゆん間かん、魔剣の『目』がカッと強く光った。すると、その眼がん光こうを浴びたエリザはびくりと体を強こわ張ばらせ、その場に硬こう直ちよくしたように立ち尽つくした。

「エリザ……？」

『さらばだ』

「ちょっ、待っ……」

　レベンスの制止など意に介さず、魔剣は『目』を眠そうに閉じ、それはすっと刀とう身しんの中に消えてしまった。

　魔剣を包んでいた光が消えると、あたりには暗くら闇やみと静せい寂じやくが同時に訪れる。

「なんじゃー、勝手に現れて、勝手に消えてしまいよってからに」

　ヴァリエガータは不ふ服ふくそうに唇くちびるをとがらせる。

「あの、ヴァーさま」そこでサツキが尋たずねる。「今のやりとりはどういう意味だったのでしょう。私には何が何やらさっぱり……」

「あー、それはわしもじゃ。サンちゃんはどうじゃ？」

「いえ、私もよく分かりませんでした。どの答えも曖あい昧まい模も糊ことしてつかみ所がありません」

「ふーむ、サンちゃんもか……小こ僧ぞうはどうじゃった」

「いや、俺おれもさっぱりだ」

「では、小こ童わつぱはどう思った？　だいぶ面食らっていたようだが、あれは元よりおぬしの剣じゃろう。……ん？　小童？」

　そこでヴァリエガータも気づく。エリザの様よう子すがおかしいことに。

「…………」

　エリザはさっきからその場に立ち尽つくしたまま、微び動どうだにしない。その瞳ひとみは焦しよう点てんが合っておらず、どこか遠くの世界を見ているような目つきをしている。

「おいエリザ、どうした？　急にボーッとしちまって」

　レベンスが少女の肩に手をかける。

　その瞬しゆん間かんだった。

「う……」

　エリザがうめいた。

　え!?

　それは滝たきのような号ごう泣きゆうだった。少女の瞳からは涙なみだがひっきりなしに溢あふれ、ぽたぽたと地に落ちる。レベンスたちが焦あせってエリザに呼びかけるが、まるで耳に入っていないようにただただ少女は肩を震ふるわせ、涙をこぼし続ける。溜ため込んでいたものが急に決けつ壊かいして流れ出したような光景だ。

「おい、剣けん聖せい殺し」

　業ごうを煮にやしたサツキがとがめる。

「貴様、泣いてばかりでは分からぬだろう。何が起きたのか説明せんか」

「ひ、ひっく……」

　エリザはまだ答えられない。

「まあまあ、サッちゃん。あまり急せかしてやるな」

「ですが……」

「ヴァ、ヴァーちゃん、あの……」

「よいよい」

　なんとか説明しようとするエリザに、ヴァリエガータは優やさしく助け舟ぶねを出す。

「どうやら魔ま剣けんのほうも営業終了といったところじゃし、小童もちと疲れてるようじゃ。この続きは明日としよう」

「は……ヴァーさまがそうおっしゃるなら……」

　やや不本意そうだが、サツキも従う。

「小こ僧ぞう、小童の面めん倒どうを見てやれ」

「おう」

　レベンスは返事をしつつ、エリザの肩をそっと抱いてやる。少女は立ったまま泣き続けており、大量の涙なみだで頰ほおがすっかり濡ぬれている。少女の顔がレベンスの胸に預けられると、その涙は彼の胸に染しみ込んだ。

　しかし、驚おどろいたな……。

　エリザを気き遣づかいつつも、レベンスは今しがたのやりとりを振ふり返り、なんだか夢でも見ていたような気分になる。皆みなでこうして目もく撃げきしていなければ、自分が寝ぼけていたのかと思うくらいだ。

　──終わりが近いのだ。

　ふと、前に聞いた声が、その声と重なる。おそらくは同じものと考えるのが自然だ。

　訊ききそびれたな……。

　彼は一いち抹まつの後こう悔かいを抱いだくと同時に、もう一つ、別の想いを抱いていた。

　あれが魔ま剣けんの言葉だとすれば、それの意味する内容には格段に信しん憑ぴよう性せいが増す。エリザとともに歩み、エリザと苦楽を共にしてきた剣なのだ。その剣が、終わりが近いと告げている。

「エリザ……」

　はらはらと泣き続ける少女を見ていると、レベンスも胸が痛んでくる。

　彼はエリザを優やさしく抱き、背中を軽くさすってやる。

　横になり、毛布を掛けてやっても、その涙が止まることはなかった。
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　そんなことがあった翌よく日じつ。

　レベンスたちはジュマールの大だい樹じゆ海かいに入り、鬱うつ蒼そうとした木々の中を進んでいた。

　馬を並べて、静かに樹海の中を進んでいると、サツキがふいに切り出した。

「結局あれは、なんだったのだろうな」

「あれって？」

　サンデリアーナが振ふり向くと、黒くろ髪かみの少女は「昨夜ゆうべの『魔剣』のことだ」と答えた。

「急に深夜に起こされたかと思えば、あれが突然しゃべり出し、挙あげ句くに中ちゆう途と半はん端ぱなままで打ち切られた。まるでからかわれたようだ」

「そうね……」

　金きん髪ぱつの女性は上品な感じで指先を顎あごに当て、推すい測そくを告げる。

「でも、『この状態では長く顕けん現げんできぬ』と言っていたことからすると……本当に時間がなかったのかも」

「わしもそんな気がするな」

　師し匠しようが話に加わる。ちなみに今日もサンデリアーナの前で彼女に寄りかかっている。

「本来は、答えをはぐらかすつもりも、打ち切るつもりもなかったのじゃろう。でなければ我われらの前にわざわざ出てくる意味がない」

「そうですね……」

　サンデリアーナも同意する。

　そこでサツキがエリザのほうを見た。

「そもそも、その魔ま剣けんは何なのだ。剣けん聖せい殺し」

「え……？」

「おまえはあの剣の主あるじであろう。合理的に説明してみせろ」

「んっと……んっと……」

　エリザは困ったように首をひねる。だが、自分から順じゆん序じよ立てて説明するのは苦手なようで、うまく言葉が出てこない。

「あの剣は『今こそすべてを返そう』と言っていたな。あれはどういう意味だ」

　サツキが具体的に問い質ただす。

「返して、もらった、の」

「だから何をだ」

「すべて」

「は？　分かるように説明しろ」

「うー」

　エリザは低いうなり声を出し、「……うまく、言えない」と答えた。

「貴様もあの剣と同じだな。まるで答えが意味を成さない」

「まあまあサッちゃん、それくらいで。小こ童わつぱは口下べ手たなのじゃ。のう？」

「口下手……」

　エリザはまた空を見て考え、すぐ背後にいるレベンスを見上げる。

「そうなの？」

「俺おれを見るなよ。自分のことだろ」

「話すの、苦手」

「じゃあ口下手だな」

　彼が指し摘てきすると、エリザはやや不満げな顔をしたが、反論はしなかった。やはり自覚はあるらしい。

　──たしかに、似ているかもな。

　さきほどサツキが指摘したとおり、エリザは口下手で、それはあの魔剣とよく似ている。『ロンスヴァール』『多た元げん世界』『淘とう汰た』など、手がかりらしき言葉はちらほら出てきたが、結局それも補足説明がなければ想像の域いきを出ない。

　訊ききたいことは山ほどあったのにな……。

　聖せい剣けんとは何か、剣けん魔まとは何か。デュランダルの目的は何か、弱点はあるのか。そして──

　この少女は何者か。

　レベンスは前に座る少女を見ながら、改めて考える。初めて会ったときから謎なぞだらけで、それは根本的なところで今も変わらない。聖剣を破は壊かいするという目的や、それが過去に起きた悲ひ劇げきに起き因いんすることまで理解できたが、少女がどこから来て、つまるところ何者なのかといったことは皆かい目もく分からない。それは隠かくしているというよりも、当の少女自身すら分かっていないことのように思えた。

　──『処ア女イ神ゼ拷ル問ネ』って、結局何なんだろうな。

　今までもそれは疑問だったが、この前の『顕けん現げん』のせいで謎はますます深まった。長きに渡り少女を守り続け、そして自みずからも意志を持つ剣。以前『身の代しろ』によって修復した際は、聖剣『聖女乃証クローデイア』と同質だと判定された。それはすなわちあの魔剣も聖剣と近い存在であることを示したわけだが、だからといって正体が明らかになったわけではない。

『なんなりと訊くがよい。ただし、我はこの状態では長く顕現できぬ。急げ』

　顕現できない、ということは、もう質問の機会はないということだろうか。そう考えると千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスを逃した気がする。もっとも、あの短時間でどうにかできたかと言うと、それはやはり無理だったろう。師し匠しようも相当多くの質問を矢や継つぎ早に繰くり出していたが、とにかく相手の答えが抽ちゆう象しよう的てきすぎて意味をなさない。

　あのあとエリザには何度も質問した。『多元世界』『淘とう汰た』『ロンスヴァール』といった言葉の意味を繰り返し尋たずねた。だが、少女の答えはまるで要よう領りようを得ず、最後は泣きそうになって押し黙だまってしまうため、それ以上は強く訊けないのだった。ヴァリエガータもお手上げといった感じで少女への追つい及きゆうを控ひかえている。

『すべてを返そう』

　あのとき魔剣はそう言った。そして、エリザはにわかに涙なみだを流し始めた。きっと何か相当のショックを受けたに違いないが、エリザは何も語ろうとしない。あんなに傷ついた顔の少女を見るのは初めてだった。

『終わりが近いのだ』

　以前に聞いた言葉が、深い沼ぬまの底から浮かび上がるあぶくのように、また彼の意識の表ひよう層そうに上のぼってくる。それは一番知りたかったことだが、一方で答えを聞くのが怖こわくもあった。その言葉の意味を考えれば考えるほど、彼は胸が痛む。

　終わり。

　それはおそらく、エリザとレベンス、二人の時間の終わり。

　すぐ近くで揺ゆれる銀ぎん髪ぱつが、レベンスの胸を撫なでる。小さな背中と、華きや奢しやな体。今はそれが、どこか遠くに感じる。

　手た綱づなを操あやつるふりをして、その細い体をそっと挟はさむようにしてみる。

　両腕で感じるぬくもりは、たしかにそこにあって、少女も彼の動作を感じて背中を預けてくる。鼻先に触ふれる髪かみの匂いと、やわらかな体。

　エリザが顔を上げる。視線が合うと、少し目を細めて微ほほ笑えむような顔になる。

　この無む邪じや気きな笑顔も、いずれは見られなくなるのかもしれない。そう考えると、レベンスはたまらなく胸が締しめ付けられるのだった。




　その夜。

　見張りの当番となったレベンスは、一人で焚たき火の前に座っていた。

　傍かたわらで眠るエリザの寝息を聞きながら、ぼんやりと炎を眺める。追加の薪まきをくべると、火の勢いがわずかに戻もどる。

「ん……」

　毛布の中で、エリザがブルッと震ふるえる。

　少し冷えてきたか、とレベンスは自分の分の毛布を手に取り、そっと少女にかけてやる。その横顔は炎に照らされ、白銀の髪かみが淡あわく光っている。

　──今日も、抱いていないのか。

　最近、少女は眠るときに魔ま剣けんを抱かないようになっていた。もちろん手が届く距きよ離りに置いてあるが、剣よりも別のものに寄り添そうようになっていた。

　それはレベンスだ。

　眠る前、エリザはちょこちょこと彼のそばまで歩いてきて、「ここ、いい？」と尋たずねた。彼が許可すると、少女はそこに敷しき布ふを引き、彼に密着するように横になった。その手は今も、彼の上着をひしと握り締めている。

　こいつ……最近本当に甘あまえてくるよな……。

　エリザといっしょに寝ること自体は、今に始まったことではない。だが、ここ最近は輪をかけてべったりと甘えてくる。片時も離はなれたくないというように、しっかりと彼の服を摑つかみ、朝まで決して離さない。少女が気を許してくれることは嬉うれしいが、まるでいっしょにいられるのはあと少しだと言われているような気がして、レベンスは焦あせりにも似た不安を覚えるのだった。

「…………」

　少女の隣となりには魔剣が横たわっている。物言わぬ黒い塊かたまりは、炎の明かりで鞘さやが光り、彼と同じように少女を見守っているふうな印象を受ける。

　もう一度、話がしたい。

　そう思ったレベンスは、たぶん駄だ目めだろうなと思いつつも、魔剣に手を伸ばした。ずっしりとした重量感に顔をしかめたあと、両腕でどうにか持ち上げ、自分の前に持ってくる。こうして魔剣に触ふれるのはかなり久しぶりだ。

　エリザを起こさぬよう、静かに、慎しん重ちように鞘さやから刀とう身しんを引き抜く。

　焚たき火とレベンスの間くらいに剣を突つき立てると、彼はいくらか圧あつ迫ぱく感かんのようなものを覚えた。間ま近ぢかに見る漆しつ黒こくの大剣はとても迫はく力りよくがあり、こうして座った状態で見ていると、なんだかこちらが向こうに見下ろされているような気がしてくる。

　レベンスは刀身に触ふれて、心の中で念じる。

　──さあ、出てこい。

　その言葉を口にしないのは、眠っている皆みなを起こさないためでもあるが、それ以上にこの剣に対しては必要ない気がした。こうして触れてさえいれば、口にせずとも念じるだけで伝わる。それは以前に、この剣から『映像』を何度か見せられたときにも感じたことだった。

　──あんたにゃ、まだまだ訊ききたいことがあるんだ。頼たのむよ。

　レベンスは念じる。剣を見み据すえ、強く祈いのる。

　頼む、出てきてくれ。少しでいいんだ。なあ、お願いだ。

　だが、剣はぴくりとも反応しない。黒々とした刀身を垂直に突き立てたまま、回答拒きよ否ひを命じられた黒服の執しつ事じのごとく、微び動どうだにせず立っている。

「だめか……」

　彼が目を閉じ、断念しかける。

　そのときだ。

　──！

　チカッ、と何かが光った。

　それから刀身に亀き裂れつのような線が走り、カッと『目』が開かれた。

　来た……！

　レベンスはにわかに勇み、前のめりになる。

　だが、出現した『目』は少し様よう子すが変だった。最初は大きく見開かれていたが、時間が経たつに連れてだんだんと閉じられていく。閉じかかったところでどうにかまた開くが、それからすぐにまたトロンとしてくる。眠いのか、疲れているのか、それは窺うかがい知れないが、とにかく開けているのがつらそうだ。

　どうした、調子が悪いのか？

　レベンスが問いかけると、チカッ、とまた剣は光った。

　俺おれの問いには、答えてくれないのか？

　すると今度は、チカッ、チカッと、二度連続で剣が光った。そしてとうとう限界が来たというように、目は閉じられ、すっと刀身の中に消えていった。

　──今のはひょっとして……。

　レベンスは剣の反応に、何かを読み取る。一度だけの光と、二度連続の光。それは軍隊や傭よう兵へいの間で、離はなれたところで連絡を取るための『信号』に似ている。鏡かがみを使って光を反射したり、あるいは炎で円を描えがいたり、そうした合図で遠く離はなれた兵士同士で意思疎そ通つうを図ることがある。今の魔ま剣けんが見せた反応も、それに類るいするものではないのか。

　彼は手を伸ばし、もう一度刀とう身しんに触ふれる。それから心の中で念じた。

（この前みたいに、しゃべることはできないのか？）

　チカッ。

（体力的に厳きびしいのか？）

　チカッ。

（では、今日はこれでおしまいか？）

　チカッ、チカッ。

　──間ま違ちがいない。

　レベンスは確信する。光るのが一度だけなら「はい」で、二度連続なら「いいえ」。それは軍隊での基本的な光信号の解かい釈しやくと一いつ致ちする。

「我われはこの状態では長く顕けん現げんできぬ。急げ」──以前に出現したときも、魔ま剣けんはこんなふうに『断り』を入れていた。もしかしたら、ああいうふうに皆みなの前に現れて会話をすること自体が、この魔剣にとってかなり負ふ担たんの大きい行こう為いなのかもしれない。

　レベンスは確かめてみる。

（ええと……今は疲れていて、『顕現』はできないが、その代わり質問には『光』で答える。そういうことか？）

　チカッ。光ったのは一度。つまり「はい」だ。

　なるほどそういうことか、とレベンスは事情を了りよう解かいする。直接会話ができないのは残念だが、これだけでも意思疎通は十分にできる。

（じゃあ、訊きくぞ）

　彼は改めて質問する。あまり時間がないことを考え、一番訊きたいことから尋たずねる。

（この前、『終わりが近い』って俺おれに言ったのは、あんただよな？）

　光は一度。つまり「はい」だ。

（あれはどういう意味だ？）

　…………。光はない。剣は沈ちん黙もくする。

　ああそうか、と彼は自分の間抜けさに舌打ちする。「はい」か「いいえ」で答えられる質問でなければ相手も答えようがない。

（あの言葉は本当なのか？　すべての終わりが近いっていう）

　チカッ。

（それは死別するってことか？）

　…………。

　返事はない。

（俺おれとエリザ、どちらかが死ぬってことか？）

　…………。

　またも返事はない。

（あんたにも分からないってことか？）

　……。

（別れを避さける方法はないのか？）

　…………。

（要は、デュランダルと剣けん魔まを全部ぶっ倒せばいいんだろ？　そうしたら終わりを防げるんだろ？）

　…………。

（おい、何か答えてくれよ。デュランダルにやられるから、結果として俺とエリザは死別する。そういうことだろ？）

　チカッ、チカッ。

　なんだ、どういうことだ。彼は次し第だいに混乱する。今まで「終わりが近い」というのは、デュランダルとの最後の決戦で、レベンスたちが殺されることを指しているのだと思った。だが、魔ま剣けんの答えはそれを否ひ定ていしている。

　次の質問にはためらいがあったが、それでも訊きかずにはいられなかった。

（……たとえ、最後の戦いに生き残っても……終わりは避けられないってことなのか？）

　語ご尾びが小さくなる。答えによっては、あまりにも希望がないからだ。

　だが、現実は無情だった。

　剣が光った。それはただ一度だけの光。

　なんてことだ……。

　レベンスは頭をガツンと殴なぐられたような衝しよう撃げきを受ける。

　勝っても負けても、終わりは必然。別れも宿命。そう言われたのだ。

　ふざけんなよ、そんな救いがねぇ結末があるか！

　思わず言葉が乱暴になる。本当は、このあとに具体的な戦術や作戦などを相談したかったのだが、大前提となる部分が崩ほう壊かいしてしまってはどうしようもなかった。

（なあ、頼たのむよ。あんたに否定されちゃおしまいなんだよ。なんでもいい、何か方法があったら教えてくれよ）

　レベンスは懇こん願がんするように尋たずねる。だが、魔剣は反応しない。

　他の誰だれかに言われたのなら、こんなふうに躍やつ起きになったりしない。無理だと言われようと、無む謀ぼうだと罵ののしられようと、エリザのことを諦あきらめるつもりはない。

　だが、この魔剣だけは別だった。気の遠くなるほどの長い間、エリザを守り続けた者の言葉なのだ。だからこそ言葉の重みが違った。

　だから彼は、すがるように尋ねる。

（俺おれはどうなってもかまわない。でも、エリザを助ける方法はあるんだろ？）

　……。

　返事はない。

（俺は諦あきらめねぇぞ。エリザは必ず助ける。たとえあんたが反対しても、だ）

　…………。魔ま剣けんは沈ちん黙もくする。

　ちくしょう、なんでだよ、と怒りに似た高ぶりを覚えながらも、レベンスは質問を続ける。たとえこの先にある未来が絶望的であっても、真実を知っておきたい。

（あんた、エリザに『すべてを返そう』と言ってたよな？　ありゃどういう意味だ？）

　…………。

　二択でない質問には答えられない。

　くっ、と彼は拳こぶしを握り締しめ、なおも質問をぶつける。

（あんたは結局何者なんだ。人間ではないのか？）

　チカッ。

（人間じゃないとしたら……なんだ。天使か？　それとも悪あく魔まか？）

　沈黙。

（エリザは何者なんだ？　人間じゃないあんたといっしょに生きてきたってことは……エリザもそうなのか？）

　それは答えを聞くのが恐おそろしい質問だった。だが、それでもやはり訊きかずにはいられない。

　…………。

　だが、答えはなかった。この魔剣は肝かん心じんなところで沈黙する。それが本当に分からないからなのか、それともあえて回答を拒きよ否ひしているのかは、レベンスには判別がつかない。

（デュランダルを倒すことはできるか？）

　…………。

（奴やつに弱点はあるのか？）

　チカッ、チカッ。

（倒す方法はないのか？）

　…………。

（それじゃあ……俺たちに希望はないのか？）

　…………。

　そこでいったん質問が途と切ぎれた。レベンスは絶望的な答えの数々に打ちのめされ、頭を抱かかえる。訊かなければ良かったとさえ思う。

　最後にもう一つだけ、質問した。

「でもよ」

　知らず、口にしていた。

「あんただって、こいつを助けたいんだろ？　な、そうだろ？」

　じっと魔ま剣けんを見み据すえる。




　光は見えなかった。




　　　　　　　　　○




　焚たき火が消えて、あたりが暗くなる。

　レベンスは動けなかった。魔剣との『対話』が終わり、彼の胸中にはどうしようもない重苦しさが圧のし掛かっていた。

　次の見張り番はエリザだったが、時間が来ても彼は少女を起こさなかった。代わったところでとても眠れる気がしないからだ。燃もえ尽つきた炎を再び熾おこすこともできずに、彼は暗い森の中で闇やみと同化したように沈んでいた。

　静せい寂じやくを破ったのは、傍かたわらに眠っていた少女だった。

「くちゅん……っ！」

　エリザが唐とう突とつにくしゃみをした。

　──しまった、焚き火が……。

　レベンスは慌あわてて種火を掘り起こし、薪まきを足す。長らく炎を消したままにしていたので、エリザの体を冷やしてしまったようだ。

「ん……じか、ん……」

　エリザがむくりと起きて、こねるように瞼まぶたを擦こする。「ふにぃあ～」と間の抜けた猫ねこのようなあくびが聞こえると、レベンスは少しだけ気持ちが和やわらぐのを感じた。

　──こいつの前で、暗い顔はできないな。

　短く息を吐はき、少し気分を切り替える。エリザが隣となりに歩いてくると、彼は座っていた倒木から腰こしを浮かし、一人分だけ位置をずらす。そこに少女が腰掛け、再び勢いを取り戻もどしてきた焚き火の前で二人が並ぶ。

「寒くないか」

　隣にいる少女に、レベンスは毛布を手渡す。

「ちゃんと上着のボタンを閉めたほうがいい」

「うん」

「ほら、もっと火のそばにいろ」

「わかった……」

　エリザはうなずくと、いったんお尻しりを持ち上げ、彼の隣にぴっとりとくっつくように座り直した。

「おい、近いだろ」

「レベンス、そばにいろ、って言った」

「そりゃ、火のそばにって意味だ」

「でも、こっちのほうが、あったかい」

　少女は彼に体を預けるように寄りかかる。

　──こいつも、本当は気づいているのかな……。

　一枚の毛布で二人いっしょにくるまりながら、彼は少女の横顔を観察する。白い頰ほおは焚き火に照らされてほんのりオレンジになっていて、そのすぐそばで青い瞳ひとみが宝石のように輝かがやいている。時々レベンスのほうをちらりと見ては、彼と視線が合うとわずかに微ほほ笑えむ。普段が無表情のせいか、そうした笑顔はとても表情豊かに見える。

　甘あまえてくるのは、あのことを知っているからだ。

　レベンスは最近そう考えるようになっていた。残された時間が短いからこそ、こうして寄り添そい、甘える。そうした心理は彼にもよく分かるし、そう考えれば納なつ得とくがいく。思えば、あの魔ま剣けんがレベンスだけに知らせておいて、持ち主たるエリザに何も知らせていないのも不自然だ。

「レベンス、いいの？」

　エリザが尋たずねてくる。彼は「ん？　何がだ」と返す。

「だって、とうばん、こうたい」

「ああ、夜番のことか」

　少女はこくりとうなずく。

「なんだか眠くないし、あと少し起きてようかと思ってな。だめか？」

「ううん、それなら、いいの」

　エリザはもう一度、彼のほうに寄りかかる。彼の腕に頭を軽くこすりつけて、気持ちよさそうに目を閉じる。

　パチパチと、焚たき火が音を立てる。どこかで鳥の鳴き声が聞こえ、獣けものの遠とお吠ぼえが響ひびく。ただ、今はそうした音が別の世界のことのように感じられて、少女の体温だけが近くにあった。

　しばらくすると、キューンッ、と子犬が鳴くような音がした。

　その音には覚えがある。

「なんだ、腹が減ったのか」

「すこし」

「夕ゆう飯はん、少なかったしな」

「うん……」

　今日はどうもツイてない、とヴァリエガータがぼやいていたのを思い出す。珍めずらしく狩りがイマイチだったようで、その結果、夕飯は手持ちの干ほし芋いもを少しかじった程度だ。

「待ってろ」

　レベンスは立ち上がり、荷物の中を探る。保存食はまだいくらかあるし、少しくらいはいいだろう。

「ほら、食べろ」

「これって……」

「干ほしリンゴだ。食べたことないか？」

「うん、はじめて」

　エリザは布地に包まれた、薄うすい黄色の食品をまじまじと見つめる。それは山やま林りん檎ごを乾かん燥そうさせて燻くん製せいにしたあと、さらに天てん日ぴ干しにしたもので、地方によっては干し柿がきと並んでよく食べられている食材だった。

「俺おれの故こ郷きようのジーラニムでは、山林檎がよく採とれてな。余ったやつはこうして干しリンゴにして冬場の保存食にするんだ」

「おいしそう」

　少女は干しリンゴを眺めたあと、口元に運ぶ。それから一口かじりかけたところで、ふいに手を止めた。

「レベンスは、食べないの？」

「俺はいいさ。ガキのころに飽あきるほど食ったからな」

「そう」

　エリザはもう一度口を小さく開け、パクリとかぶりつく。

「おいひい」

「食ってからしゃべれ。それ、甘あまみはあまり残ってないけど、リンゴの風味はまあまあだよな」

「んぐんぐ」

　エリザは小動物のように干しリンゴをかじり、口の中で咀そ嚼しやくする。

「フーシェが、これ、好きだったんだよな……」

　知らず、そんなことを口にする。エリザの姿が、亡なき妹と重なり、また離はなれる。

　妹とは死に別れた。

　そしてまた、エリザとも死に別れるのか。

　そんなことを考えると、彼はまた気持ちが沈んできた。

　ああ、いけねえ。

　少女の前で不安げな顔をするのは極きよく力りよく避さけたい。

「おいちかったー」

「あ、またおまえは……」

　少女のほっぺたについた食べかすを、彼はひょいとつまみあげる。そして自分の口に放り込む。甘あま酸ずっぱい山林檎の風味がほんのりと口の中に広がる。

　その味から、彼はふと思い出す。

　それは少女と会ったばかりのころの話だ。

「そういやおまえ、山やま林りん檎ごパイが好きだったよな」

「うん、大好き」

「アルケミラスの市場で、ずいぶんとカモられてたよなあ。たしか十倍くらいの値段で」

「そ、そんなことないし」

「忘れたのか」

「わ、忘れてないし」

「どっちなんだよ……」

　レベンスは苦笑するが、エリザはプクッと頰ほおを膨ふくらます。こういうところで強ごう情じようなのは相変わらずだ。

　むくれるエリザをよそに、レベンスは少し懐なつかしくなっていた。山林檎はもう口の中で溶けてなくなってしまったが、思い出は消えない。

「あのころから、おまえは無茶苦茶だったよな……」

　剣けん聖せい殺しの少女を追いかけて、数々の死地を潜くぐり抜けてきたことを思い出す。アルケミラス、ザッハル、ヴァーゼリア、マトリカリア、リアトリス、そしてユキノシタ道場。いずれの地でも剣聖とぶつかり、生死を懸かけてきた。こうして生きているのが不ふ思し議ぎなくらいだ。

「むちゃくちゃ、してないし。ちゃんとやったし」

「うそつけ。そもそも剣聖に挑いどむ時点で無茶だろ」

「でも、勝ったし」

「デュランダルにはコテンパンにされたよな？」

「うっ」

「エリオットを倒したのは俺おれと師し匠しようだよな？」

「ううっ」

　エリザは反論につまり、うめき声を上げる。剣けん腕わんでは圧あつ倒とう的てきな強さを誇る少女も、舌ぜつ戦せんではまるで相手にならない。

「まあでも、ドラセナ戦までは四連勝だったよな……すげえよ、本当に」

「レベンス、ほめてる？」

「もちろんだ」

「からかってる？」

「もちろんだ」

「うぎ」

　少女が変な声を出すと、彼はまた笑った。

「おまえと旅をして、ええと……もう一年近くになるのか……」

　炎を見つめ、これまでを振ふり返る。長いようで烈れつ風ぷうのごとく過ぎ去った一年は、彼の二十余年の人生で最も濃のう密みつな時間だった。そして、その時間は常にこの少女とともにあった。

「あのさ……」

　自然と口に出た。

「おまえさ、この旅が終わったらどうする？」

「え？」

「デュランダルと剣けん魔またちを全員倒して、すべての聖せい剣けんを破は壊かいして……そうしたら、この旅はおしまいだろ？　その先はどうするんだ？」

　それは夢物語のような、今の時点では現実味のない質問だった。そもそも生きて帰れない可か能のう性せいのほうがずっと高いのに、その先のことを口にするのは甘あまっちょろいと自分でも思う。

　でも、ぜひ知りたかった。

「すべてが、終わったら……」

　エリザは真ま面じ目めに答える。

「んっと、んっと……」

　レベンスは答えを待つ。だが、少女は「う～？」となんだか困ったような声を出した。

「よく、わかんない……」

「何かあるだろ」

「なに、か……」

　なおもエリザは小首を傾かしげる。初めてそんなことを訊きかれたというように、目をぱちくりさせて戸と惑まどう。完全に思考が回っていない様よう子すだ。

　──本当に、戦いだけの人生だったんだな。

　今さらながら、レベンスはこの少女の境きよう遇ぐうに思いを馳はせる。聖剣を集めるために長い時間を生き、数々の世界を渡り歩いた──らしい。そのことは魔ま剣けんの発言からも、かつて魔剣に触ふれたときに見た『映像』からも裏づけられる。とにかく、エリザの人生が死し闘とうと惨さん劇げきに血ち塗ぬられたものだったことは疑いようがない。

　戦いに始まり、戦いに終わる人生。そういう人生も、人によってはある。一流の剣士は得てしてそういうものだ。

　でも、エリザの場合はそうではない。気づいたら戦場にいて、戦うことしか教えられないで育った子供。魔剣を手にしたときから、今日に至るまで、少女の人生には戦せん闘とうしかない。それはつまり、あるべき子供時代がすべて失われているということだ。

　つまり、少女の時間は止まっている。

　それはうすうす感じていたことだった。年ねん齢れいよりも幼い精神面と、純じゆん粋すいすぎるほど人の言葉を信じやすい性格。師し匠しようはエリザのことを「わしより長く生きている」と言っていたが、だとしたらもっと老ろう獪かいさとか大人びた感じがなければおかしい。肉体的な面でだけ若いのならまだヴァリエガータという例があるが、エリザの場合は精神的にも十二歳さいかそこらで止まっている感がある。ただひとつ普通の子供と違うのは、目的のためには決して引かない、鋼はがねのように強きよう靭じんな意志だけだ。

「うー、うー、ぜんぶ、おわったら……うー、そのあとは……うーん」

　少女はまだ考え込んでいる。

　無理もない、と思った。レベンスとて、仇かたきを討うつことだけを考えてきた一年前までは、その先のことなど考えもしなかった。頂上まで登った山に、それより高いところが存在しないように、はたまた行き止まりの崖がけにその先の道が存在しないように、ふっつりとそこで途と切ぎれていたのだ。

「ほら、何かあるだろ。やりたいこととか、行きたいところとかさ。なんでもいいんだよ」

　彼は助け舟を出す。悩なやめる少女は「やりたい、こと……」と復ふく唱しようする。

　それはレベンスにとって、少女に『救い』を求める質問でもあった。魔ま剣けんには「終わりが近い」と宣せん告こくされ、無む慈じ悲ひなほどに未来を否ひ定ていされた。だからこそ今は希望がほしかった。戦いの先にある、ささやかでもいい、希望の光がほしかった。

「んっと……」

　エリザは何かを思いついたのか、ちょっとだけこちらを見る。

「かいものに、いく」

「かいもの？」

「おみせで、やまりんごパイ、食べる」

「そうか……」本当に子供っぽいな、と思いつつも、彼はうなずく。「食べようか、山やま林りん檎ごパイ。腹いっぱいな」

「うん」

「他にはないか？　したいことでも、食べたいもんでもいい」

「んっと、んっと……」

　エリザは首を小さく右に曲げ、それから左に曲げて考える。郷きよう土ど人形にこんなのあったな、と思い出しながらレベンスは答えを待つ。

「……遊ぶ」

「え？」

「たくさん、遊ぶ。おもいきり、遊びたい」

「遊びか……」これまた子供っぽい答えだった。「だけど遊びって、いろいろあるぞ。何をして遊ぶんだ？」

「お……おにごっこ」

「古典的だな。他には？」

「か、かけっこ……？」

「走ることばっかりだな。他には？」

「ほかには……」

　少女は考えた挙あげ句く、「とにかく、いっぱい、遊ぶ」と答える。

「まあ、いいけどよ」

　彼はやれやれ、と首をコキリと鳴らす。こいつらしい答えだなと思いつつ、それほど子供時代がなかったのか、とさびしくもなる。

「じゃあ、たっぷり遊ぶとしてさ……それからどうする？」

「それから？」

「ほら、なんつーか、ええと……」彼は言葉を探す。「そうだ、『夢』だ。おまえ、なんか『夢』はないのか？　将来、かなえたい夢」

「ゆめ……？」

「こんな職業につきたいとか、昔から憧あこがれていることとかさ。なんかないか？」

「うー」

　少女は今日一番、困った顔になる。まるで考えたこともない質問だったのか、眉み間けんに皺しわが寄る。

　そして出てきた答えはこれだった。

「わかんない」

「そうか……」

　まあ、いきなり言われても分からんよな、と彼も思う。きっと考えたこともないのだろう、少女はまだ目を白黒させている。

「レベンスは……？」

　やがて、少女が訊きいた。

「は？」

「さっきから、わたしだけ、こたえて、ばっかり。レベンス、こたえない。ずるい」

「別にずるくないだろ」

「ずるい。レベンスも、教えて」

「何をだよ？」

「だから、ゆめ。レベンスの、ゆめ」

「ねぇよそんなの」

「じゃあ、かんがえて」

「え……これから？」

「そう」

　少女は大おお真ま面じ目めだ。ちゃんと答えないとまたむくれそうだ。

「俺おれは……」

　自分のことなど、正直どうでも良かったが、彼は考えてみる。エリザとは比べるべくもないことかもしれないが、レベンスの人生もまた戦いに血ち塗ぬられてきた。剣けん魔まに村を襲おそわれたあの日から、復ふく讐しゆうだけが彼の人生だった。だから『夢』などというものを問われると、答えに詰つまるのは彼も同じだった。

　ああ、でも……。

　ひとつだけ、思い当たることがあった。

「夢っていうのとは、ちょっと違うけどよ……」

「うん」

　少女は身を乗り出して聞く。

「俺さ、故こ郷きようの村を出るときに誓ちかったんだ。絶対に仇かたきを討うち果たして、墓ぼ前ぜんに報告に来るって」

「ぼぜん？　ほうこく？」

「ああ、墓はか参まいりのことな。……すべてが終わったら、故郷に戻もどって、それで、みんなに伝えようと思ってる。『おやじ、おふくろ、フーシェ、みんな……仇は取ったぜ』って」

　それは、彼が幼いころに誓ったことだった。いつか必ず仇を討ち取り、そして亡なき家族と仲間たちに伝えに戻ると。仇は当初思っていた以上に強大な敵で、復讐への道のりもだいぶ予想外なものになってしまったが、最後に故郷に戻りたいという思いは今でも同じだった。

「それが、レベンスの、ゆめ？」

「まあ、そうなるな」

「じゃあ、わたしも、そうする」

「は？」

「わたしも、いっしょに、レベンスの、こきょうに、行く。えっと、ジ……ジーラ……」

「ジーラニムだ」

「そう、そこへ、行く」

「そりゃかまわないけどよ……剣魔に滅ほろぼされて、すっかり焼け野原だぞ？」

「でも、行く」

「墓ぼ地ちくらいしかないぞ」

「だけど、いっしょに、行く。……だめ？」

　エリザがまっすぐに見つめてくる。その青い瞳ひとみは少し不安そうに揺ゆれている。

　──やれやれ。

　彼はそっと少女の頭を撫なでて、答えてやる。

「分かった、いっしょに行こうぜ」

「ほんとう？」

　パアッと、笑顔の花が咲さく。

「ああ、本当だ」

「じゃあ、ゆびきり」

「なんだ、信用ねぇな俺おれ」

「いいから、ゆびきり」

　エリザが小指を差し出すと、レベンスも「へいへい、分かったよ」と小指を立てる。

　二人の小指が、そっと、優やさしく絡からむ。

　──すべてが終わったら、いっしょに故こ郷きようへ。

　その約やく束そくが守れるかどうかは、誰だれにも分からない。敵を倒せるかも、生きて帰れるかも分からない。

　だけどそれは、確かに約束だった。二人の交わした約束、互たがいに望む未来。かつてレベンスが、エリザを守る剣になる、と決めたことが『誓ちかい』だとするなら、今回は『契ちぎり』と言えた。二人の将来を結ぶ、ささやかな、だけど大切な『契り』。

　絡んでいた小指がほどけたころには、焚たき火がすっかり消えていた。

　夜空では、名もなき星が瞬またたき、若い二人の契りを見届けていた。
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　数日後、一いつ行こうは作戦会議を開いた。

　日没後の樹じゆ海かいは深い暗くら闇やみに包まれ、狼おおかみの遠ぼえが響ひびき渡る。ギャアギャアと鳴く鳥の声はどこか興こう奮ふん気味に聞こえる。

　焚たき火の明かりを頼たよりに、五人は輪になって座る。地図の前にはヴァリエガータ、その両りよう脇わきにサツキとサンデリアーナが座る。エリザとレベンスは師し匠しようの正面だ。

「現在地はこのあたりじゃ」

　トンッ、と剣けん聖せいは地図の一点を指差す。それから指をゆっくりと動かし、これからの想定ルートをなぞる。

「ジュマールの樹海はあと三日ほどで抜けよう。それから十日もすればリアトリス。ここまではなんとかなろう。問題はその先じゃ」

　ヴァリエガータは小さな石を手に取り、リアトリスのさらに北側に置く。そこはヴェロニカ帝国の領りよう内ないだ。

「知ってのとおり、デュランダル総本家はアークレイギア、すなわち帝国領土内にある。まずは帝国の検問を突とつ破ぱしなければ近づくことはできん」

「デュランダルのお膝ひざ元もとだろ。検問はガチガチだろうな」

　レベンスが指し摘てきすると、師匠も同意する。

「うむ。なまじのことでは通れんだろう。特にわしらはな」

「検問の役人を買収するのはどうでしょう？」サンデリアーナが提案する。「幸い、資金にはいくらか余よ裕ゆうがあります」

「ダメとは言わんが、軍には必ずデュランダルの間かん者じやがおるはずじゃ。通報されるのがオチじゃて」

「そうですか……」

　サンデリアーナが視線を伏ふせると、今度はレベンスが「じゃあ、変へん装そうはどうだ？」と切り出す。

　レベンスはかつて、検問を抜けるときにエリザを貴族令れい嬢じように変装させたことがある。あのときはヒヤヒヤしたものの一応うまく行った。

　彼がそのことを提案すると、師し匠しようは小さく首をひねる。

「んんー。今回はこちらの面が割れとるからな……。見み破やぶられる可か能のう性せいが高いじゃろうな」

「じゃあ、積つみ荷にに紛まぎれるのは？」

「開けられたらどうする？」

「そのときはやっつければいいだろ？　教会島のときはそうしたよな」

「あれは相手が船乗り数人だったからな。帝国軍相手にやるのは無茶じゃ」

「うーん、だめか……」

　いくつかの提案が繰くり返されるが、今ひとつ良い案は出ない。事前に摑つかんだ情報ではリアトリスにも帝国軍が進しん駐ちゆうしているらしいので、街に入る前に方ほう針しんを決めておきたいところだった。

　検問もダメ、国境沿ぞいは断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきだから迂う回かいは不可能、正面突とつ破ぱは論外……そんなふうに可能性を潰つぶしていくと、やがて会議は停てい滞たいした。

「どれも決め手にかけるのう……」

　ヴァリエガータが顔をしかめると、場が静かになる。

　今日の会議はこれでお開きかな、とレベンスが考えていたときだった。

「ヴァーさま」

　沈ちん黙もくを破るようにサツキが声を掛けた。

「ん？　なんじゃサッちゃん」

「海路という手は、いかがでしょう」

「カイロ？　海を渡るということか？」

「はい。たとえば、ですが」

　サツキはたおやかな指を地図に載のせ、現在地より東を指差す。そこには中ちゆう規き模ぼの港町がある。

「ベルベリスの港から船に乗り、陸地沿いに北上して、帝国の東海岸から入るのはどうでしょう」

　その提案を聞き、視線がサツキに集中する。

「それは俺おれも考えたが、海路はやばくないか？　遭そう難なんしたり、船上で襲しゆう撃げきされたり」

「絶対に大だい丈じよう夫ぶとは言わん。ただ、ベルベリスにはウチの道場の出身者が長らく『船乗り』をしている。頼たのめば船を借りることもできるかもしれない。巻き込むのは本意ではないが……ここまで手て詰づまりではやむをえまい」

「ふむ……」

　そこでヴァリエガータが腕組みをする。

「サッちゃん、その船乗りは信用できそうか？」

「母上の代からの知り合いです。その点は心配ないかと」

　サツキの話はこうだった。

　船乗りの名はアッサム・グラース。数年前までユキノシタ道場で腕を磨みがいていた男性で、剣けん聖せいユキノシタからも信しん頼らいの厚かった人物だという。剣士を引退したあとは、元の職を生かしてベルベリスで船乗りになり、今に至る。

「そのグラースなる者から船を借りるのは、まあ良いとして……」ヴァリエガータが懸け念ねんを述べる。「海を渡って、帝国の港で降おりるときはどうするんじゃ？　入国者も積つみ荷にもすべてチェックされるはずだが……」

「その危険は確かにあります。ですが……」

　サツキは今度、指を動かして地図の北側を指し示す。そこは帝国の東海岸だ。

「海岸にさえ着けば、デュランダルのいるアークレイギアとは目の鼻の先。目的地よりはるか遠く離はなれた検問でバレるよりはまだなんとかなるかと」

「ふーむ、同じリスクなら近道のほうがマシか……」

　師し匠しようの目が光る。

「なあ師匠」そこでレベンスが進言する。「ベルベリスで情報を集めて、それから判断するのはどうだ？　その船乗りが見つからなかったらそれまでだし」

「そのときは海路を諦あきらめて陸路に、か。よいかもしれんな。……他の者はどうじゃ？」

「それでよいと思います」

「いいと、思う」

　サンデリアーナとエリザがうなずくと、ことは決した。
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　港町ベルベリス。

　青く輝かがやく湾わん内ないから、水平線に向かって何なん隻せきもの船が白い軌き跡せきを伸ばす。両サイドから伸びて海を囲む波止場の形は、両腕でわが子を抱き寄せる母親のようにも見える。地元の方言で『ベルベリス』とは『母なる海』を指す、というのは近きん隣りんにもよく知られた薀うん蓄ちくだ。

　西のマトリカリア、東のベルベリスと称される大陸屈指の港町は、今日も船員と商人たちの往おう来らいで賑にぎわっている。商都リアトリスの玄げん関かん港として発展したこの町にとって、交こう易えきを制限することは血液を止めるに等しく、それは剣けん聖せい殺しの一件で混こん迷めいを極きわめる世界においても何ら変わりない。

「相変わらずにぎやかだな、ここは」

　レベンスは久々に訪れた港町を見渡し、行き交う人々の波に目を細める。サツキの意見を採さい用ようして、進路を東に取って馬で三日。型どおりの手形の提示だけで検問はあっさり通過でき、今はひと巡めぐりして街の様よう子すを確かめているところだ。

「レベンス、あれ、なに？」

　エリザが興きよう味み深げに指を差す。今は変へん装そうのため、銀ぎん髪ぱつをしっかり結ゆわえてフードの中に隠かくしている。

「ん？　あれは『競せり』をしているのさ」

「せり？」

「着いたばかりの交こう易えき品ひんを、商人たちが競り合って買い取るんだ。競きよう売ばいってやつさ」

「きょうばい？」

「あー、んー、なんだ。買い物競争だ、買い物競争」

　レベンスが説明しても、少女は青い瞳ひとみをぱちくりするだけであまり理解した様よう子すはない。同じ港町でも、前に訪れたマトリカリアは聖地ということもあって比ひ較かく的てき落ち着いた雰ふん囲い気きがあったが、ここは交易船の荷に降おろしをする商人たちの声で蜂はちの巣すを突つついたような大おお騒さわぎだ。目の前でごったがえす人の波に、銀髪の少女は圧あつ倒とうされたように目を丸くしている。

「師し匠しよう、どうする？　まずはサツキの知り合いを探すのか？」

「そうじゃなあ……」

　ヴァリエガータは馬上から、「サッちゃん、サッちゃーん」と先頭にいる黒くろ髪かみの少女に呼びかける。

「なんでしょう、ヴァーさま」

「サッちゃんの知り合い……ええと、船乗りのグラースじゃったか。そやつとは、今すぐ会えるのか？」

「はい、もちろんです。ご案内しましょうか？」

「頼たのむ。今後の段取りを組む上でも、まずは話を通しておきたい」

　師匠の頼みを受け、サツキは「承しよう知ちしました」と頭を下げる。前から目上には折り目正しいが、ヴァリエガータには特に丁てい寧ねいだ。

「こちらです」

　サツキがまた先頭になり、一いつ行こうは港から少し離はなれた土手の上を進む。海風でフードがめくれそうになったエリザが、慌あわてて頭を押さえる。

「変装、これで大だい丈じよう夫ぶでしょうか」

　サンデリアーナが同じようにフードを押さえながら尋たずねる。ちなみに頭には髪をまとめるように布地を巻いている。

　並べて手た綱づなを握るレベンスが「そうだな……」と周囲に視線を走らせる。

「これだけ人が多いと、さすがにチェックしきれないだろ。いずれにせよ、あんまり顔を隠かくしているのもかえって目立つ」

「そうですよね……」

「なに、案ずるな。わしが見たところ、まだ尾び行こうはいない」

「さすが師匠、頼たよりになるぜ」

　レベンスも監かん視しの目は気にしているところだが、剣けん聖せいに大だい丈じよう夫ぶだと保ほ障しようされるといくらか安あん堵どする。師し匠しようの人並みはずれた感覚で見つからないのならば、今のところは大丈夫だろう。

　そうやって会話しながら進むと、やがてサツキが「あれです」と指を差す。見れば、緩ゆるやかにカーブした道の先に、木材で組まれた小屋がある。潮しお風かぜで外装がボロボロになっており、壁かべには二に艘そうの小舟が立てかけてある。

「ここは船乗りたちの休きゆう憩けい所じよです。ヴァーさま、ちょっと様よう子すを見てきます」

「うむ、頼たのんだぞ」

　サツキは馬を停め、ひらりと飛び降おりる。

　レベンスたちも馬を降りて、道みち脇わきで休きゆう憩けいを取る。昼の時間をやや過ぎており、空腹を紛まぎらわすのにエリザと水を回し飲みしていると、一口飲んだところで小屋の中からサツキが出てきた。扉とびらが閉まるときに若い男性の姿がちらりと覗のぞく。

「どうじゃった？」

「彼の知人だという者がいて、勤つとめ先を教えてもらいました。現在は『ササブネ亭てい』という雑ざつ貨かの卸おろし売り問とん屋やで働いているそうです」

「ササブネ……？」

「笹ささで作った舟、というヤポニカの言葉です。もしかしたら、経営者がヤポニカ人なのかもしれません」

「とにかく会ってみよう」







　ササブネ亭は、郊こう外がいにあるわりと大きな雑貨屋だった。

　いかにもヤポニカ風な木造建築を見上げ、レベンスはなんとなくユキノシタ道場を思い出す。倉庫も兼かねているのか、大量の積つみ荷にが窓から覗のぞいている。

「まずは私が」

　サツキが馬を降りて、扉の前まで歩く。

「たのもう、たのもうーッ！」

　ドンドンと力まかせに扉を叩たたく。本人に悪気はないのだろうか、この少女はいつも喧けん嘩かごしだ。

　ガラリと扉とびらが開くと、中からは熊くまに似た髭ひげ面づらの男が姿を現した。不ぶ躾しつけなノックをした黒くろ髪かみ少女をじろりと見て、片方の眉まゆをしかめる。フードを被かぶっているから相手からすれば不ふ審しん人物だろう。

「どちらさまですか？」

「グラースという男はいるか？」

「だからあんた、どちらさま？」

　相手の口調がだんだんとぞんざいになる。生意気な小こ娘むすめだな、と感じているのが遠巻きに見ているレベンスにも分かる。

「『道場時代の知ち己き』と伝えてくれれば分かる」

「道場……って、あんた、ユキノシタ道場の人間か？」

「ああ、そうだ」

「変だな。俺おれもユキノシタ道場で長く修しゆ行ぎようしていたが、おまえのような小娘は知らんぞ？」

「長く修行していた？」

　そこでサツキが首を傾かしげ、ほどなくして「あ……っ」と声を上げる。

「そうかおまえ、あのときのヘッピリ腰ごしか！　偉えらそうにヒゲなど生はやしているから、誰だれだか分からなかったぞ？」

「なんだぁてめぇ、俺おれ様さまをヘッピリ腰とはどういう了りよう見けんだ!?　小娘だからって容よう赦しやしねぇぞコラ！」

「ふん、粋いきがるところも変わってないな。だからおまえは駄だ目めなのだ」

　そこでサツキは、しゅるりと自分のフードを外してみせた。

「あぁっ!?」

　男が目を見開く。

「サ……サツキ……お嬢じよう、さま……？」

「久しいなクマゴロー。少しは強くなったか？」

「あばば……」

　クマゴローと呼ばれた男は口を半開きにしたまま、よろよろと後ずさって、それからおもむろに土ど下げ座ざに入る。

「もももも申し訳わけございませんっ！　まさかお嬢様とはつゆ知らず！」

「私でなければあのような乱暴なふるまいをするのか。貴様、この場で性しよう根ねを叩たたき直してくれる」

「いえいえいえっ、滅めつ相そうもございません！」

　男はズザザッ、と両りよう膝ひざをついたままの格かつ好こうで器用に下がり、

「み、みんな！　お嬢様だ！　お嬢様がお見えになったぞ！」

　と助けを求めるように声を張り上げた。

「は？　お嬢じよう様……？」

　怪け訝げんな顔で中から屈くつ強きような男たちがぞろぞろと出てくる。「おう皆みなの衆しゆう、達者か？」とサツキが挨あい拶さつすると、見るなり目を丸くした。

「サツキお嬢様……ッ!!」

　わっ、と全員がサツキの元に駆かけ寄る。

「お久しぶりでございます……！」「いつこちらへ……!?」「さささっ、どうぞ中へ！」

　途と端たんに玄げん関かん前は歓かん待たいムードになる。

　レベンスは遠巻きに見ながら、隣となりの師し匠しように尋たずねる。

「なあ、これはどういうこった？」

「見た通りよ。サッちゃんは母親との折り合いは悪かったが、道場生には好かれていた。みんな小さいころから知ってるし、ま、道場の『お姫ひめ様』みたいなものだな」

「お姫様ね……」

　レベンスは少女の横顔を見る。旧きゆう知ちの道場生に囲まれ、表情がいつもより和やわらいでいる。その顔はいつにも増して美しく、なんだか別人のように思えた。
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　出しゆつ航こうの日は快晴だった。

　澄すみ渡る青い空、広大な海うな原ばら。そこに浮かぶのは見上げるような大型船だ。数百年前にヤポニカ海かい賊ぞくが近海を荒らしまわっていたころからその造船技術は高い評ひよう価かを受けており、今回の船も噂うわさにたがわぬ立派な造りだ。

　ササブネ亭ていに転がり込んで二日目。サツキのおかげで話はトントン拍びよう子しに進み、船の手配と旅支じ度たくが済むとさっそく出航となった。

「出航には良い日和ひよりですなあ」

　いかにも人が良さそうな初老の男性が、にこやかに話しかけてくる。彼がアッサム・グラース、前にユキノシタ道場にいたというサツキの知人だ。ヤポニカ本土にいたころは長く漁りよう師しをしており、船乗りとしてはベテラン中のベテランだという。

「グラース、今回はいろいろ無理を言ってすまんな」

「いえいえ、サツキお嬢じよう様が出航するとあらば、喜んでお供させていただきますよ」

「恩おんに着る」

「ユキノシタ様に受けた大だい恩おん、こうしてわずかばかりでも返せると思うと、この老体も生きていた甲か斐いがあります」

「頼たよりにしているぞ」

　サツキがポンと肩を叩たたくと、グラースは腰こしを伸ばしてビシッと敬けい礼れいする。こういう場面を見ると、この十代の若き娘むすめが道場生の間では完全にカリスマなのだと思い知らされる。

　渡と航こう予定期間は十日間。船にはレベンスたち五人以外に乗客はいないが、積つみ荷にのほうは大量にある。ササブネ亭はヴェロニカ帝国への貨か物もつ輸ゆ送そうの定期船を出しているので、レベンスたちがそれに便びん乗じようする形だ。

　全員が乗り込むと、さっそく出航となる。

「錨いかりを上げろ！」

　男たちの声が響ひびき、抜ばつ錨びようの後に船は港を離はなれる。大きな白い帆ほが風に勇ゆう壮そうにたなびき、太陽をかたどった船印が大きくはためく。ヴェロニカ帝国の東海岸までは大部分を海流に乗って進むため、十日間というのは目的地との距きよ離りのわりには短い旅路となる。

　ゆっくりと、船が進み始める。岸で手を振ふる男たちの姿もだんだんと小さくなる。

「お、お、お」

　船が走り出すと、甲かん板ぱんではエリザが妙みような声を上げた。手すりを摑つかんで海を見ながら、遠くなっていく陸地を物もの珍めずらしそうに見ている。

「なんだ、船が珍しいのか」

「すごく、ひさしぶり」

「最近も乗ったろ」

「それって、いつ？」

「もちろんマトリカリアのとき……ああそうか」

　エリオットのいる教会島に行ったときは、船には潜せん入にゆうしたものの棺かん桶おけの中にずっと隠かくれていた。まともに船に乗るのは久しぶり、ということなのだろう。

　ちゃぷん、と海で魚が跳はねる。

「さかな！」

「ああ、魚だな」

「とり！」

「ああ、鳥だな。……揺ゆれるからちゃんと摑つかまってろよ」

　好奇心旺おう盛せいな少女の相手をしたあとは、船せん尾びのほうに歩いていく。サツキとグラース船長が何か話しているのを横目に、船内へと階段を降おりる。

「おお、小こ僧ぞう。なかなか快適じゃぞ」

　ふかふかの座ざ椅い子すにはヴァリエガータが腰こし掛かけ、足を伸ばしてくつろいでいる。

「サンちゃーん、お茶ー」

「ヴァーさま、船内で火を使うのは……」

「油があったじゃろ」

「あれは非常用です」

「じゃあ酒」

「おい師し匠しよう」

「カカカ、冗じよう談だん、冗談じゃ」

　大口を開けて笑う緑りよく髪はつの少女に、レベンスは「ったく……」と肩をすくめる。サンデリアーナも苦笑しつつ律りち儀ぎに瓶びんから水を汲くんでくる。

「サンデリアーナ、俺おれにも一いつ杯ぱいくれ」

「かしこまりました」

　金きん髪ぱつの美女は給仕のようにお辞じ儀ぎをすると、彼のために水を汲みに戻もどる。「悪いな」とレベンスは椅い子すに座る。

「小こ童わつぱはどうした？」

「ああ、あいつなら海を見てるよ。船に乗るのは久しぶりだとか」

「なぬ？　そりゃちと心配じゃな……」

「心配？」

　レベンスが首をかしげたところで、

「おい、馬の骨！　馬の骨はいるか！」

　サツキの声が甲かん板ぱんのほうから響ひびいた。

「なんだ！　つーかレベンスだ！」

「貴様、保ほ護ご者しやだろう！　ちゃんと面めん倒どうを見んか！」

「保護者？」

　彼が階段の上を覗のぞくと、黒くろ髪かみの少女がいかめしい顔でこちらを見下ろしていた。小こ脇わきにはぐったりとした銀ぎん髪ぱつの少女を抱かかえている。

　──エリザ？

　サツキは眉み間けんに皺しわを寄せて告げた。

「船ふな酔よいだ」
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　航こう海かいは順調に進んだ。

　心配された天気の乱れや、軍の船と接せつ触しよくすることもなく、海流に乗ってぐんぐんと北上していく。

　総じて順調といえる航海に、異変が訪れたのは五日目。

　その日は朝から波が高かった。

　分ぶ厚あつい雲が灰色の天てん井じようのごとく空を覆おおい、どこか圧あつ迫ぱく感かんを覚える天てん候こう。

　これは一雨くるなあ、と船乗りたちが口々につぶやき、テキパキと雨に備えて船上を走る。

　やがて、夕日が水平線に沈み始める。波はますます高くなり、船内にいるレベンスたちは立っていてもふらつくことが多くなった。

「かなり荒れてきたのう……」

　テーブルに載のせた湯ゆ吞のみがズズッと滑すべったので、ヴァリエガータがひょいと持ち上げる。

「乗組員以外は中にいるように、と船長から指示があった」

　サツキが階段を降おりてくる。その髪かみは雨あま粒つぶでかなり濡ぬれている。

「はい、これで髪を拭ふいて」

「すまんな」

　サツキがサンデリアーナから布を受け取り、黒髪を拭く。上では男たちの声が飛び交い、あわただしい雰ふん囲い気きだ。

「サッちゃん、荒れそうか？」

「そのようですね。船長は嵐あらしが来るかもしれないと」

「ありゃ、困ったのう」

　師し匠しようが言うと、さして困ったように聞こえないな、とレベンスは思う。

「船のほうは心配ないそうですが、揺ゆれが激しくなるので転倒には注意するように、だそうです」

「あいわかった。今日はおとなしくしていよう」

　ヴァリエガータはベッドの上でゴロンと横になる。

「夕食は早めに済ませたほうがよさそうですね」

「サンちゃん、わしゃ干ひ物ものは飽あきた」

「あとは乾かんパンくらいですよ」

「なんとかならんか」

「ヴァーさま、贅ぜい沢たくを言わないでください」

　いつものようにヴァリエガータがわがままを言い、サンデリアーナがたしなめる。無理なことをあえて口にする様よう子すは、相手の困った顔を楽しんでいる風でもある。

　──まあ、俺おれもおとなしくしていよう。

　船体にがっちり固定されたベッドに座り、壁かべに寄りかかって足を伸ばす。

「……ん？」

　目をつぶって休んでいると、近くに気配を感じた。薄うす目めを開けると、ベッド脇わきにエリザが立っている。

「どうした」

「ここ、いい？」

　少女はレベンスの隣となりを指す。ここに座ってもいいか、ということらしい。

「ん？　おお。好きにしろ」

「うん」

　エリザはちょこんとベッドに座る。それからお尻しりをずらし、彼との距きよ離りを縮ちぢめる。

「…………」

　レベンスは何も言わず、ぼんやりと少女を見る。美しい銀ぎん髪ぱつがさらりと背中を流れ、それはベッドに座る彼の膝ひざのあたりを撫なでている。その姿が今は少し小さく見える。

　──まあ、いいか……。

　前に少女とした約やく束そく──『契ちぎり』。あの『指きり』の日から、レベンスは何かエリザとの関係が変わったような気がしていた。将来を誓ちかい合った仲、というのは語ご弊へいがあるが、それでも彼にとっては新たな転機だった。

「よっ」

　レベンスは寄りかかっていた壁かべから背中を離はなし、ベッドの縁へりに腰こし掛かける。二人並んでベッドに腰掛ける格かつ好こうになると、エリザがちらりとレベンスを見て、少し体を預けた。

「おまえら、最近は特になかよしじゃのう」

　正面のベッドに寝ていたヴァリエガータがニヤニヤしてこちらを見る。

「いや、別に仲良くねぇよ」

「カカカ。照れるな照れるな」

　レベンスはすぐに座る位置をずらしたが、エリザは自然な動作ですっとまた近づいた。また二人の距離は元に戻もどる。

「おい、くっつくなよ」

「くっついてないし」

「くっついてるだろ」

「だからくっついてないし」

　二人が犬も食わない押し問答をしているときだった。

「貴様ら」

　鋭するどい刃は物ものを突つき刺すように、きつい言葉が飛んできた。見れば、黒くろ髪かみの少女が彼らの前に仁に王おう立ちしている。

「……？　どうしたサツキ」

「けしからん」

「は？」

「近ごろおまえたちは四し六ろく時じ中ちゆうベタベタしているだろう？　それがけしからんと言っているのだ」

「いや、ベタベタしてねぇよ」

「噓うそをつけ。夜中も毛布の中でごそごそやっているだろう！」

　──やっぱり見られていたか……。

　エリザが最近、毛布に潜もぐり込んでくるのは一応秘ひ密みつにしていることだったが、さすがに一いつ緒しよに旅をしている以上、いつかはバレると思っていた。

「あー、勘かん違ちがいするなよ。別にやましいことをしているわけじゃない」

「しらばっくれるな！　男女が同どう衾きんしてやることはひとつに決まっているだろう！」

「何をするってんだよ」

「そ、それは……その……」急に顔を赤らめて、少女は少し声のトーンを落として言う。「ふ、不ふ純じゆん異い性せい交こう遊ゆう……」

「ぷふっ」

　思わず吹き出したのはサンデリアーナだ。口元を押さえて「ごめんなさい……」と謝あやまるが目は笑っている。

「ふむ、男女七つにして机を並べず、か」ヴァリエガータは妙みようにニヤニヤしている。「ヤポニカの古い格かく言げんらしいが、さすがに少々時代遅れかもしれんなあ」

「そんな、ヴァーさままで……」

　サツキは一いつ瞬しゆんひるんだ様よう子すを見せたが、すぐにキッと視線をレベンスに向け、

「とにかくっ、今は非常時なのだ！　戦いくさを前にして貴様らは緊きん張ちよう感かんが足りぬ！　だいたい──」

「関係ないし」

　今まで黙だまっていたエリザが口を開いた。

「サツキには、関係、ないし」

「なんだと」

「ほっといて」

　エリザが撥はね付けるように言うと、サツキはますます激げつ高こうした。
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「その言い草はなんだ！　私は全体の士気に影えい響きようするから戒いましめているのだぞ！」

「それも、関係ないし」

「サツキ、もうそのくらいで」

「だいたいこんな男のどこがよいのだ！　口ばっかり達者でヘラヘラしおって！」

「まあまあサッちゃん、それくらいで」

「しかしヴァーさま、戦いの前に赤子でも作られては困ります！」

「そのときはわしが産さん婆ばをするから大だい丈じよう夫ぶじゃ」

「ちょっと待て、さっきから何を言っているんだ」

　室内は乙おと女めたちによって、外の荒波のごとく言葉の応おう酬しゆうとなる。

　そのときだった。

　にぎやかな雰ふん囲い気きを叱しかり付けるように、突とつ如じよとして轟ごう音おんが響ひびき、同時に船体が揺ゆれた。

「わわっ!?」

　エリザがレベンスのほうに倒れこむ。椅い子すが派手に倒れる。

「なんじゃ今のは……!?」

「高波……いや違う！」

　船体は何かにぶつかられたように鈍にぶい音を立てて揺れる。ただの波にしては不自然だ。

「外のようです！」

「行くぞ！」

　サツキが真っ先に飛び出し、それにサンデリアーナとヴァリエガータが続く。

　レベンスもエリザを助け起こし、甲かん板ぱんへとつながる階段を駆かけ上がる。

　そこで見たものは──

「な……!?」

　黒々と波打つ海の中から、大量の水みず飛沫しぶきが上がった。何かが海中から飛び出して、それは甲板の上にドンと降おり立つ。

　雷らい鳴めいが響ひびき、曇どん天てんを打ち破るように稲いな光びかりが走る。その光に照らされたのは、ずぶ濡ぬれの全身と、獣けもののように前ぜん傾けいした姿勢、顔面に張り付いた髪かみの毛。その奥には二つの眼めが不気味な輝かがやきを見せており、雷らい雲うんを背景にした黒い姿は悪あく魔まを彷ほう彿ふつとさせる。

　まさか、ありえない、とレベンスは眼がん前ぜんの光景を疑う。この荒れ狂う大海を、いったいどこから泳いできたというのか。

　口から漏もれ出た言葉は、はっきりと震ふるえていた。




「光る眼めの、剣士……」
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「光る眼の、剣士……」

　そこに立っているのは、暗黒を固めたような異い形ぎようの剣士だった。その足元には大量の水滴が落ちて、黒いシミが広がっている。

　光る眼の剣士──すなわち『剣けん魔ま』は、その両眼で舐なめるように船上を見回した。鋭するどい眼がん光こうは殺気に満ちており、いったい誰だれから殺そうかと品定めしているようにさえ見える。

「よもや海を渡って来るとはな……」

　師し匠しようが一歩前に出る。その手にはすでに聖せい剣けん『死ジ神ー乃ノ爪ス』が握られている。

　船首のあたりに降おり立った剣魔は、依い然ぜんとして動かない。こちらの出方を窺うかがっているのか、あるいはさすがに遠泳の疲労があるのか。

　空は暗あん雲うんに覆おおわれているが、まだ雨は降ふっていない。ただ、稲いな妻づまが戦いの開かい幕まくを告げるように何度も何度もあたりを照らす。

　先頭に立った師し匠しようが敵を見み据すえたまま、「サッちゃん」と低い声で呼んだ。

「ここはわしらで迎げい撃げきするので、船乗りの避ひ難なん誘ゆう導どうを頼たのむ」

「承しよう知ち！」

「サンちゃん」

「はい！」

「例の『ブツ』を準備してくれ。使用場所はなるべく甲かん板ぱんで、タイミングは手はずどおりに。よいか？」

「はい、ただちに！　ヴァーさまもお気をつけて！」

　次々と出される指示に、二人は返事をして早さつ速そく取り掛かる。サンデリアーナは船内に取って返し、サツキは「船内に全員避難だ！　急げ！」「扉とびらを閉めたら決して開けるなよ！」と声を張り上げて誘導を始める。

「小こ僧ぞう、小こ童わつぱ！　ここはわしらで食い止めるぞ！」

「おう！」

「うん！」

　剣けん魔まはまだ動かない。その体から水滴がひっきりなしに落ちるが、当人はまるで意に介かいしていないようだ。

「よいか二人とも」師匠が視線を敵に向けたまま指示を出す。「前も言うたが、相手を人と思うな。凶きよう器きを手にした獣けものと考えろ」

「分かってる」

「来るぞ……っ！」

　ヴァリエガータが大おお鎌がまを振ふりかぶり、襲しゆう撃げきに備える。

　その直後。

　剣魔はわずかに身をかがめたあと、一いつ挙きよに跳ちよう躍やくした。

　──うぉ……！

　レベンスはその跳躍力に目を見張る。助走もつけていないのに、剣魔の体は空に高々と舞い上がったあと、一気に急きゆう降こう下かしてくる。人間ではありえぬ、いや、獣でも信じられぬ跳躍力だ。

「散れ！」

　師匠が叫び、三人は甲板の上を飛びのく。そこに黒い塊かたまりがドシンと着地し、ギッとまがまがしい視線をぶつける。

　……ッ！

　向かい合った瞬しゆん間かんに、彼の胸には一いち抹まつの恐きよう怖ふ、そして、それより何倍も大きな憎ぞう悪おが燃もえ上がる。

　八人の剣けん魔まのうち、いったい誰だれが家族を殺した奴やつかは分からない。だが、目の前に立っている『光る眼めの剣士』は、幼いころ彼の胸に焼きついた『仇かたき』そのものだ。

　野や郎ろう……!!

　左手の包みを強く握り締しめる。そこには聖せい剣けん『天空乃瞬ウインザー』が入っており、今は柄つかの部分が覗のぞいている。万が一を考え、船内から持ってきたのだった。

　レベンスは敵をキッと睨にらみつける。あのときは何もできなかった。だが、今の自分には『力』がある。この化け物を討うち取れるほどの力が。

　剣魔のほうも彼をじっと見み据すえている。そして再び、飛び掛かる直前の獣けもののごとくわずかに身を縮ちぢめたあと、一気に黒い影を膨ぼう張ちようさせるように迫せまってきた。最初の獲え物ものをレベンスに定めたのだ。

　──返り討ちにしてやる……ッ！

　復ふく讐しゆうに燃もえるレベンスは、ためらいなく聖剣の柄に手をかける。

　だが、抜ばつ刀とうの間ま際ぎわ、彼は気づく。

「……!?」

　剣魔がいない。さっきまで彼に突とつ撃げきしてきた敵の姿は忽こつ然ぜんと消え、その代わり背骨に氷柱つららを突つっ込まれたような悪お寒かんが走る。背後を取られたのは振ふり向く前に分かった。

　不意を突かれたレベンスは咄とつ嗟さに反応できない。

　やられる、と思ったとき。

　ゴオンッと鈍にぶい音がした。振り向くと、剣魔の体が吹き飛び、派手に船首のほうまで転がっていく。同時にガランと大きな鎌かまが甲板に転がる。

「小こ僧ぞう、無事か……ッ!?」

　彼の前に緑りよく髪はつの少女が躍おどり出る。ヴァリエガータが『死ジ神ー乃ノ爪ス』を投げつけ、レベンスの窮きゆう地ちを助けてくれたのだ。

「死ジ神ー乃ノ爪ス！」

　剣けん聖せいが自分の武器の名を叫び、すばやく手元に引き戻もどす。

「一人で戦おうとするでない！」

「すまねぇ！」

　レベンスは窮地を救われて冷静さを取り戻す。そうだ、今は一人じゃない。三人で連れん携けいして戦うべきときだ。

　彼は聖剣を背中のほうに回し、代わりにいつもの長剣に持ち替える。三人の中で、自分は牽けん制せい役に回ろうと考えたからだ。それには一いち撃げき必殺の聖剣よりも普通の剣のほうが向いている。

「気を抜くな、立ち上がるぞ……ッ！」

　船首に転がった剣魔は、大鎌の一撃をもろに食らったにもかかわらず、のっそりと起き上がってくる。ダメージを受けたようにはとても見えない。

　──くそ、やはり不死身なのか……!?

　剣けん聖せいの技量、人外の生命力、無む尽じん蔵ぞうの膂りよ力りよく。かつてヴァリエガータは剣けん魔まの強さをそう評した。致ち命めいの一いち撃げきを与えれば倒せる人間とは違い、奴やつらは何度斬きられても果てることはない。

「ヴォオッ、オォオ……ッ！」

　不ぶ気き味みな雄お叫たけびを上げ、剣魔は次の標的である銀ぎん髪ぱつの少女に向かって一直線に飛び掛かる。振ふり下ろされた刃はを、剣聖殺しの少女は下からなぎ払うように魔ま剣けんで迎むかえ撃うつ。

　空中に火花が散る。二つの刃が激げき突とつの反動で弾はじかれ、いったん距きよ離りが開くも、剣魔は着地と同時に床ゆかを蹴けって再度攻こう撃げきを繰くり出してくる。エリザはそれをかわしながら、形勢不利と見たのか後退を試みる。

「小こ童わつぱの援えん護ごにまわるぞ！」

　師し匠しようの指示を待つまでもなく、すでにレベンスは駆かけ出している。エリザの窮きゆう地ちを救うべく、相手の動きを牽けん制せいするように投げナイフを放った。

　剣魔は避よけるそぶりもなくナイフを背中に受ける。やはりこの程度ではたじろぎすらしない。だが、注意をそらすことには成せい功こうし、レベンスのほうへと標的を変へん更こうする。

　──来た……ッ！

　振り向きざまに、剣魔が彼に向かって一撃を放つ。レベンスは後退してそれを回かい避ひするも、相手はさらに突つっ込んでくる。

「ガラ空あきじゃ！」

　レベンスに向かう剣魔の側面から、ヴァリエガータが大おお鎌がまの一撃を叩たたき込む。敵は超人的な反応を見せて剣で受けるが、体勢の不利は否いなめず押し込まれる。

　そこに畳たたみ掛けるように、エリザが巨岩のごとき攻撃を繰り出す。上空から振り下ろされた大剣の斬ざん撃げきに、剣魔の体がバッサリと斬られる。黒い血液が噴ふき出し、口から獣けもののごとき絶ぜつ叫きようが響ひびく。

　だが、倒れない。

　腹から噴ふん水すいのように血を吐はき出し、臓ぞう物もつらしきものを垂たらしながら、それでも剣魔はのっそりと剣を振り上げる。ぎらつく両りよう眼めには自分が斬られたことに対する恐きよう怖ふも狼ろう狽ばいも感じられない。

「ひるむな、取り囲め……！」

　師匠の指示で、弟子たちは剣魔を遠巻きに囲む。レベンスが正面、エリザが背面、師匠が側面だ。

　口火を切るべく、レベンスはナイフを投げつける。剣魔はあっさりとそれを弾くが、その瞬しゆん間かんにヴァリエガータが側面から斬り込む。相手がそれを回かい避ひしたところでエリザが魔ま剣けんの一撃。背中を斬られた剣魔は絶叫しながらも剣をブンッとふるい、エリザのコートをわずかに切り裂さく。そこにレベンスが死角から接近し、標的の腕を長剣で斬りつける。三人の連れん携けいは完かん璧ぺきで、さしもの怪かい物ぶつも分ぶが悪いことを悟さとったのか、にわかに距きよ離りを取り、マストの上に跳とび乗る。見下ろす敵からは雨のごとく黒い血が降ふり注そそぐ。

　押しているのはこちらだった。だが、それでも敵の動きに衰おとろえはない。剣けん魔まは獣けもののようにマストづたいに飛び、やや離はなれた甲かん板ぱんへと降おり立つ。

　まずいな……。

　彼にも分かる。

　確かに押している。形勢は間ま違ちがいなくこちらの優ゆう勢せいだ。

　だが、このまま戦っても倒せる気がまるでしないのだ。剣魔の体はドス黒い血でべっとりと汚よごれているが、怪け我がを負ったことによるダメージがまったく見えず、むしろ動きは先ほどよりキレが増しているようにさえ感じられる。今のところは数的有利で押しているだけで、このままではいつかやられる。むこうは疲れ知らずの不死身の怪物でも、こちらは一いち撃げきを食らえば瀕ひん死し、あるいは即そく死し。

「止まるな！　狙ねらわれるぞ！」

　師し匠しようの言葉に、彼はハッとする。側面から黒い塊かたまりが突とつ撃げきしてくる。迫せまりくる脅きよう威いに、彼は転がるように回かい避ひする。

　なおも剣魔は狂ったように攻こう撃げきを続ける。上下左右に無む茶ちや苦く茶ちやに振ふられた剣は、無む軌き道どうではあったが速すぎて受けることができない。レベンスは最初の一撃で刀とう身しんを弾はじかれると、後は背を向けて逃げ出した。なりふりなどかまっていられない。正面から打ち合うのは絶対に無理だ。

「小こ僧ぞう……！」

　すかさず師匠が援えん護ごに来てくれるが、剣魔は大おお鎌がまを軽々と弾く。その腕力は先ほどよりも明らかに増している。

　戦いながら強くなってやがる……！

　雑ざつだった攻こう撃げきが徐じよ々じよに研とぎ澄すまされ、単純だった反応が冷静な判断力を身につけていく。急激に成長する赤ん坊のごとく、戦いの中で剣魔は強さを増していく。

　だめだ、と思った。こちらは疲ひ労ろうとダメージを蓄ちく積せきする一方なのに、向こうはあろうことか強くなっていく。たとえ三対一でも、均きん衡こうが破れるのは時間の問題だ。

　どうする……！

　レベンスは後退する。ヴァリエガータも肩で息をしている。エリザも敵を見み据すえたまま動けない。

　そのときだ。

　カーン、カーンと何か鐘かねのような音が鳴った。それは連続し、甲板の上に響ひびき渡る。

「しめた……！」

　ヴァリエガータが声を上げる。

「小僧、小こ童わつぱ！　後退じゃ！　船せん尾びへ行くぞ！」

「おう……！」

　師し匠しようが走り出すと、弟で子したちも後に続いた。

　しかし、剣けん魔まは容よう易いに逃がしてくれない。両りよう眼めを光らせ、猛もう然ぜんと三人を追ってくる。途中で一度空に跳とび、弧こを描えがいて三人の行く手を塞ふさぐように着地。ほぼ同時に剣を繰くり出してくる。

　先頭を走っていた師匠が応戦する。敵の剣と大おお鎌がまが何度か交差するが、あっという間に押し込まれてしまう。師匠は明らかに消しよう耗もうしている。

「師匠……！」

　レベンスが援えん護ごに入るも、剣魔はこちらを見ずに剣を背後に振ふるう。顔面をかすめる一いち撃げきにレベンスは動きが止まる。前まえ髪がみがわずかに斬きれてハラハラと落ちる。あと一歩踏ふみ込んでいたら顔が裂さけていた。

　くそ、背後が見えるってのか!?

　敵の勘かんに彼は舌を巻く。先ほどまでは誰だれかが剣魔の注意をそらし、その隙すきに死角から攻こう撃げきする戦法だったが、今はそれも通じなくなりつつある。

　剣魔がレベンスに跳びかかってくる。彼は後退して距きよ離りを取ろうとするが、相手のほうが速い。

　そのときだ。

「レベンス……！」

　叫さけび声とともに斬り込んで来たのは銀ぎん髪ぱつの少女だった。彼と敵の間をぶった斬るように魔ま剣けんを振り下ろし、強引に割って入る。

　剣魔は一いつ拍ぱくだけ警けい戒かいした様よう子すで少女を睨にらんだが、すぐに剣を構え直し、驚きよう異い的てきな跳ちよう躍やく力でまた飛び掛かってくる。上空からの斬ざん撃げきが少女を襲おそう。

　危ない……っ！

　レベンスがエリザの身を案じたとき、

「な……っ!?」

　黒い閃せん光こうが走った。

　それは不ふ可か思し議ぎな一撃だった。エリザの右腕が半円の軌き道どうを描えがき、上空にいた敵を蚊かトンボでも叩たたき落とすように撃げき墜ついした。いかに魔剣の質量が大きいとしても、猛もう然ぜんと襲い掛かってきた剣魔をああも簡かん単たんに弾き飛ばせるだろうか。

　ありえねぇ。

　レベンスは自分の見たものが信じられず、戦せん闘とう中にもかかわらず啞あ然ぜんとする。

　剣魔にも変化が見られた。

　今まで攻撃一いつ辺ぺん倒とうだった敵は、自分が食らった攻撃が何だったのか理解できなかったようで、起き上がったあともしばらく攻撃を仕掛けてこなかった。向こうからすれば、自分が攻撃していたはずなのに、なぜか攻撃されたのは自分だった──そんな印象を受けたはずだ。それほどエリザの迎げい撃げきぶりは想像を絶した動きだった。

　だが、剣けん魔まはそれでも攻こう撃げきをやめることはなかった。剣を振ふり上げると、床ゆかを踏ふみ抜くほどの強さで飛び出し、少女との距きよ離りを詰つめてきた。対するエリザは棒ぼう立ちで、明らかに反応が遅れた様よう子すだ。

　いかん、やられる……！

　今度こそまずい、と思ったその矢先に、また不ふ可か思し議ぎな現げん象しようが起きた。剣魔の刃はが少女に達する間ま際ぎわ、エリザの腕が風車のごとく動き、フッと腕が見えなくなったかと思うと剣魔の体がいきなり宙に舞い上がった。轟ごう音おんが響ひびき、剣魔はまたも吹き飛ばされて甲かん板ぱんに叩たたきつけられる。

「ヴアウッ……！」

　繰くり返し煮にえ湯を飲まされ、剣魔は激げつ高こうしたようにうなった。今度は間を置かずに跳はね起きると、地を這はうような低い姿勢から斬きり上げて来る。

　しかしこれも同じだった。少女はほとんど体を動かさず、手だけの動きで相手の剣を弾はじいてみせた。

　な、何が、起きている……？

　エリザの雰ふん囲い気きは明らかに変わっていた。まるで剣魔のことなど相手にならぬというように、手をだらりと下げ、まるで夜風を楽しむようにゆったりとした感じで立っている。

　剣魔は立ち上がる。そこにエリザが一言、低い声で告げる。

「むだ」

　少女はじろりと敵を睨にらむ。

「もう、あなたのこと、わかったから」

　ゆらりと体を前ぜん傾けいさせると、そこからエリザは一いつ挙きよに反はん撃げきに出た。

　魔ま剣けんを斜ななめに下げたまま、頭から突つっ込むように相手との距離を詰める。剣魔もかまわずに前に出て正面からぶつかってくる。

　だが、今度はさらに圧あつ倒とう的てきな差が出た。

　剣魔が腕を動かそうとした瞬しゆん間かん、その機先を制してエリザが攻撃を放った。敵の剣は繰くり出される前に弾かれ、腕が武器とともに跳ね上がる。剣魔は腕を引き戻もどしてさらなる一いち撃げきを放とうとするが、これもまた発動する前にエリザの魔剣によって弾かれる。迎撃というよりも完かん封ぷうといった様よう相そうで、剣魔は攻撃することもできずに後退する。

　圧倒していた。敵は文字通り手も足も出ず、攻撃を試みては、叩き落とされて後退することを繰り返している。

　彼は思い出す。自分がドラセナやエリオットといった剣けん聖せいと戦ったとき、本当になすすべなく手玉に取られた。避よけられたり、防がれたり、という次元ではなく、そもそも剣を手に取ることすらできないほどの屈くつ辱じよく的てきな敗はい北ぼく。今、その圧倒的力量差のある戦いを、エリザは剣魔に対して再現していた。あの剣魔が、まるで相手にならずに一方的にやられている。誇こ張ちようでも何でもなく、まるで赤子の手をひねるがごとくに、エリザがあの化ばけ物を翻ほん弄ろうしている。

　少女は無む造ぞう作さに前に出る。剣けん魔まは取り落とした剣を拾い、それでも凶きよう暴ぼうなうなり声とともに襲おそい掛かってくるが、エリザはまるで未来を予知でもしているかのように、敵の剣けん閃せんを出で鼻ばなで叩たたき落す。大剣とは思えぬ圧あつ倒とう的てき速度、人間の反射神経を超こえた反応。片手で軽々と、疾しつ風ぷうのごとく、弄もてあそぶように敵の攻こう撃げきを叩き落し、弾はじき返し、完かん封ぷうする。しかし相手へと詰つめ寄る歩みはあくまでゆっくりと、ともすれば優ゆう雅がに、凄すごみすら感じさせて少女は前進する。

　な、なんだ、この強さは……!?

　戦せん闘とう中に進化しているのは敵だけではなかった。それ以上の速度で、エリザのほうが進化し、相手の剣閃も癖くせも見切っていたのだ。でなければこうもたやすく敵の攻撃を封ふうじられるわけがない。

　強すぎる……！

　そしてエリザは一度ためをつくったあと、思い切り敵の背後から斬きり上げた。

　その剣けん撃げきはものの見事に命中した。黒く光る剣閃が一いつ瞬しゆんだけ見えた瞬しゆん間かんに、剣魔の体は吹き飛び、高々と舞い上がった。当然ながら数すう瞬しゆんの後には空から落下を始めて、ひしゃげるような音とともにその体が甲かん板ぱんへと突つき刺さる。

「あっ！」

　そこでレベンスは気づいた。剣魔が突き刺さって動けなくなった場所には、何か円形の紋もん様ようが描えがかれ、そこに複数の聖せい剣けんが配置されていることに。

　次の瞬間、甲板には火の手が上がった。油を撒まいていたのか、導火線の炎が一いつ挙きよに走り、それは二重の円となって敵を囲む。その傍かたわらには金きん髪ぱつの女性が立っている。

「闇やみに還かえりなさい」

　ぽつりとサンデリアーナがつぶやくと、配置されていた聖剣が光り、同時に剣魔の体はびくりと硬こう直ちよくする。その全身にはボコボコと血けつ管かんが浮き出て、それは百足むかでのごとく不ぶ気き味みに蠢うごめく。

「ウヴァオォオアアァァーーーーーーッ!!」

　奇き怪かいな声が闇やみ夜よに響ひびくと、剣魔は光に包まれ、その体に浮き出た血管から一挙に血が噴ふき出す。その血は次々に聖剣へと吸い込まれていく。それは血液というより、灰とも瘴しよう気きともつかぬ不気味な黒い流れだった。

　剣魔は逃れようともがく。だが、その体を包んだ光がそれを許さない。身動きが取れぬまま、剣魔は黒い血液を吐はき出し続け、やがて血の勢いが弱まると、その体はひからびた死体のように瘦やせこけ、剣魔はがっくりと膝ひざをついた。

　そして終わりは来た。

　弱体化した剣魔の前に、エリザが堂々と立ちはだかる。すると剣魔は最後の力を振ふり絞しぼり、玉ぎよく砕さい覚かく悟ごとばかりに身を投げ出してきた。

　エリザの腕が大上段に振りかぶられ、それは一挙に振り下ろされた。




　魔ま剣けん一いつ閃せん。




　脳天から魔剣を叩たたきつけられ、剣けん魔まは左右に真っ二つとなった。黒い液体を撒まき散らして甲かん板ぱんに死体が落ちると、それはボソボソと端はしから崩くずれ、空気に溶け込むように細かくなって消えていった。

　剣魔が跡あと形かたもなく消え去ると、あたりには静せい寂じやくが訪れる。わずかに揺ゆれる船上で、レベンスはしばらく無言で立ち尽つくす。

　勝った、のか……？

　甲板ではまだ炎の円が赤々と燃もえている。少女はそこで呆ぼう然ぜんと立っている。青い瞳ひとみは炎を映して光っており、まるで銀ぎん髪ぱつの鬼き神じんのように見えた。

「お、おい、エリザ……？」

　レベンスが話しかける。すると少女は悪いものにでも憑つかれていたのかというくらい、びくっと体を震ふるわせ、「あ……」と声を上げた。

「レベンス……？」

「おまえ、その……平気か？」

「え……」

　少女は自分の体を見下ろし、手足をわずかに動かす。怪け我ががないことを確かめたのか、「たぶん、だいじょうぶ」と曖あい昧まいな返事をした。

　──しかし、驚おどろいたな……。

　少女のあまりにも圧あつ倒とう的てきな強さを前にして、彼はいまだ信じられない。これまでは剣魔という怪かい物ぶつを恐おそれてきたが、実は身み近ぢかな存在が最も怪物じみていた。

　エリザの戦い方が『進化』していることは、元々ルピナス戦のときにも感じていたことだった。しかし、少女の成長速度は彼の予想をはるかに超こえ、剣魔ですら圧倒するほどの劇げき的てきなものとなっている。

　──魔剣が『今こそすべてを返そう』と言っていたのは……もしかして、このことだったのか……？

「二人とも無事か？」

　そこに師し匠しようが駆かけ寄ってくる。『儀ぎ式しき』の跡あとを眺めながら、「とりあえずは成せい功こうじゃな」と残り火を足で消す。その後にサツキが続き、「船員に怪け我がはないようです」と報告を入れる。

「うむ、何よりじゃ。……サンちゃんは大だい丈じよう夫ぶか？」

「ええ、はい……」

　サンデリアーナは疲れたような声を出し、ヴァリエガータを見上げる。その顔は油まみれで、『儀式』の準備におおわらわだったことが窺うかがえる。

「うまくいって……よかったです……」

　儀ぎ式しきの成せい功こうによほど安あん堵どしたのか、金きん髪ぱつの女性は珍めずらしく行ぎよう儀ぎの悪い感じで、甲かん板ぱんにぺったりと座り込むのだった。




　　　　　　　　　２




　夕陽の迫せまる水平線。その向こうに、うっすらと灯台の光が見える。

　ベルベリスの港から出発して十四日目。

　──なんとか、着いたな……。

　途中、剣魔に襲しゆう撃げきされたときはどうなることかと思ったが、全員無事にここまでたどりつけた。これから敵地に入る以上、もちろん気を抜くわけにはいかないが、それでも船旅が終わるのは正直ほっとした。

　襲おそわれた位置から察するに、剣魔はどうやらベルベリスの港から泳いできたようだった。ヴァリエガータの推すい論ろんでは、「デュランダルのやつがわしらの進路を見み越こして、要所要所に剣魔を配置しているのじゃろう」とのこと。それは向こうにとっては戦力分散の愚ぐにも思えたが、デュランダルにとっては剣魔の一人二人は捨て駒ごまに過ぎないのかもしれない。

　船が着岸すると、船員の身元と船内の荷物検けん査さが行われた。ヴェロニカ帝国の兵士に囲まれたときは緊きん張ちようが走ったが、検査自体は形式的なもので、ヤポニカの船乗りたちがうまく取り仕切ってくれた。




「ふひー、やっぱり陸地はええのう」

　宿に入ると、ヴァリエガータがベッドに倒れこむ。「ヴァーさま、はしたないですよ」とサンデリアーナが注意するが、その声も怒っている様よう子すはなく、彼女も椅い子すに腰こし掛かけてほっとした表情だ。

「変な感じ……」

　エリザはベッドに座り、頭を小さく傾かしげる。港についてからも、まだ体が揺ゆれているような気がするらしい。長い船旅にはよくあることだ。

「今日はよく体を休めて、今後のことは明日に話し合おう」

「だな。とにかく疲れたぜ……」

　彼もベッドに倒れこむ。

　すると、エリザもいそいそと彼の隣となりに移動し、靴くつを脱いでコテンと横になる。最近は人目をはばからずにレベンスとひっつくことが多い。

「おい貴様ら」

　それを黒くろ髪かみの少女が見み咎とがめる。

「まさかそうやってまた同どう衾きんするつもりではなかろうな」

「あなたには、関係、ないし」

「目ざわりだ」

「まあまあサッちゃん、こやつらは兄妹みたいなもんでな。大目に見てやれ」

「ヴァーさままで……」

　サツキはなおも不満げな顔だ。

「いずれにせよ、この部へ屋やは五人ではちと狭せまい。二手に分かれるとしよう」

「では、私は別室に移らせていただきます。このような破は廉れん恥ち空間では眠れません。ほら、行くぞサンデリアーナ」

「ちょ、ちょっとサツキ」

　黒くろ髪かみの少女に手を引かれ、サンデリアーナも「で、では皆みなさん、のちほど」と部屋を出ていく。二人が出て行くと部屋が急に静かになる。

「やれやれ、やっとうるさいのが消えた」

　レベンスはせいせいしたというように足を組む。

「まあ、そう言ってやるな。サッちゃんは潔けつ癖ぺきなんじゃよ」

「それにしたって、俺おれのことばかり目の仇かたきにしやがって」

「接し方が分からんのじゃろう。剣術一ひと筋すじで来たから、年とし頃ごろの男と話したことがない。道場の連中からはお姫ひめ様扱あつかいだし、おぬしのようにずけずけと言い返してくる相手は初めてなんじゃないかの？」

「それにしたって、こっちはいい迷めい惑わく……ん？」

　レベンスはそこで、エリザがすうすうと眠りだしたことに気づく。「仕方ない奴やつだな……」と言いつつ、そっと毛布を引き寄せて肩までかけてやる。

　ヴァリエガータは微ほほ笑えましげにそれを見ながら、「ま、サッちゃんも半分はうらやましいんじゃろうよ」とつぶやく。

「え？」

「なに、こっちのことよ」

　彼女はそう言うと、ニタリと意味ありげに笑うのだった。







　その翌よく日じつ。

　船旅の疲れを考こう慮りよして、作戦会議は午後からとなった。レベンスたちの部屋に、昼食を終えたサツキとサンデリアーナが合流する。ベッドを椅い子す代わりにして、五人で小さなテーブルを囲む。

「ここが現在地──ヴェロニカ帝国の東の玄げん関かん港・ダリア。ここから西にある隣となりの都市がアークレイギア。知ってのとおりデュランダル総本家があるところじゃ」

「この距きよ離りだと、早馬で三日だな」

「さよう。目と鼻の先じゃ」

　目的地まで予定にして三日。船旅を終えたことで格段に近くなった決戦の地に、レベンスは身が引き締しまる思いがした。

「ヴァーさま、このあたりにも剣けん魔まが潜ひそんでいる可か能のう性せいはないでしょうか」

　サンデリアーナが一本の街道を指差す。それはアークレイギアへの通り道だ。

「うむ。ここはすでに敵のお膝ひざ元もと。街道に限らず、この港にも剣魔が配置されていると考えるのが自然じゃ」

「なぜすぐに襲おそってこないのでしょうか？」

「さすがにこちらの正確な所在までは摑つかんでおらんのじゃろう。船はひっきりなしに到着するし、乗り降おりする人員も荷物も多すぎる。とてもチェックなどできんよ」

「そうですね……」

　サンデリアーナの質問が途と切ぎれると、今度はレベンスが質問をぶつける。

「じゃあ、海上で襲われたのはどうしてだ？　こちらの居場所を摑んでいるからこそ、奴やつら襲ってきたんだろう？」

「わしが考えるに、あれは剣魔の『本能』じゃ」

「本能？」

「あくまで戦ってみた感想にすぎんが、奴らは殺さつ傷しよう欲求が強すぎて行動が短たん絡らく的てきになっておる。本来なら、あそこは尾び行こうだけにとどめ、味方の合流を待って奇き襲しゆうを掛けるべき状じよう況きようじゃ。単独で襲ってくるのは明らかに愚ぐ策さく。おそらくは標的を狙ねらうことしか考えていない、いや、考えられないというところじゃな」

「確かに、そんな感じはしたな……」

　レベンスは船上で戦った剣魔のことを思い返す。ぎらついた目は殺意に満ち溢あふれており、相手を殺すことだけを考えている、というのはそのとおりに思えた。それは彼が幼少のころに遭そう遇ぐうした剣魔や、ドラセナが変へん貌ぼうした剣魔にも同じことが言える。

「出発の際、ベルベリスでたまたま見つけたから追ってきた。単にそういうことだとわしは考える。あいつらはそもそも死体みたいなものだから、あまり込み入ったことはできんのじゃろう」

「なるほどな……」

　師し匠しようの説明を聞いて彼は納なつ得とくする。

「もっとも、我われらがあの剣魔を倒したことについてはさすがに伝わっているじゃろう」

「今後はさらに慎しん重ちようにことを運ぶ必要がありそうだな」

「うむ、そういうことじゃ」

「それにしても……」彼は気がかりなことを尋たずねる。「死体を操あやつる能力まで持っているなんて、デュランダルってのは本当に何者なんだよ？　そういうのは師し匠しようの十お八は番こだと思っていたぜ」

「奴やつの能力は底が知れん。だが……」

　師匠の瞳ひとみが光る。

「前に小こ僧ぞうが指し摘てきしておったことが、あるいは重大な手がかりになるやもしれん」

「俺おれが指摘したこと？」

「ほら、忘れたのか。あの魔ま剣けんが、夜中にいきなりしゃべったとき──」

　──ひょっとして、その『ロンスヴァール』ってのが……デュランダルのことなのか？

　それは魔剣の話を聞いていて、レベンスが思いついたことだった。急に出てきた『ロンスヴァール』という名前に、少し引っかかりを覚えたのだ。

「思い出したか？」

「ああ、そんなこと言ったっけな……。でも、それがデュランダルの正体につながるのか？　仮にデュランダルの本名がロンスヴァールだったとして、それだけじゃあ……」

「『我われの同どう胞ほうにして仇きゆう敵てきなり』──魔剣はあのとき、ロンスヴァールのことをそう評しておった。魔剣と『同胞』にして『仇敵』。それはつまり、人間とは別の存在、ということじゃ」

「人間とは、別の存在……」

「なに、これはあくまでわしの推すい測そく。裏づけは何もない。ただ、もしこの推測が正しければ、奴が剣魔を操あやつれるカラクリはもしや──」

　そこでヴァリエガータは口を閉じる。その顔は急に険けわしくなった。

「どうした、師匠？」

「ああいや」声のトーンが低くなる。「まだ言葉にする段階にはない、と思うてな」

「……？」

　急に話を打ち切る師匠を見て、レベンスは少し怪け訝げんに思う。

　ヴァリエガータはそれきり黙だまってしまった。




　　　　　　　　　○




　それから何日かは、作戦の「仕込み」に当てられた。

　聖都アークレイギアは隣となり町まちなので、地の利を生かしてさまざまな情報収集を行う。特に、デュランダルが今でも総本家の屋や敷しきにいるのか、それともすでに旅立ってしまったのかは絶対に確認すべき情報だった。

　港町ダリアは交こう易えき都市だけあって、港にも街にも盛んに人々が往おう来らいしているが、一方でヴェロニカ帝国軍とおぼしき兵士たちの姿も随ずい所しよに見られた。それが『剣けん聖せい殺し』に対する警けい戒かい網もうであることは論ずるまでもなく、レベンスたちは向こうに気け取どられぬように慎しん重ちように事を運んだ。

　そして数日後。

「……デュランダルの所在については、以上となります」

　サンデリアーナが会議の場で報告する。手分けをした結果、集められた情報はどれもぴたりと一いつ致ちしていた。

「俺おれも複数の筋すじから確認した。兵士も商人もみんな同じことを言っている。ここ一ヶ月はずっと屋や敷しきにいて、時おり街に姿を見せたりもしているらしい」

　レベンスも自分の集めた情報を述べる。デュランダルの所在は特に秘ひ密みつ事じ項こうでもないらしく、街の誰だれに話題を振ふっても似たような返答だった。いわく、「剣けん聖せいさまはご実家で静養しておられる」。実家とはもちろん聖都アークレイギアにあるデュランダル総本家のことだ。

「腑ふに落ちんな」

　フンッ、とヴァリエガータが納なつ得とくいかない顔で鼻を鳴らす。

「なんでだ、師し匠しよう」

「どうもこうもない。あやつらしくないと思うてな」

「らしくない？」

「ああ。前も言うたじゃろ、デュランダルは根が慎しん重ちよう派は。こちらが攻めてくるとなれば、自分は行方ゆくえをくらまし、部下に不意打ちをさせるようなタイプじゃ」

「船に剣けん魔まを差し向けたときみたいにか？」

「そうじゃ。剣魔の一人や二人、あやつにとっては失っても大して痛手ではない。だが、それでこちらが全ぜん滅めつしてくれれば儲もうけもの。当然そのくらいの計算はしているじゃろう」

「では、ヴァーさまはこれが罠わなだと？」

　サンデリアーナが問うと、「うむ」と剣けん聖せいはうなずく。

「向こうにはこちらを討うち取る算段がある。絶対的な勝算、というくらいのな。だから居きよ城じようでドンと構えておるに違いない」

「じゃあこういうことか？　俺たちが総本家を強きよう襲しゆうしたら、そこはもぬけの殻からで、剣魔だけが待ち伏ぶせしている、とか」

「ありうる。リスクなしで欲しいものを手にする、あやつらしい発想じゃな」

「そうなると、ヴァーさま」そこでサツキが話に入る。「デュランダル自身は、アークレイギアの屋敷にはいないと？」

「分からん。いれば罠じゃし、いなくても罠。そんな気がする」

「しかしそれでは打つ手がありませぬ」

　黒くろ髪かみの少女は眉み間けんに皺しわを寄せる。

「まあ、結論を急ぐな」

　経験豊かな老剣聖は、軽く手をかざして血気盛んな若人わこうどを制する。

「……それでサンちゃん、報告の続きを」

「はい」

　金きん髪ぱつの女性はうなずき、報告に戻る。

「デュランダルの屋や敷しきは、アークレイギアの郊こう外がい、広大な敷しき地ちの中にあります。そして、この周囲には軍隊が二重三重に配備されており、蟻あり一いつ匹ぴき通さぬ厳げん戒かい態勢となっております」

「街の中は？」

「軍服を着た兵士や、私服の密みつ偵ていたちの巣そう窟くつと思われます。民間人や商人たちにも協力者が多いようです」

「怪あやしい奴やつは密みつ告こくせよ、か。他にはどうじゃ？」

「警けい備び態勢は昼夜問わず、切れ目なく続いております。デュランダル総本家に入るためには刀とう剣けん類るいは一いつ切さい禁止、身内の人間ですら身元確認するほどの念の入りよう」

「ふーむ……」

　ヴァリエガータは天てん井じようを仰あおいで嘆たん息そくする。そばで聞くレベンスも、説明が続くたびに壁かべが高くなるような感覚に陥おちいる。

「剣けん魔まについては？」

「分かりません。ただ、もしデュランダルが屋敷内にいるのなら、そばに控ひかえているのは確実でしょう」

「目もく撃げき者しやもおらんのか？　たとえば、屋敷内に夜な夜な怪あやしい影が、とか、光る眼めが、とか」

「そこまでは確認できませんでした。ただし、デュランダル当人をアークレイギアの街で見た者や、屋敷に帰っていくのを目撃した者は多数いるそうです」

「剣けん聖せいの場合、そうそう影かげ武む者しやも立てられまい。やはりそこにいる公算は高いか……」

　サンデリアーナはその後も報告を続け、最後に「アークレイギアの情報は、以上です」と締しめくくった。

「近づくだけでも一苦労だな」

　報告を受けてレベンスが感想を漏もらす。

　一いつ瞬しゆん、皆みなが沈ちん思し黙もつ考こうしていると、

「ヴァーちゃん」

「なんじゃ小こ童わつぱ。いい案でもあるのか？」

　エリザは真ま面じ目めな顔でうなずく。

「正面、突とつ破ぱ」

「馬ば鹿かかおまえは」

　すかさずレベンスが突つっ込む。

「そんなことしたらあっという間に囲まれて袋ふくろ叩だたきじゃねぇか。少しは頭を使え」

「む……っ」

　エリザは不ふ機き嫌げんそうに頰ほおを膨ふくらます。

「ばかじゃないし」

「馬ば鹿かだ、馬鹿」

「ばかじゃないし。かしこいし」

「まあまあ」

　サンデリアーナが困った顔で止めに入る。

「正面からは、ちっとなあ……」

　ヴァリエガータはポリポリと頰を搔かく。単純な性格の弟で子しに困り顔だ。

「あの、ヴァーさま」

「なんじゃ、サッちゃん」

「剣けん魔まは、命令どおりにしか動けない……そういうことでしたね？」

「うむ、今までに得られた数少ない情報からだと、そういう推すい測そくが成り立つ」

「だとしたら、それを利用して作戦を立てられないでしょうか？　たとえば──」

　サツキは地図の上に、一デリウス硬こう貨かを数枚置く。それを動かしながら自分の作戦案を説明する。それは船での戦いを参考に、剣けん魔まの行動原理を逆さか手てに取るものだった。

「ふむ、それは古来より伝わる『誘ゆう虎この計』じゃな」

「ゆうこのけい？」

　エリザが首をひねると、サツキが「そんなことも知らんのか」と悪あし様ざまにののしる。エリザはムッとした顔をして「しってるし」と返す。

「では説明してみろ」

「うぐ……」

「『誘虎の計』なら俺おれも知ってるぜ」

　レベンスはさりげなく助け舟を出す。

「あるところに村の作物を荒らす二匹の『虎とら』がいた。虎はどちらも強い上にいつもいっしょにいるので、それらを討うつのは容よう易いではない。だから、囮おとりになった村人が片方の虎を誘さそい出し、巣す穴あなに残る虎を村人全員で討った、という話だ」

「とら、かわいそう」

「要するに、陽動作戦ってやつだ」

「ふん、馬の骨にしてはよく知っているではないか」

「傭よう兵へい時代によくやった。逆にやられたこともある。一番荷が重いのが、巣穴から最初に虎をおびき出す役目だな」

　レベンスは一つだけ机き上じようの外れに置かれていたコインを軽く弾はじく。

「ふむ、誘虎の計か」

　師し匠しようは少し身を乗り出す。

「小こ僧ぞうの言うとおり、この計略は敵の主力をおびき出す『囮』が最も重要となる。しくじると捨て駒ごまになるし、うまくいっても危険は避さけられん」

「だよな……」

　レベンスは表情を少し険けわしくする。

　今回の場合に置き換かえると、おびき出す相手は行動原理が単純な剣けん魔またちのほうだろう。一人が剣魔をひきつけ、残る全員でデュランダルを叩たたく。それができれば一番勝算が高そうではあるが、では誰だれが囮おとりの役をするかが問題だ。

　──よし。

「俺おれがやる」

「だめ」

　エリザが即そく座ざに否ひ定ていする。

「なんでだよ」

「だめったら、だめ」

「理由を言え」

「レベンス、しんじゃう」

「死なねぇよ」

「しんじゃう」

「だから死なねぇって」

「でも」

　エリザはなおも食い下がる。

「けんま、いっぱい。すごく、きけん」

「それを言ったら、俺以外の誰だれが行っても危険だろ」

「でも、だめ。レベンスは、だめ」

　二人が押し問答をしていると、今度は師し匠しようが志願した。

「ここはわしが行こう」

「駄だ目めです」

「なぜじゃ、サンちゃん」

「ヴァーさまは剣けん聖せいとして一番デュランダルのことを熟じゆく知ちし、また、この中で唯ゆい一いつデュランダル邸ていに入ったことのある人間です。最後の決戦に欠かすことはできません」

「ぬ……」

　サンデリアーナの理り路ろ整せい然ぜんとした説明に、ヴァリエガータは反論できずに黙だまる。

　すると、

「ここは私の役目のようだな」

　黒くろ髪かみ少女がずいっと身を乗り出す。

「サツキは性格的に直ちよく情じよう径けい行こうだから、囮役は不向きです」

「ぬっ」

　途と端たんにサツキが顔をしかめる。だが、相手がレベンスではなくサンデリアーナであるせいか、その場では言い返してこない。

「じゃ、じゃあ、わたし──」

「駄だ目めです」

「うう」

　エリザは言い終わる前に撃げき沈ちんされる。

「エリザさんはこちらの最大戦力です。デュランダルと戦う上で欠かせません」

　サンデリアーナは冷静に理由を述べる。

　──まあ、そうだよな。

　その点についてはレベンスも同感だった。先日、船上で見せたエリザの戦いぶりは圧あつ巻かんだった。その急きゆう激げきすぎる成長への疑問はいまだ残るものの、エリザを抜きにしてデュランダルとぶつかることは考えられない。

「サンちゃん、さっきから駄目だしばかりじゃのう。ではどうしろというんじゃ？」

「私が行きます」

「え？」

「私なら、例の『儀ぎ式しき』にも詳くわしいですし、自分でも適任だと思います」

　あれっ、とレベンスは不ふ審しんに思う。サンデリアーナがこんなふうに強気に言い切るのは珍めずらしい。いつもなら「私なんて……」と控ひかえめに出るところだ。

　──まさか……。

　レベンスには危き惧ぐがあった。もしサンデリアーナが囮おとりとなって剣けん魔まと戦うことになれば、そのときは聖せい剣けん『双龍乃牙ズルフイカール』を再び使うかもしれない。当然、聖剣の使い手である彼女自身もその可か能のう性せいを考こう慮りよに入れているだろう。

　彼はヴァリエガータに目配せする。その視線に感づいた師し匠しようは、さらに表情を厳きびしくして、「ううむ」とうなる。サンデリアーナが聖剣を使用した事実はもちろん師匠にも知らせてあるので、彼の意図は伝わったはずだ。

「大だい丈じよう夫ぶです、ヴァーさま。私を信じてください」

「ぬう……」

　サンデリアーナの強い申し出に、師匠はなおも迷う。おそらく、彼女しか適任者はいないとうすうす気づいているのだ。サンデリアーナなら剣術の腕も立つし、冷れい静せい沈ちん着ちやくだし、例の儀式にも詳しい。これ以上の人選はないだろう。それでも首を縦たてに振ふれないのは、作戦の危険度を考えてのことだ。

「あと一人」

　搾しぼり出すように、老剣けん聖せいは言う。

「サンちゃんの相方が必要じゃ。でなければ、この作戦は認められん」

　苦く渋じゆうの決断を述べると、サンデリアーナは「相方……」とつぶやく。

　サンデリアーナは一人一人の顔を見る。それからギュッと膝ひざの上で手を握る。

　なんとなくだが、彼女の考えていることは分かる。

　敵は剣けん魔ま。一人倒したとはいえ、残りは少なくとも七人いる。それらを本ほん拠きよ地ちから誘さそい出して引き付けることは、死地に飛び込むも同然の行こう為いだ。ことによると、デュランダル一人を相手にするよりも危険な役回りかもしれない。

　──死ぬ気か……？

　彼女の想いが、その悲ひ壮そうな表情からレベンスにも伝わってくる。真ま面じ目めな性格のサンデリアーナのこと、死ぬのは自分一人でいい、と思いつめているのだろう。エリザのために死を覚かく悟ごした彼には、同じく覚悟を決めた彼女の気持ちが伝わってくる。

　どうすればいい……？

　仲間の命が懸かかった問題に、容よう易いには答えを出せない。

　沈ちん黙もくが訪れる。

　ヴァリエガータがもう一度「いや、やはりわしが……」と言いかけたとき、黒くろ髪かみの少女がピッと手を挙げた。

「私が残ります」

「サッちゃん……」

「ヴァーさまは、この出で来き損そこないの弟で子し二人の面めん倒どうを見るべきです」

「おいサツキ、出来損ないとはなんだ」

「私とサンデリアーナは修しゆ行ぎよう時代から剣を交えた仲間。お互たがいの癖くせも太た刀ち筋すじも知り尽つくしています。私たち二人が残るのが最も適任だと考えます。違いますか？」

　サツキはまっすぐに師し匠しようを見つめる。その瞳ひとみからは強い意志が伝わってくる。

「…………」

　師匠はしばらく目を閉じ、その案を検けん討とうする。眉み間けんに寄った皺しわが苦く渋じゆうを感じさせる。

　そして、苦しげに「……よかろう」と搾しぼり出した。

「だが、ひとつだけ言っておく」

　老剣けん聖せいは優やさしげに、それでいて強い力を込めて若者たちを諭さとす。

「これは人じん類るいの未来を救うと同時に、わしらの未来を勝ち取るための戦い。おぬしらのような前途ある若人わこうどが死んで、世界が救われたからめでたしめでたし、とはならんからな？　必ず全員生きて帰る。これはそのための作戦だと肝きもに銘めいじよ。よいな？」

　師匠が力強く言うと、弟子たちは一いち様ようにうなずいた。
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　聖都アークレイギア。

　剣けん聖せいデュランダルの本ほん拠きよ地ちであり、ヴェロニカ帝国のみならずアストラガルス全土においても格かく式しきと伝でん統とうある有名都市だ。この地においてデュランダルとは、剣聖の名であり、聖せい剣けんの名であり、絶対的統治者の名でもある。

　デュランダル家が多くの剣聖を輩はい出しゆつしてきたこともあり、この地は二千年に渡って戦火にさらされたことは一度もなく、剣聖の庇ひ護ごの下もとで世界最大級の都市へと発展した。「アークレイギア様」と呼べば剣聖デュランダルのことを指し、都市名はもはや剣聖の代名詞にまで定着している。

　──いよいよ明日か……。

　アークレイギアの中心部からやや離はなれた商店街、その一いつ角かくにある老舗しにせの宿屋。レベンスたちは数日前から素す性じようを隠かくしてここに泊とまり込んでいた。宿にはササブネ亭ていの船乗りたちも泊まっており、明日の作戦でも重要な役割を果たしてもらうことになっている。

　港からアークレイギアまでの道中は、拍ひよう子し抜けするほど順調だった。剣けん魔まの襲しゆう撃げきに備えて、行きの馬車内では終しゆう始し警けい戒かいして身み構がまえていたが、襲おそってくるものは野の良ら犬いぬ一匹いなかった。それは歓かん迎げいすべきことというより、かえって不ぶ気き味みな印象を与えた。

　明日の作戦についての入念な打ち合わせも終わり、あとは休むだけとなった夜。

　レベンスはベッドの上で眠れぬ夜を過ごしていた。明日になれば作戦が決行される。剣聖デュランダルと、彼女に仕える剣魔たちとの最終決戦。その結果のいかんによって、自分とエリザ、そして世界の命運が決まる。緊きん張ちようせぬほうがおかしいのだが、ヴァリエガータなどはすうすうと安らかに眠っている。サツキもサンデリアーナも静かな寝息を立てており、レベンスは自分の小心さが嫌いやになる。見張りのほうはササブネ亭の船乗りたちに任せているので、今は休むことに専念すべきなのだが、それでも目が冴さえてなかなか眠れない。

　明日に備えて早く寝なければ。そう思って目を閉じ、ひたすら眠くなるのを待つ。だが、瞼まぶたの裏に浮かぶのは明日戦う敵のことばかりで睡すい魔まは襲ってきそうにない。

「いっそ、風ふ呂ろでも入るか……」

　思い立って、彼はベッドから起き上がる。

　アストラガルス北部は火山地帯なので、各地に湯が湧わき出る源泉がある。このアークレイギアも例外ではなく、たいていの宿には源泉から引いた温泉が併へい設せつされ、わざわざ湯を沸わかさなくても自由な時間に入浴できるのが売りだ。さすがに度胸が据すわっている彼の師し匠しようは、昨晩も人目をまるで気にしないかのごとく鼻歌交じりに湯ゆ浴あみをしていた。

　ここまで来たなら、俺おれも開き直るか……。

　そう思った彼は、パンッと自分の顔を叩たたき、重い腰こしを上げた。
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「ふう……」

　露ろ天てんの月を見上げながら、レベンスは湯の中で手足を伸ばす。お湯に浸つかってもなお体が強こわ張ばっているのは、明日の決戦を前に緊きん張ちようしているせいだ。

「こよい、かぎりの、つき、ならば……」

　師し匠しようが口ずさんでいた歌を真ま似ねてみる。だが、それもすぐに途と切ぎれ、気分はまた沈んでいく。

　体は温まったし、もう出るか、と彼が思ったときだ。

　カラリ、と戸が開く音がした。

　──誰だれだ、こんな時間に……。

　そこで彼はハッとする。

　よく考えたら、エリザと旅に出て以来、風ふ呂ろや水浴びのたぐいではひどい目に遭あってばかりだった。これまでいったい何度痴ち漢かんやのぞき魔まに間ま違ちがわれたことか。

　いや、まさか、最後の戦いの前だぞ。ここまで来てそんな──。

　嫌いやな予感を覚えつつ、ゆっくり振ふり向くと、

「ぶっ」




　全ぜん裸らのエリザがいた。




「またか……っ！」

　レベンスは思わず叫さけぶ。目の前には流れるような銀ぎん髪ぱつの少女。一応は申し訳わけ程度に布地で体を隠かくしているが、少女の豊かな胸は大だい胆たんにはみ出している。

「バカ、俺おれが入ってるだろっ」

「知ってる」

「じゃあ、もう上がるから」

「だめ」

「へっ？」

「レベンス、いっしょに、入る」

「何を言って──」

　そんな問答をしているうちに、エリザはちゃぷんと湯船に足を突つっ込む。白いお尻しりがレベンスの前を横切り、そのまま腰を下ろす。ちょうど、彼が伸ばしている足の間に、エリザがすっぽりと収まる位置だ。

「な、な……何、考えてんだよ」

「あったかい」

「おう、あったかいな……って、そうじゃなくてっ」

　レベンスは焦あせるが、エリザは聞く耳を持たず、それどころか彼のほうに体を預けてくる。まるで馬に乗っているときと同じような甘あまえ方だが、いかんせん今は二人とも全ぜん裸らだ。

「ひさしぶり、だね」

「な、何がだ？」

「おふろ、いっしょに、はいるの」

「ああ……」レベンスも思い出す。「そういや、前も入ったっけな……」

　それはたしか、少女と会って間もないころだった。ザッハルの宿場町で、今みたいに温泉に浸つかっていたら、エリザが勝手に入ってきた。あのとき宿の店員に変へん装そうしていたのがヴァリエガータだったか。

　彼は少し懐なつかしい気持ちになる。若い男女でいっしょに風ふ呂ろに入るのはまずいと思う気持ちもあるが、明日のことを考えればそれも小さなことに思えた。

　──こいつといっしょに過ごす時間のほうが、ずっと大切か。

　夜空を見上げながら、月明かりが射さす一角で、二人は湯船に浸かる。奇き妙みように静かで、穏おだやかで、湯が流れ出る音しか聞こえない。明日が決戦の日とは思えぬ、なんだか不ふ思し議ぎな気分だった。エリザの横顔は月明かりに照らされて、やわらかな陰いん影えいをなし、時おり水滴が肌はだを滑すべり落ちる。改めて見る少女はやはり美しく、彼は少し見とれた。

「月、きれい」

「そうだな……」

　レベンスも空を見上げる。丸い輪りん郭かくが空に穿うがたれた穴のように煌こう々こうと光っている。

「ひょっとして、眠れなかったのか？」

「うん」

「そうか」彼は微ほほ笑えむ。「俺おれもだ」

「いっしょ、だね」

　エリザも笑みを浮かべる。そして、彼の胸板に頭を預けた。

　少女のぬくもりが、ぴとりとくっついた体から伝わってくる。そうしていると、先ほどまで強こわ張ばっていた心が、ゆるやかにほどけていくような気がした。

「レベンス」

「なんだ」

「ゆめ、あったよ」

「……え？　夢？」

「うん。ゆめ。わたしの、ゆめ」

　それは前に、レベンスが少女に尋たずねたことだった。夢はないのか、という質問に、エリザはとっさに答えられなかった。あのとき結んだ約やく束そくは、「レベンスの故こ郷きようにいっしょに行く」というものだったが、それはレベンスの希望にエリザが乗っかった形だ。

「なりたいもの、あった」

「へえ」

　レベンスは興きよう味みが湧わく。エリザがそんなことを口にするのは初めてだからだ。

「いったいなんだ、それは」

「んっとね……」

　少女は少し体を横向きにし、それから彼を上うわ目め遣づかいに見つめた。少女の豊かな胸がもろに見えてしまい、レベンスは思わず視線をそらす。

「わらわない？」

「ん……ああ。笑わねぇよ」

「ほんとう？」

「本当さ。さあ、教えてくれ」

「それじゃあ……」

　エリザは少しもじもじして、でもどこか幸せそうに『夢』を語った。

「およめさん」
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「ふぇっ？　よめさん？」

　これには意表を突つかれた。

「それは……『結けつ婚こんしたい』ってことか？」

「けっこん？」

「いや、だから嫁よめさんって言ったら結婚だろ。違うのか？」

「……？」

　エリザは小首を傾かしげ、初めて見る景け色しきに戸と惑まどう雛ひな鳥どりのようにきょとんとする。どうやら少女の中では『嫁』と『結婚』がつながっていないようだ。

「まあ、結婚はいいとして、なんでまた『およめさん』になりたいんだ？」

「ひらひら、着たい」

「は？」

「白くて、ひらひらしてる、きれいなの、着たい」

「ああ……」彼はそこでやっと理解が追いつく。「花はな嫁よめ衣い裳しような」

「はなよめ、いしょう……」

「思ったより女の子らしい趣しゆ味みなんだな」

「え？」

「あ、いやなんでも」

　あまりからかうと少女が拗すねてしまう。今はエリザの話をもっと聞きたかった。

　こんなふうに話すのは、今夜で最後かもしれないから。

「むかし、村で、見たの。およめさん、まっしろで、ひらひらしてて、すごく、すごく、きれいだった。だから、わたしも、あれを、着たい」

「それが夢か」

「うん」

「そうか、花嫁衣装か……」

　これも似たようなことが前にあったな、と思い出す。あのときは確かヴァーゼリア帝国の検問で、エリザを貴族令れい嬢じように変へん装そうさせたときだった。ドレスを着たエリザは、それがとても気に入ったようで、検問を突とつ破ぱしたあとも脱ぐのを惜おしがっていた記き憶おくがある。

「似合うかもな」

「え？」

「ほら、花嫁衣裳。おまえに似合うと思うぞ」

　レベンスは想像してみる。エリザが純白のドレスを着て、きちんと着き飾かざったら、それは美しい花嫁になるだろう。

「ほんとう？」

「ああ。本当だ。きっと似合う」

「えへへ」

　エリザは花が咲さいたように、満面の笑みを浮かべた。

「じゃあ、レベンスのこきょう、いったら、およめさんに、なる」

「え、俺おれの故こ郷きよう？」

「だって、前に約やく束そくした」

「ああ、それは約束したが……俺の故郷、誰だれもいねぇぞ？」

　レベンスはぽりぽりと頰ほおを搔かく。こいつはいったい、誰と結婚するつもりなんだろう。

　そこで少女が「ふ……ふぇっくちゅん！」とくしゃみをした。形のよい小さな鼻からズズッと鼻水が垂たれる。

「んぁ、れべ、んず……」

「いいから鼻をかめ」

　レベンスは手ぬぐいをギュッと搾しぼったあと、少女の鼻に押し当てる。エリザは「ちゅーんっ」と音を立てて鼻をかむ。露ろ天てん風ぶ呂ろなので、吹き抜ける夜風に体を冷やしたようだ。

「ほら、部へ屋やに戻もどるぞ」

「ううん」

　少女は小さく首を振ふる。

「もう少し、はいる」

「風か邪ぜひくぞ」

「でも、あと、ちょっとだけ」

「仕方ねぇな……じゃあ、ちゃんと肩まで浸つかれ」

「うん」

　エリザは言われたとおりにする。そしてまた「あったかい、ね」と微ほほ笑えむ。「そうだな」と彼も返す。

「レベンス」

「なんだ」

　すると少女は、そっと湯船の中で移動し、彼の隣となりに寄ってきた。銀色の髪かみの毛が、濡ぬれたまま彼の肩に触ふれる。

「レベンス」

「だからなんだ」

「…………」

　少女は上うわ目め遣づかいで、彼をじっと見つめる。それは何か言いたげで、それでいて見つめているだけで満足しているような不ふ思し議ぎな表情だった。青い瞳ひとみが彼をまっすぐ映し、それが月の光で美しく光っている。

「変なやつだな」

「変じゃないし」

「いや、変だろ」

「普通だし」

　そんな会話を交わしながら、二人は湯船で隣となり合ったまましばらく入っていた。

　やがて、会話は途と切ぎれ、浴室には静せい寂じやくが訪れた。

　エリザが彼の肩に、そっと頭を寄せる。

　言葉は交わさなかった。ただ、お互たがいの温もりだけを感じて、夜空を見つめる。それだけで心が満ち足りるような気がした。

　月は丸い輪りん郭かくを光らせ、二人を見守っていた。

　二度目のくしゃみが響ひびくまで、二人はずっとそうしていた。
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　翌よく日じつの昼。

　大型の馬車に揺ゆられ、一いつ行こうは決戦の地へと進んでいた。

「このようなもので、本当にバレないでしょうか」

　サツキは自分のかぶった『かつら』をいじり、不安というよりも不ふ愉ゆ快かいな顔をする。

「サッちゃん、よく似合っているぞ」

「そういう問題ではありません。それに、この服は手足も胸も露ろ出しゆつしすぎです」

「仕方あるまい。小こ童わつぱはいつもそんな格かつ好こうだし」

「意外なほど似合ってるぞ、サツキ」

「うるさい、今度言ったら叩たたっ斬きるぞ」

　サツキはあちこちに嚙かみ付いては、眉み間けんに皺しわを寄せる。よほど今回の変へん装そうが気に入らないようだ。

「さて、ここらで別れるとしよう。馬車を止めよ」

「はっ」

　ヴァリエガータの一言で、馬車がゆっくりと減速し、馬のいななきとともに動きを止める。

「それではサッちゃん、よろしく頼たのむぞ」

「はい、ヴァーさま。この格好は不本意ですが、どうかご安心してお任せください」

「うむ。サンちゃんもしっかりな」

「はい、ヴァーさまもご武運を」

　サンデリアーナは膝ひざをつき、ヴァリエガータをひしと抱きしめる。これが今こん生じようの別れになるかもしれないと知ってのことだ。

「二人とも、すまないな」

　レベンスも二人に声をかける。危険な役を割り振ふり、申し訳わけない気持ちでいっぱいだった。

「レベンスさん……」

　サンデリアーナが少し視線を伏ふせると、レベンスは彼女の耳元で囁ささやくように言った。

「使わないわけにはいかないだろうけど……使いすぎには気をつけろよ」

　それは聖せい剣けん使用のことだった。するとサンデリアーナはかすかに微ほほ笑えみ、「お互たがいに、ですね」と答えた。レベンスも苦笑し、うなずき返す。

　一方でサツキは「ふん」と鼻を鳴らし、眉まゆを少し上げて彼を睨にらむ。

「しっかりやれ、くれぐれもヴァーさまの足を引っ張るなよ」

　それは高こう圧あつ的てきな口調ではあったが、少女なりの励はげましに思えた。

　レベンスは「へっ」と笑い飛ばす。

「おまえこそ、サンデリアーナの足を引っ張るなよ」

「ほざけ、誰だれに口を利きいている」

　サツキも強気に言い返してくる。最後まで口の減らない両者だった。

　エリザも二人に声を掛け、別れをすませると、いよいよ時間が来た。

　二人は馬車から降おり、振り返らずに路地裏へと姿を消す。

　銀ぎん髪ぱつの少女は窓から顔を出したまま、まだ後方を窺うかがっている。その横顔はひどく心配そうだ。

「あいつらは大だい丈じよう夫ぶだ。心配なら、俺おれたちがとっととデュランダルを倒せばいい話さ。そうだろ？」

「……うん」とエリザはなおも不安げにうなずき、やっと座る。

　五人から三人になった馬車の荷台は、その分だけスペースができて広くなる。今回の作戦はサツキとサンデリアーナの二人が陽動部隊となり、残る三人が突入部隊となっている。サツキが変へん装そうしていたのも陽動のためだ。

　それから馬車は、何度か角かどを曲がり、人口の多い区画から郊こう外がいへと移動していく。

　やがて、銀色の屋や敷しきが建物の隙すき間まからチラリと顔を出す。あれが今回の目的地・デュランダル総本家だ。

　道を行く兵士の数が急に多くなり、こちらの馬車にも刺すような視線を送ってくる。あと少し進めば軍隊に取り囲まれるだろう。

「ここらでよかろう。止めてくれ」

　馬車が静かに止まる。兵士たちが遠目にこちらを窺っているが、まだデュランダル家までは距きよ離りがあるため、尋じん問もんにはやって来ない。

「さて、わしらは時が来るまで休むとしよう」

　ヴァリエガータが背もたれに寄りかかり、足を伸ばす。

「ヴァーちゃん」

「なんじゃ」

「サンちゃんたち、だいじょうぶ、かな」

「心配いらん」

　師し匠しようは躊ちゆう躇ちよなく告げる。

「今は仲間を信じ、己おのれのやるべきことに集中しろ。よいか」

「うん」

「なーに、きっとうまくいく。すべてが片付いたら明日は全員で大だい宴えん会かいじゃ。のう？」

「ああ、そう願いたいね」

　レベンスはうなずき、剣を握り締しめる。

　自分の手が震ふるえているのが分かる。これから始まる戦いに、湧わき上がる戦意と、腹に沈むような不安が入り混じる。それはエリザも同じようで、彼女の場合は自分のことよりも仲間の安あん否ぴのほうが気にかかるらしく、さっきから表情が曇くもっている。

「そう硬かたくなるな。今からそれでは先が持たんぞ」

　ヴァリエガータはいつもと変わらぬ調子で微ほほ笑えむ。こんなときでもどっしりと構えている師匠がひたすらに頼たのもしい。

　時は静かに過ぎる。薄うす暗ぐらい荷台には太陽の光がわずかに射さし、それは徐じよ々じよに角度を変えていく。

　エリザが隣となりに来る。彼が肩を抱き寄せる。ヴァリエガータはちらりとこちらを見るが、今は何も言わなかった。

　さらに時が経たち、わずかに肌はだ寒ざむさを感じたころ。

　師匠がカッと目を見開き、腰こしを浮かす。それを見たレベンスとエリザもびくりと身じろぎする。

「（申し上げます……！）」

　荷台の暗あん幕まくを開き、見覚えのある男が声を潜ひそめて言う。ササブネ亭ていの船乗りの一人だ。

「サツキお嬢じよう様が、軍と交戦を始めました」

「して、首しゆ尾びは？」

「黒く不ぶ気き味みな剣士が数名、現場へと近づいております」

「人数はどうじゃ？」

「三人までは確認しておりますが、それ以上はまだ……」

「ふむ、ご苦労。おぬしは引き上げてくれ」

「はっ」

　男は荷台から顔を引っ込めて姿を消す。

「さて」

　ヴァリエガータがすっと窓から外を窺うかがう。うろうろしていた兵士たちの姿は数を減らし、残っている者も何やらあわただしい雰ふん囲い気きだ。

「頃ころ合あいじゃな」

　師し匠しようは二人の弟で子しに視線を向け、「準備は良いか？」と尋たずねる。二人は小さく無言でうなずく。

「やっとくれ」

　御ぎよ者しやに合図すると、馬車はゆっくりと動き出す。もちろんこの御者もササブネ亭の一員で、今日の段取りもすべて伝えてある。

　しばらく道を進み、角かどを曲がる。するとデュランダル総本家の巨大な屋や敷しきが視界に入る。貴族の邸てい宅たくに比べれば決して大きな建物ではないが、今はそれが実物よりも大きく見える。

　今回の作戦は、サツキが考案した『誘ゆう虎この計』だ。その手はずどおりに二人が派手に暴れているらしく、兵士たちは血けつ相そうを変えて続々と出しゆつ撃げきしている。

　──二人とも、無事でいてくれよ……。

　それが虫のいい願いだとは分かっていても、やはり祈いのらずにはいられない。エリザも思いつめたように膝ひざの上で両の拳こぶしを握り締しめていることから、きっと同じ気持ちなのだろう。あの凶きよう悪あくな剣けん魔またちを引き付ける役目は、危険を通り越こして狂気の沙さ汰たといっても過言ではない。そして、それはこれからあのデュランダルに挑いどむ彼ら自身にも言えることだった。

　馬車はひっそりと進んでいく。やがて、それは屋敷の正門からやや離はなれた、高い壁かべのそばで停止する。

「行くぞ」

　師匠が腰こしを上げ、馬車の荷台から外へと降おりる。

　レベンスは一度エリザを見ると、互たがいにうなずき合い、師匠の後に続いた。
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　同時刻。

「剣けん聖せい殺しが出たぞ！」「逃がすな！」「応おう援えんを呼べ！」

　予定通り『陽動部隊』の二人は、軍隊と交戦していた。

　──さすがね。

　サンデリアーナの眼がん前ぜんでは、『剣聖殺し』に変へん装そうしたサツキが大立ち回りをしている。何人もの兵士に囲まれながら決してひるむことなく、長い銀ぎん髪ぱつを振ふり乱し、疾しつ風ぷうのごとく剣を振ふるって撃げき退たいしている。

「ひるむな！」「取り囲め！」「こっちだ！　こっちに剣聖殺しがいるぞ！」

　銀髪で立ち回る少女を『剣聖殺し』だと誤ご認にんした兵士たちは、一いつ斉せいに彼女を狙ねらってくる。

　だが。

「うぐぁっ……！」

　サツキの剣がまた一人、兵士を跳はね飛ばす。すでに地面には二十名近い男たちが転がっており、それぞれが胸や腹などを押さえて呻うめいている。

　デュランダル総本家から離はなれることしばし、小高い丘にある雑ぞう木き林ばやし。大木に挟はさまれるように陣じん取どったサツキは、気合いを入れて剣を構え直す。何本かの木々を倒して路地裏のようなスペースをつくり、そこに陣取ることで相手の進路をうまく狭せばめている。こうなると敵は一度にせいぜい三人までしか襲おそいかかれず、雑ぞう兵ひよう相手に遅れを取る彼女ではなかった。

　サンデリアーナはフードを目ま深ぶかにかぶり、サツキの後方にある巨木の裏で待機している。もちろんサツキが窮きゆう地ちのときには駆かけつけるつもりだが、今のところその心配はなさそうだ。

　むしろ懸け念ねんすべきは──

　来た……っ!!

　サンデリアーナは目を見開く。丘のふもとに地を走る黒い流星のような塊かたまりが見え、それはこちらへと登ってくる。今のところ、数は一つだけだ。

　彼女は懐ふところに手を入れ、小さな金色の鈴すずを出す。それをチリン、チリンと何度か強く鳴らす。すると、その合図に応えてサツキが少しずつ後退を始める。

　本命が来たのだ。

「ぐあぁっ!?」「な、なんだあれは!?」

　軍の背後で悲ひ鳴めいが聞こえ、血しぶきが上がる。あろうことか、剣けん魔まは味方であるはずの兵士たちにまで手をかけ、腕を斬きり、足を飛ばし、首を撥はねた。敵味方を問わない無差別な殺さつ戮りく劇げきが幕まくを開ける。

　狂っている……！

　サンデリアーナは『剣魔』の戦いぶりを見て、改めてその狂気に戦せん慄りつが走る。強いとか上う手まいとか、そうした概がい念ねんを超こえた怪かい物ぶつ。ヴァリエガータが「人と思うな、獣けものを相手にすると思え」と言っていた意味がよく分かる。かつて姉のドラセナがあれと同じ存在になっていたなどと、真実だとしても信じたくない。

　──姉さん……。

　姉の残像を振ふり払うと、サンデリアーナは叫さけんだ。

「こっちよ！」

　サツキを誘ゆう導どうしながら、林の中を奥へと進む。その間にも、兵士たちは背後から剣魔の奇き襲しゆうを受けて次々に犠ぎ牲せいになった。生首が飛び、赤い鮮せん血けつが空を覆おおい、胴どう体たいが斬きり刻まれる。剣術と武芸で鳴るヴェロニカ兵が己おのれの武具を放り出して遁とん走そうする。もはや指し揮き系けい統とうはズタズタだ。

「このへんでいいわ」

　しばらく走ったところでサンデリアーナは立ち止まった。ついてきたサツキもすぐ後ろで静止する。

「これはもういらんな」

　急ごしらえの大剣を地面に投げ捨て、サツキはいつもの愛刀『雪せつ原げん風ふう花か』に持ち替える。

「誘ゆう導どう、頼たのむわね」

「承しよう知ち」

　銀ぎん髪ぱつのかつらをつけたまま、サツキは一歩前に出る。彼女が剣けん魔まをおびきよせる『エサ』で、サンデリアーナが『檻おり』に入れる。そういう手順だ。

　剣魔はついに兵士の屍しかばねを越こえ、一直線にこちらへと迫せまってきた。邪じや魔まする木々を乱暴になぎ倒し、すさまじい剣けん閃せんで大気を斬り裂さきながら突つっ込んでくる。まともに正面からやりあったらどうなってしまうのか。

　一いつ瞬しゆん、地面を確かめる。枯かれ葉はに埋うもれて何も不自然なところはない。この『仕込み』がうまくいかなければ途と端たんに絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいに陥おちいる。

　祈いのるように、サンデリアーナは前を見み据すえる。そこには銀色の長ちよう髪はつをなびかせ、どっしりと敵を待ち受ける少女。こういうとき、サツキが味方であるのは本当にありがたい。どんな敵でも怯ひるむということを知らず、その瞳ひとみは剣魔に引けを取らぬほどギラギラと殺気を放っている。

「さあ来いッ!!」

　サツキが挑ちよう発はつするように気合いを入れる。そこに、木々をなぎ倒して黒い影のような剣士が突とつ撃げきしてくる。まだ、背後には他の剣魔の姿は見えない。

「やぁ……ッ!!」

　少女が最初の一いち撃げきを放つ。それは敵の繰くり出した剣と正面衝しよう突とつし、強く弾はじかれる。

　サツキが後退すると、剣魔は勢いのままに前に出てくる。そこで二度目の激げき突とつが起き、また双そう方ほうの剣が弾かれる。とても相手をおびき寄せるための芝しば居いには見えない。サツキは相手の攻こう撃げきで吹き飛ばされたように後ろに飛び、さらに相手を誘さそい込む。

　あと少し……！

「どうした化ばけ物……！　もう終わりか……ッ!!」

　少女の挑ちよう発はつに、剣魔がのっそりと首を動かす。猛もう獣じゆうが獲え物ものを狙ねらうように背を丸めた姿勢で剣を振ふり上げる。一度身を縮ちぢめると、そこから一足飛びでサツキの元へと斬りかかってくる。

　その瞬しゆん間かんだ。

　サツキは剣を引き、ひらりと後ろに飛びのいた。つい先ほどまで彼女がいた場所に剣魔が着地するが、足を着いた途と端たん、枯かれ葉はの下に隠かくれた小枝がバキバキと崩くずれ、その体が地面に埋うまる。落とし穴だ。

　──今だ！

「双龍乃牙ズルフイカール!!」

　サンデリアーナが叫さけぶと、あたりがカッと光った。天空から閃せん光こうが降ふり注そそぎ、黄金の檻のごとく剣魔の周囲に突き刺さる。直後、周囲に撒まいていた油が引火し、ぐるりと炎が円を描えがいて走る。二重になった炎の円えん環かんは剣魔を取り囲み、聖せい剣けんがさらに輝かがやく。

「ウグアアアアオオオーーーーッ!!」

　剣けん魔まは叫さけび、その身体にはひび割れのような黒い血けつ管かんが浮き出る。そこから血液が間かん欠けつ泉せんのごとく噴ふき出し、それは聖せい剣けんに次々に吸い込まれ、黒い煙けむりとなって連れん綿めんと続く。

　そして終わりが来る。

　黒くろ髪かみの少女が剣魔へと躍おどりかかり、至し近きん距きよ離りから渾こん身しんの一いち撃げきを放った。




　ユキノシタ流抜ばつ刀とう術じゆつ──『雷光』




　青い稲いな光びかりのごとき剣けん閃せんが、黒き獣けものをまっすぐに穿うがつ。

「グゥァアアォアーーーッ!!」

　とどめの一撃により、剣魔は断だん末まつ魔まを上げる。その体はサツキの剣でざっくりと割れると、急激に干ひからびて、太かった腕や足が見る見る縮ちぢみ、それは端はしからほつれるように大気へと解ほどけていく。眼がん球きゆうは溶け、耳も鼻もこそぎ落ち、ボロリと上体が崩ほう壊かいし、それは落とし穴の中を埋うめるように黒い滓かすとなって土に還かえっていく。

「私でもやれたか……」

　サツキが残った火を足で踏ふみ消す。この雑ぞう木き林ばやしにはそこら中にこうした『罠わな』を張り巡めぐらせてあり、儀ぎ式しきのための『陣じん』を敷しいてある。最初は罠のない地帯で兵士たちと交戦し、剣魔の陽動に成せい功こうしたら罠のある地帯に誘さそい込む──それが作戦の要よう諦ていだ。ササブネ亭ていの船乗りたちに協力を仰あおいで作った罠の数は数十に上のぼり、ここが本日の主戦場となる予定だ。

「残りの剣魔は、いったいどうしたのかしら……」

　この作戦はあくまで剣魔たちをおびき出すことに意味があるので、一人だけでは成せい功こうと呼べない。ヴァリエガータたちの負担を減らすためにも、できるかぎり多くの剣魔を引き付けなくてはならない。

「心配はいらぬようだぞ。……ほら」

　サツキが後ろを指差す。すると、木が派手に倒れる音がして、二体の黒い影が迫せまってくるのが見える。その両りよう眼めは不ぶ気き味みな光を放っている。

「五分……いや十分は持たせる。その間に頼たのむぞ」

「分かったわ」

　二人はうなずき、剣を取る。

　それは長い長い死し闘とうの幕まく開あけだった。




　　　　　　　　　６




「おかしい」

　デュランダル総本家の敷しき地ち内で、ヴァリエガータがつぶやいた。今は柱の陰かげに身を潜ひそめ、鋭するどい眼まな差ざしで母おも屋やと思おぼしき邸てい宅たくを注視している。

「何がおかしいんだ？」

　レベンスも身をかがめ、声を殺して尋たずねる。エリザも警けい戒かいしながら彼の背中を守っている。

「あまりにも手て薄うすすぎる。衛えい兵へいの一人も見当たらんのはどういうわけじゃ？」

「そういや……」

　レベンスも敷しき地ちをぐるりと見回す。白く高い壁かべに囲まれた内部に、自分たち以外の人間はほとんど見当たらない。使用人らしき女性が歩いていたのはわずかに見たが、武器を帯びた者となると皆かい無むだ。

「サンデリアーナたちが暴れたから、そっちに向かったとか？」

「だとしても、邸内の者まで出るとは思えぬ。そもそも剣けん魔またちが出で張ばった以上、ただの衛兵を何人送り込んでも無意味じゃ」

「ってことは……」

　想像したくないことだが、口にせざるをえない。

「やはり罠わなだったか」

「まあ、そうじゃろうな」

　ヴァリエガータはあくまで落ち着いている。

「どうする。どこから剣魔に襲おそわれるか分からないぞ？」

「当面はデュランダルを捜そう索さくする。それで、しばらくして見つからないようならサッちゃんたちの救きゆう援えんに向かう。よいな」

「分かった」

「うん」

　師し匠しようがすばやく方針を示し、二人の弟で子しがうなずく。

　端はし々ばしに気をつけろ、というヴァリエガータの警けい告こくを聞きながら三人は敷地内を進む。時おり太い柱に身を潜ひそめながら、使用人をやりすごす。

　いったいどんな罠を張っているのか、デュランダルはもういないのか、それとも待ち伏ぶせしているのか──そうした不安を抱いだきつつも敵の本ほん拠きよ地ちの奥深くへと入り込む。

「ここじゃ」

　ひときわ大きな銀色の建物が、レベンスたちの前に姿を現す。装そう飾しよくを凝こらした立派な門構えと、天てん井じようの高そうな造りはどこか剣けん聖せいエリオットの大だい聖せい堂どうを思わせる。

「小こ僧ぞう」

　ヴァリエガータが指で窓を示し、レベンスがうなずく。身を低くして窓の下に近づき、内部の様よう子すをそっと覗のぞく。カーテンの隙すき間まから見える室内は、絨じゆう毯たんらしきものが敷しき詰つめられ、巨大なシャンデリアが天てん井じように吊つられている。貴族の邸てい宅たくを思わせる造りだが、世界最高の権力者の実家であることを考えるとむしろ質しつ素そと呼べるかもしれない。

　彼は室内に視線を這はわせる。

　伽が藍らんとした大広間に、巨大な絵画がいくつも飾かざられ、奥の一角には段差のあるスペース。そこに置かれた玉ぎよく座ざのごとき瀟しよう洒しやな椅い子すに、一人の人物が座っている。透とう明めいの容器に入れられた葡萄ぶどう酒しゆのような液体をくいっと優ゆう雅がに傾かたむけ、その視線はこちらを──レベンスのほうを向いている。

「な……っ」

　彼は息を飲む。

　眼めと眼が合った瞬しゆん間かん、その人物はにっこりと微ほほ笑えみ、パチンと指を鳴らした。すると、風もないのに門もん扉ぴが勢いよく開き、中の空気と外の大気をつなげる。

　そして椅子の人物は口を開いた。

「そんなところに突つっ立ってないでぇ、中に入ったらぁ？」
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　絨じゆう毯たんを踏ふみしめ、招かれざる客たちは屋や敷しきの主あるじと向かい合う。

「堂々としたものじゃな、悪あく党とうめ」

「いやぁん、人聞きが悪いわねぇ」

　剣けん聖せいカレン・デュランダルは、相変わらずのふざけた口調で返答する。まだ椅子に座ったまま、剣を抜くそぶりも、戦う気配も見せない。

　レベンスは周囲を素す早ばやく窺うかがう。いったいどんな罠わなが張ってあるのか、あるいは新手の剣けん魔まが出てくるのか。

「だいじょうぶよぉ、そんなに心配しなくてもぉ」

　デュランダルはこちらの胸中を見み透すかしたように微笑む。

「罠もなければぁ、剣魔ちゃんもいないからぁ」

「お、俺おれたちが、その言葉を信じると思うか」

　レベンスは必死で言い返す。だが、その声はわずかに震ふるえており、以前戦ったときの敵の圧あつ倒とう的てきな強さが脳のう裏りをよぎる。あのときは地べたを這はいつくばって何もできなかった上、エリザの剣を折られた。

「前も言ったじゃなぁい？　そんなことしなくたってぇ、私は絶対負けないしぃ」

「そんなの、やってみないと、わからない」

　今度はエリザが反論する。その剣の切っ先はまっすぐに敵に向けられている。

「どうしてぇ、私が総本家に戻ってきたかぁ、わかるぅ？」

　そこでデュランダルは、たおやかな手つきで透明な容器を傾ける。葡萄色の液体が薄うす紅べに色の唇くちびるに吸い込まれていく。

「困るからよぉ？」

「……困る？」

　ヴァリエガータが宿しゆく敵てきを睨にらむ。

「そうよぉ。だってぇ、私が一番困っちゃうのわぁ、あなたたちが聖せい剣けんを持ってどっかに逃げちゃうことだからぁ。だから総本家に戻もどってきたって情報も流したしぃ、ベルベリスにもそれっぽく剣けん魔まちゃんを配置したしぃ、今だって全員出しゆつ撃げきさせたしぃ」

「わざわざ警けい戒かいを手て薄うすにして、わしらをおびき寄せた、と？」

「あったりぃ」

「舐なめられたもんじゃな」

「うふふふ。逆よぉ、逆。舐めているのはあなたたちのほうよぉ？」

　そこでデュランダルは足を優ゆう雅がに組みかえ、頰ほお杖づえをつく。

「このデュランダルちゃんを、たったそれだけの戦力で倒せるなんてぇ、思いあがりも甚はなはだしくなぁい？」

　そこで彼女は手にしていた容器を放り捨てた。それは床ゆかにぶつかると、粉こな々ごなに砕くだけ散って派手な音を立てる。

　ゆっくりと、水色の髪かみの少女は立ち上がる。一段、また一段と段差を降おりて、こちらへと近づいてくる。レベンスが退ひき、エリザも距きよ離りを取る。デュランダルが歩みを止め、ちょうど三人がデュランダルを取り囲む形になる。

　最さい凶きようの剣けん聖せいは腕をだらりと下げたまま、棒ぼう立ちで告げる。

「さぁ、いつでもどうぞぉ？」

「余よ裕ゆうを見せるのも今のうちじゃ」

　ヴァリエガータが静かに足を動かし、相手との間を詰つめ始める。それに呼応して弟で子したちも動く。エリザはすり足でじりじりと近づき、レベンスは円を描えがくように敵の背後へと回る。

　──大だい丈じよう夫ぶ、やれるはずだ……。

　レベンスは自分で自分を鼓こ舞ぶする。

　かつて敗はい北ぼくしたときと比べ、こちらの戦力は格段に違う。今はレベンスに聖剣『天空乃瞬ウインザー』があるし、頼たよりになる師し匠しようもいる。何より、剣魔すら凌りよう駕がするほど『進化』したエリザがいる。

　──落ち着け……。

　レベンスは聖剣の鞘さやを握る。ここまで来て出し惜おしみはない。決まれば一いち撃げき必ひつ殺さつ、たとえ相あい討うちでも躊ちゆう躇ちよなく使う。これが最後の戦いだ。

　ヴァリエガータが足を止める。敵は目前、完全に間合いだ。大おお鎌がまの切っ先が、デュランダルにまっすぐ向けられ、それは相手が手を伸ばせば届くような至し近きん距きよ離り。

　次の瞬しゆん間かん。

　ヴァリエガータが戦せん端たんを開いた。すばやく踏ふみ込み、大鎌がデュランダルの胸にめがけて放たれる。

　わずかにステップを踏ふみ、デュランダルはその一いち撃げきを難なんなく避よける。レベンスから見ると、相手が瞬しゆん間かん移動したようなスピードで、捕ほ捉そくできるのは敵が動いたあとの残像だけだ。

　ヴァリエガータはさらに攻こう勢せいに出る。敵の回かい避ひ方向に合わせて大おお鎌がまの軌き道どうを変え、風車のごとく刃はを回転させて振ふるう。その猛もう攻こうを前に、デュランダルはさらに後退を余よ儀ぎなくされる。

　いつもと違う、と思った。どこか力をセーブしながら戦うヴァリエガータが、今回は初しよ撃げきから全開で挑いどんでいる。相手がデュランダルというのもあるが、それ以上にこれが最後の決戦と理解した上での猛攻だ。

　デュランダルはまだ剣を抜かない。だが、いつもの軽口が減り、防ぼう御ぎよに意識を集中しているのが分かる。攻こう撃げきはかすりもしないが、敵に余よ裕ゆうがあるようにも見えない。

　──！

　二人の剣聖が攻防を繰くり広げている最中だった。戦いに割って入るように、巨大な剣が突つき出される。エリザだ。

「いやぁん！」

　ふざけた声を出して、のけぞるようにデュランダルが回かい避ひする。魔ま剣けんが鼻先をかすめ、体勢を崩くずしたところで今度はヴァリエガータの大鎌が振り下ろされ、彼女はそれも超人的な反射神経で避ける。魔剣と大鎌が同時に襲おそい掛かり、デュランダルの体勢がさらに崩れる。

　──今だ！

　レベンスは懐ふところからナイフを取り出し、敵の着地を狙ねらって放つ。まるで背中に目があるように、デュランダルは振り向いて片手で叩たたき落とす。だが、その動作の間にエリザが魔剣で突つっ込んでくる。目を見開いたデュランダルは後ろに飛んで距離を空あけるが、それを読んでいたヴァリエガータが背後に現れる。

　轟ごう音おんが響ひびく。

　死しに神がみの鎌が絨じゆう毯たんに刺さったとき、デュランダルは宙に浮かんでいた。人ではありえぬ跳ちよう躍やく力りよくで、わずかに滞空したあとにひらりと着地する。その様よう子すは傍はた目めにも優ゆう雅がだったが、澄すましていた白い頰ほおがわずかに紅こう潮ちようし、汗あせを搔かいている。息を切らすほどではないが、一連の攻防に少なからぬ脅きよう威いを感じたのは見て取れる。

「久々にヒヤッとしたか？」

　ヴァリエガータが鎌をブンと振り、不ふ敵てきに微ほほ笑えんでみせる。その隣となりではエリザが魔剣を構え、レベンスがナイフを握り締しめる。

「…………」

　デュランダルは黙だまっている。薄うす笑えみを浮かべているが、どこか不ふ機き嫌げんそうな感じがするのは目が笑っていないからだ。

「ヴァリエガータちゃん、この前は剣けん魔まちゃん一人に苦戦していたのにぃ、あれはお芝しば居いだったのぉ？」

「さあ、どうだか」

「自分が『剣けん魔ま化』するのが怖こわいから、あのときは力を抑おさえていた……そういうことなのかしらぁ？」

「どうしたんじゃデュランダル。相手の戦力を気にするなんて、ガラにもないことをするじゃないか」

「だから剣けん聖せいって嫌きらいよぉ。ホントの力を隠かくしたりぃ、人を欺あざむいたりぃ」

「おぬしにだけは言われとうないな」

「こないだなんかぁ、こんなにされちゃったしぃ」

　そこでデュランダルは、左手を掲かかげた。ドレスのような服の袖そでがめくれ、白く細い腕に大きな線が走っている。刀傷だ。

「ルピナスちゃん、本気で襲おそってくるんだもん。おかげでキズモノにされちゃったわぁ……くすん」

「ルピナスが……」

　ヴァリエガータが驚おどろきで目を見張る。

　八人の剣魔に囲まれたあのとき、窮きゆう地ちを救ってくれたのは剣聖ルピナス・カーネイションだった。デュランダルを背後から羽は交がい絞じめにしていたところまでは見たが、そこから先の戦いは今に至るまで分からなかった。

「母の愛って偉い大だいよねぇ……」

「ルピナスはどうした」

「さぁて、どうしたでしょお？」

「答えよ」

「きっとナナちゃんの死体を見つけたんでしょうねぇ、ルピナスちゃん、めちゃめちゃ怒り狂っててぇー、あんまりしつこいからぁ、私もちょっとだけ本気出しちゃったのお。そうしたらぁ、いっぱい血を流して死んじゃったわぁ。最後に娘むすめの名前を叫さけんでたのがぁ、ちょっぴりかわいそうだったかなぁ」

「く……っ」

　ヴァリエガータの顔が歪ゆがむ。

　──やはりそうだったか。

　レベンスはようやく真相を知る。彼らが剣魔たちに囲まれたとき、なぜルピナスが乱入してきたのか。すべては娘を殺された怒りのためだったのだ。

　そのときだ。

「──ゆるさない」

　エリザがぽつりと言う。

「あなたを、ぜったい、ゆるさない」

「あらぁ、何をそんなに怒ってるのぉ？　ルピナスちゃんにわぁ、裏切られてぇ、ひどい目にあったんでしょお？」

「でも、わたしは──」

　銀ぎん髪ぱつの少女は一歩、前に出る。その瞳ひとみには揺ゆるぎない意志が秘ひめられている。

「あなたを、けっして、ゆるさない」

　エリザはさらに歩を進める。レベンスとヴァリエガータの前まで出て、ここは自分に任せろといわんばかりに剣を構える。その漆しつ黒こくの大剣は少女の意志を示すようにぎらりと光る。

　──エリザ……。

　この少女はいつでも鋼はがねのごとき闘とう志しを備えている。

　エリザは魔ま剣けんを構え、じりじりと相手との距きよ離りを詰つめる。

　間合いまであと少し、というところで、

　飛び出す。

　──速い！

　レベンスは目を見張る。エリザの突とつ撃げきは今までよりもさらにキレを増していた。一いつ瞬しゆんでデュランダルとの距離を詰め、漆黒の大剣で斬きり掛かる。

　華か麗れいなステップで剣けん聖せいは避よける。だが、その足が地に着く前にエリザが風のごとく斬り込み、次なる一いち撃げきを放つ。

「……ッ！」

　デュランダルの顔色が変わる。焦あせった表情というよりも、嬉うれしげに目を細める表情。戦いを楽しんでいるのか、相手の悪あがきを見下しているのか。

　エリザの剣けん舞ぶは続く。その勢いは凄すさまじく、デュランダルに向かって猛もう獣じゆうの群むれのような黒い斬ざん撃げきがひっきりなしに襲い掛かる。その猪ちよ突とつ猛もう進しんぶりは相変わらずだったが、昔と違うのはその精せい度どだった。デュランダルが回かい避ひする方向を読み、時にフェイントを交え、効果的に相手を追い詰つめていく。だんだんと敵の避ける動作にも余よ裕ゆうがなくなっていく。

　やがて、ザクッと乾いた音がして、デュランダルの胸元が裂さけた。それは剣先がわずかにかすめた程度の怪け我がだったが、パッと血しぶきが空に飛んだ。

　ひらり、とデュランダルが距離を取る。胸を押さえ、「ふぅん……」と意味ありげな声を漏もらす。

「前にやったときわぁ、あんなに弱かったのにぃ、ちょっと見ない間にずいぶんと強くなったのねぇ」

「……いいから」

「は？」

「そういうの、いいから。はやく、本気、だして」

「……？　どういう意味かしらぁ？」

「今の、あなたじゃ、話に、ならない。だから、本気、だして」

　その言葉は実に挑ちよう発はつ的てきだった。デュランダルはにこやかに微ほほ笑えんだままだが、少しだけ声のトーンが低くなった。

「あなたこそ、本気で言ってるぅ？」

「もちろん」

「こんな浅い傷を負わせたくらいで、勝ったつもりぃ？」

「わざと」

「……？」

「それ、わざと、だから。ほんとは、首、飛ばせた」

「じゃあ、手加減してくれたんだぁ？　このデュランダルちゃんに対してぇ、手加減してくれちゃったんだぁ？」

「そう」

　エリザは淡たん々たんと告げる。気づけば、余よ裕ゆうの表情だったデュランダルから笑みが消えている。

「じゃあ、試してあげるぅ」

　デュランダルが前に出る。たった一ひと蹴けりで、魔ま法ほうのように間合いを詰つめ、その手刀がエリザの首元めがけて突つき出される。

　だが、エリザのほうが一枚上うわ手てだった。相手に体をぶつけるように前進し、一いつ挙きよに間合いをつぶす。デュランダルが驚おどろいたようにのけぞると、その瞬しゆん間かんに魔ま剣けんを突き出して相手の腕を斬きり裂さく。

「くっ……！」

　それからも独どく壇だん場じようだった。デュランダルが何かしようと動きを取ると、出で鼻ばなをくじくように魔剣を振ふるう。そのたびに剣聖の手や足が斬り裂かれ、行動を封ふうじられる。相手の動きを予測したような剣けん閃せんに、デュランダルはやがて身動きが取れなくなる。

「し、師し匠しよう、あれって……」

　レベンスが驚きよう愕がくのあまり尋たずねる。驚おどろいたのは師匠も同じで、「信じられん……」と漏もらす。

「強すぎる。もはや人の領りよう域いきではない」

「どういうことだよ」

「わしが知りたいくらいじゃ」

　見守る二人を置き去りにしたまま、銀ぎん髪ぱつの少女は人の領域を逸いつ脱だつした強さを見せつける。エリザは魔剣を軽かろやかに振るい、ただデュランダルは斬り刻まれる。あの最さい凶きよう最さい悪あくの剣聖が弄もてあそばれている。それは信じがたいが、現に眼がん前ぜんで展開されている光景だ。

　──ほんとは、くび、とばせた。

　あの言葉は噓うそでもハッタリでもなかった。そう、エリザはいつでもデュランダルの首を飛ばせるのだ。

　やがて、その神がかった剣けん舞ぶは止まった。デュランダルは全身の服を斬り刻まれ、血だらけになっていた。しかしそのどれもが寸すん止どめの軽傷で、エリザが手加減していたことはレベンスにも分かる。それは今まで無敵を誇った剣けん聖せいにとって、味わったことのない屈くつ辱じよくであることは言うまでもない。

　圧あつ倒とう的てきな強さを見せるエリザ。

　だが、一方でレベンスは拭ぬぐいがたい違い和わ感かんを抱いだいていた。

　──なぜだ？

　ここまで戦ってきて、それは当然の疑問。




　なぜ、デュランダルは聖せい剣けんを出さない……？




　デュランダルの聖剣。彼女の名と同じ『不滅乃灰デユランダル』を、レベンスはまだ一度も見たことがない。ヴァリエガータすら正体を知らないというその聖剣だが、彼女はここに至ってもなお使う気配を見せない。

　余よ裕ゆうがあるようにも見えない。三対一での戦せん闘とうは明らかにこちらが優ゆう勢せいだし、何より今はエリザ一人で相手を手玉に取っている。デュランダルが聖剣を使わぬ理由はない。

　奇き妙みようだった。

　それが戦いの条件であるとでも言うかのように、デュランダルは素す手でで戦い続ける。

　無む論ろん、彼女が素手だから攻め手を欠くというわけではない。時おり繰くり出す手刀の斬きれ味は凄すさまじく、エリザがかわした地面にはざっくりと亀き裂れつが走る。当たればダメージは大きいだろう。

　だが、それでも形勢の不利は否いなめない。先ほどからのエリザの攻こう勢せいによって敵の手数は明らかに減っている。もはや切り札ふだを温存している事態ではないはずだ。

「……ッ！」

　そうしているうちにも、エリザの魔ま剣けんが命中し、デュランダルは短い悲ひ鳴めいを上げる。血しぶきが真っ赤な虹にじとなって宙を走る。

「小こ僧ぞう」

　隣となりにいたヴァリエガータがつぶやく。彼が「なんだ」と敵から視線を切らずに返すと、彼女はこう言った。

「小こ童わつぱが奮ふん戦せんしている今が勝機じゃ。──覚かく悟ごはよいな？」

「おう……ッ！」

　レベンスは力強く応じる。

　──師し匠しよう、ここで決める気だ……！

　レベンスは彼女の意志を汲くみ取る。いよいよ決着の時が来たのだと察し、体がぶるりと震ふるえる。武む者しや震ぶるいだ。

　ヴァリエガータが大おお鎌がまをゆっくりと後ろに引く。すると、その刃はが青白く光り出し、強さを増す。

　デュランダルはエリザとの戦いに集中している。間ま違ちがいなく今がチャンスだ。

「はっ！」

　そしてヴァリエガータは鎌を鋭するどく振ふるった。刃を包んでいた青い光はそのまま三日月の形をした『光の刃』となり、それは敵にめがけて一直線に飛んでいく。同時にレベンスが駆かけ出し、デュランダルをナイフで牽けん制せいする。このとき技を放ったヴァリエガータも突とつ撃げきしたため、エリザを含ふくめ、三人の同時攻こう撃げきとなる。

「……ッ」

　デュランダルが険けわしい表情で『光の刃』を避よける。避けた瞬しゆん間かんにエリザが魔ま剣けんで斬きりかかり、レベンスも死角となる背中から『天空乃瞬ウインザー』を抜こうとする。

「ぐ……っ」

　デュランダルは苦しい体勢で魔剣をかいくぐり、レベンスから逃げるように宙を跳とぶ。それは彼の接近を嫌いやがるような回かい避ひ動作で、『天空乃瞬ウインザー』を警けい戒かいしたものであることは明らかだった。

　だが、跳んだ先にはヴァリエガータが待ち構えており、なぎ払うような一いち撃げきが彼女を襲おそう。デュランダルは錐きり揉もみのように体をひねって必死に対応するが、命中を避けることはできたものの絨じゆう毯たんに無ぶ様ざまに転がる。そこにエリザが魔剣を突つき立てると、慌あわてて立ち上がって後ろに跳ぶ。

「……っ！」

　デュランダルは部へ屋やの隅すみに追い詰つめられる。逃げ道を完全に塞ふさがれた格かつ好こうだ。

　そこでレベンスが抜ばつ刀とうの構えに入った。デュランダルは唯ゆい一いつ残された逃げ道である『頭上』へと跳ぼうとする。

　だが、それはこちらの計算のうちだった。デュランダルが跳ちよう躍やくする寸すん前ぜんに、絨毯がボコリと隆りゆう起きし、突とつ如じよとして何かが出現した。

　それは『手』。しかも一つや二つではなく、十本以上の腕を伸ばして獲え物ものの足首をがっちりと摑つかむ『手』たち。ヴァリエガータの聖せい剣けん『死ジ神ー乃ノ爪ス』の能力だ。

「う……ッ！」

　デュランダルが短い声を上げる。まさか自分の敷しき地ち内でこんなことになるとは思わなかったのだろう、その反応がわずかに遅れ、文字通りの足止めを食らう。

　そしてレベンスは発動した。




　ユキノシタ流抜ばつ刀とう術じゆつ奥おう義ぎ──『雷光』




　その瞬しゆん間かん。

　刀とう身しんが鞘さやから見え、そこから白い光がほとばしる。その光はあっという間に膨ふくれ上がり、膨ぼう大だいなる奔ほん流りゆうとなって彼を、敵を、世界を包む。デュランダルは動けない。初めて見る、目を見開いた驚きよう愕がくの顔が、彼女にとってこの事態が『不覚』だったことを教える。何とか対処しようと足を動かし、ヴァリエガータの操あやつる「手」を振ふり解ほどこうとするのが見えるが、それはあまりにも鈍にぶい動きだ。今のレベンスにとっては、最強の剣けん聖せいデュランダルすら遅すぎる。

　そして抜き放たれる世界最速の一いち撃げき。

　鞘から解放された刀身は、伸び上がるようにデュランダルに向かい、それは剣術の手本のごとくまっすぐに相手の急所に命中する。刃はが触ふれた箇か所しよから噴ふき出す血しぶきは、それ自体がゆっくりとした赤い玉となって徐じよ々じよに宙に溢あふれかえり、デュランダルは目を見開き、大きく口を開け、苦く悶もんの表情へと変わる。それは死に行く者の苦痛と絶望を表した顔で、刀身が敵を斬きる間、大地が隆りゆう起きし、床ゆかが瓦が礫れきとなって舞い上がり、それらがすべて時を刻みながらゆっくりと上空へ移動していく。超加速した世界の中で、彼だけが知覚する風景は、かつて見たときよりも鮮せん明めいで、鋭えい敏びんで、研とぎ澄すまされた、絶対的な感覚。そして刀身が振り抜かれる。絨じゆう毯たんが吹き飛び、床も崩ほう壊かいし、地じ盤ばんが丸ごと持ち上がるほどの土ど砂しやが舞い上がり、光の奔流は爆ばく発はつして拡かく散さんする。大地から放たれた雷光は天へと達し、次から次へと土砂も瓦礫も草木も空へと飛んでいく。斬られたデュランダルの体も跳はね上がり、血しぶきとともに徐じよ々じよに大地から離はなれ、瓦礫とともに空へと昇のぼる。

　そこで絶対的な時間は終わりを告げる。世界は元の速度へと戻もどり始め、彼の真上に垂直な光の柱が立ち昇り、光は怒れる竜りゆうのごとく空へ空へととめどなく続き、極限まで舞い上げられた土砂と瓦礫が天地を思い出して落下し始め、そこに水色の髪かみの女性が見え、

　──！

　彼の隣となりではヴァリエガータが大おお鎌がまを構えている。その刃には青い光が集まり、大きく振りかぶられている。落ちてくる宿敵に向かい、彼女はぽつりとつぶやいた。

　終わりじゃ、と。

　そして老剣聖は解とき放った。青い光をまとった刃がデュランダルに命中し、それは一気に振り切られる。その一撃で相手の体は大きく反そり返り、大地と水平になって吹き飛んで行く。自みずからの屋や敷しきの壁かべに激しく叩たたきつけられ、それすら貫かん通つうし、さらに中庭を転がって、ようやく止まる。

　聖せい剣けん『天空乃瞬ウインザー』による世界最速の抜ばつ刀とう術じゆつをもろに浴び、そして聖剣『死ジ神ー乃ノ爪ス』の渾こん身しんの一撃まで食らったデュランダルの体は、絨毯に落ちると、シュウシュウと音を立てて煙けむりを上げ、そして沈ちん黙もくした。絶命したのは誰だれの目にも明らかだった。胴どう体たいは半ば以上が切り離はなされ、水色の髪かみは焦こげてぼそぼそに崩くずれ落ちており、四し肢しのすべてがあらぬほうに曲がり、首は皮一枚しかつながっていない。無事なところが何一つない惨ざん殺さつ死体だ。

　勝った……。

　レベンスが聖せい剣けんをだらりと下げる。隣となりを見ると、ヴァリエガータは鎌かまにもたれて肩で息をしている。

「師し匠しよう、大だい丈じよう夫ぶか」

「小こ僧ぞう……」

　青い顔でヴァリエガータは答える。

「ようやったわ……」

　膝ひざをつく彼女を、レベンスは支える。

　そこで彼はあたりの状況に気づく。足元では、彼を中心として巨大な亀き裂れつが走り、周囲が大きく削けずり取られていた。屋や敷しきがその一いつ角かくだけ消失し、地には大穴が開いている。人の何百倍もある巨人が、天空から怒りに任せて鉄てつ槌ついを下せばこのような惨さん状じようになるだろうか。

　人間の力ではありえない破は壊かいの痕あとに彼は呆ぼう然ぜんとする。かつて使ったとき以上の手ごたえ、そして威い力りよくだった。

「本当に……これを、俺おれが……？」

　周囲の光景に圧あつ倒とうされながら、彼はつぶやく。腕は痺しびれ、だらりと下がっている。しばらくは使い物になりそうにない。

「レベンス……」

　瓦が礫れきを乗り越こえ、銀ぎん髪ぱつの少女が歩いてくる。レベンスはとっさに聖剣を隠かくし、「あ、いや、これは……」と言葉を濁にごす。聖剣を使っていることはエリザに秘ひ密みつにしていたからだ。

「エリザ……？」

　聖剣のことをどうごまかそうかと考えていたレベンスだったが、そこで少女の様よう子すがおかしいことに気づいた。レベンスの一撃で破壊された瓦礫の山を見つめ、焦あせったように視線を走らせている。

「……どうした？」

「デュランダル、いない……」

「え……？」

　レベンスも、エリザの見ている方向に視線を向ける。

　そこで彼は息を飲んだ。




　デュランダルの死体がない。




　な、なんだ!?　どういうことだ……!?

　レベンスは混乱する。中庭には血の海が広がっているばかりで、さっきまでそこにあったはずの惨ざん殺さつ死体が見当たらない。

「し、師し匠しよう」

「待て、慌あわてるな。周囲を確かめるんじゃ」

　そう言う彼女の顔も青ざめている。

　デュランダルは確かに死んでいた。首が千ち切ぎれ、四し肢しが折れ、臓ぞう物もつすら撒まき散らしていた。あれで生きているわけがない。

「あれ……！」

　エリザが叫さけぶ。その指差した先を見て、レベンスは目を見開く。

　いつの間にそこに移動したのか。

　前に椅い子すがあった場所のあたりに、デュランダルの死体が転がっていた。先ほどと同じように、首と四肢のちぎれた無残な姿。




　そして恐きよう怖ふが始まった。




　もぞりと、手が動いた。

　その手はペタペタと地面を探り、それから指先を動かし、肘ひじが曲がり、上体を持ち上げる。あらぬ方向に曲がった足も動き出し、それは膝ひざを立て、関節を逆に曲げたままで立ち上がる。

　糸の緩ゆるんだ操あやつり人形のごとく、デュランダルの体が持ち上がる。首は皮一枚で背中のほうにぶら下がり、体から垂たれる血液は足元を赤く染そめる。

「う、あ……」

　何が起きているのか分からない。誰だれもが息を飲み、「それ」を凝ぎよう視しする。

　なんだ？　これは？　なぜ動く？　え？　あ？　お？

　レベンスの思考は混乱を極きわめる。たしかに、かつて剣けん魔まを斬きったときも、奴らは何度となく立ち上がってきた。しかし今回は次元が違う。誰か透とう明めいな人間が死体を支えているのでもないかぎり説明がつかない光景だ。

　驚きよう愕がくの視線を一身に集めたまま、「それ」はさらなる異変を見せた。

　体の中心に、黒い点のようなものが現れると、それは硬かたいものを無理矢理にねじ切ったような音を立てて、徐じよ々じよに大きくなった。その黒い渦うず巻まきはついにデュランダルの体をすべて覆おおうほどに広がり、裂さけ目が走り、白い光が漏もれ出てくる。

　やがて、内部から破は裂れつしたように黒い破は片へんが吹き飛び、『中身』が姿を現す。




「はぁい、ただいまぁ～!!」




　そこにはあの剣けん聖せいが立っていた。

　水色の髪かみはまるで何事もなかったようにさらりと風に流れ、白い体には傷きず跡あとはおろか血けつ痕こんすら残っていない。彼女だけ時間を巻き戻もどしたように不ふ可か解かいな──そして何より絶望的な光景。

「馬ば鹿かな……」

　レベンスがつぶやく。さしものヴァリエガータも目を見開いて何も言えず、エリザは悔しそうに相手を睨にらんでいる。

「驚おどろくことはないのよぉ？」

　デュランダルはあっけらかんと言う。

「だってぇ、私は『不滅乃灰デユランダル』。永えい久きゆう不ふ滅めつの代名詞。だからこんなの朝あさ飯めし前よぉ？」

　そして彼女はくねっと体を曲げ、にこやかに両手を胸の前で合わせる。




「さぁ、続きを始めましょお？」
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　そのころ、サンデリアーナたち『陽動部隊』も追い詰つめられていた。

「くっ……！」

　サンデリアーナは旧友と背中合わせに立ち、険けわしい顔つきで敵を見み据すえる。

　周囲には、闇やみを塗ぬり固めたような異い形ぎようの剣士が四人。身動きが取れない状じよう況きようだ。

　──数が多すぎる……！

　あれからもう二体、『儀ぎ式しき』によって闇やみへと還かえした。これで、船上で戦ったものも含ふくめれば四人の剣けん魔せいを葬ほうむったことになる。八人中四人、つまり半分。

　だが、その残る半分が厄やつ介かいだった。罠わなの危険性を察知したのか、急に警けい戒かいの度を強め、うかつに接近してこなくなった。これでは『儀式』によって葬るわけにもいかず、二人は消しよう耗もう戦を強しいられた。相手はいくら斬きっても死なない化ばけ物。怯ひるんだ様よう子すも、弱った様子も、疲れた様子さえ見せず、いつまでもぎらついた両りよう眼めで獲え物ものの命を狙ねらってくる。対するサツキとサンデリアーナは驚きよう異い的てきな粘ねばりで剣魔の攻こう撃げきを凌しのいでいるものの、それも限界に近づきつつあった。

　あたりでは、雑ぞう木き林ばやしが燃もえ始めている。儀式に使った『陣じん』が円を描えがいて燃もえ盛っており、それは木々を焦こがし、火勢を増す。

　──まずい……。

　肌はだに熱気を感じ、汗あせが滴したたり落ちる。

　剣魔たちはじっとこちらを窺うかがっている。虎こ視し眈たん々たんと襲おそいかかる隙すきを狙ねらい、牙きばを剝むいている。

「そろそろ潮しお時どきか……」

「そうね……」

　戦いが始まってだいぶ経たったような気もする。敵の剣魔をすべて引き付けるという当初の役割は果たしたが、問題はこれからだった。レベンスたち三人の戦せん況きようが分からない現状で、剣けん魔またちから逃げるわけにもいかないし、また逃げられる状じよう況きようでもない。

「やるしかないわね」

　ぴくり、とサツキが身じろぎし、「……特攻か？」と訊きき返す。

「このままじゃジリ貧ひんよ。こちらが消しよう耗もうしてからでは遅いわ」

「確かに、おまえの言うとおりだ。だが相手は四人だぞ？」

「私が三人を引きつけるわ」

「ふざけるな。私のほうに三人よこせ」

　クスリ、と笑みがこぼれる。絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいにもかかわらず、この強気な親友がなんと心強いことか。

「わかったわ。じゃあ、半分ずつにしましょうか」

「よかろう」

「気をつけてね」

「おまえこそな」

　フッ、とサツキは微ほほ笑えむ。

　そして最後の作戦が始まる。

　サンデリアーナは懐ふところから火打石を取り出し、足元に転がした。一いつ瞬しゆん、剣魔の注意がそちらにそれると、剣を逆さか手てに持ち、カッ、と切っ先で弾はじいた。

　火花が出た瞬しゆん間かん、それは足元に垂たらしてあった油に燃もえ移る。それはあっという間に剣魔の足元に走り、同心円状に燃え広がって彼らを炎で包む。

　剣魔がひるむ。

　それを合図に、二人は攻こう撃げき態勢に入る。




　ユキノシタ流隠かくし奥おう義ぎ──風ふう神じん十字!!




　サツキが両手を交差し、腰こしに差した二本を同時に抜ばつ刀とうする。それはかまいたちとなって剣魔に襲おそいかかり、付近の樹木ごと吹き飛ばす。

　同時に、サンデリアーナも構えを取っていた。聖せい剣けん『双龍乃牙ズルフイカール』を構え、すっと息を吐はく。聖剣使用は副作用が怖こわいが、今はそんなことを言っていられない。




　黄金十字第四式──黄金不死鳥ゴールド・フエニツクス！




　四本の聖剣が同時に放たれ、サンデリアーナの前で剣けん閃せんが一つに融ゆう合ごうする。凝ぎよう縮しゆくする黄金の剣気は一つの形をなして敵に向かって飛んでいく。それは黄金の不死鳥。

　剣けん魔またちは二人いっぺんに衝しよう撃げき波はに巻き込まれ、黄金の不死鳥とともに木々の向こうに運ばれていく。

「行くぞ！」

「ええっ！」

　敵がひるんだ瞬しゆん間かんに、二人は同時に飛び出す。

　突つっ込んでいく間にも、剣魔たちはゆらりと立ち上がる。確かに命中したはずなのに、その不ふ死じ身みぶりは恐おそろしいばかりだ。

　──今度こそ！

　聖せい剣けんを振ふるうと、高い金属音とともに刀とう身しんが防ぼう御ぎよされる。

「くっ！」

　速い……！

　相手の反射神経に舌を巻くと、今度はもう一人の剣魔が立ち上がり、サンデリアーナへと迫せまってきた。彼女の髪かみの毛が即そく座ざに反応し、背後からの攻こう撃げきを聖剣で弾はじく。

　四剣を駆く使ししながら、サンデリアーナは二人の剣魔からの挟きよう撃げきを防ぐ。林の向こうではサツキも同じように応戦している。

　──サツキ……！

　親友の救きゆう援えんに駆かけつけたいのは山々だが、今は状じよう況きようがそれを許さない。剣魔たちは狂ったような猛もう攻こうを仕掛けてくる。サンデリアーナは卓たく越えつした剣技でそれを受け、時おり敵の隙すきをついて反はん撃げきに出る。

　技術ではおそらくサンデリアーナのほうが上だった。相手が人間ならば、もう何度となく致ち命めい傷しようを与えてきたはずだ。

　だが、剣魔の膂りよ力りよくは無む尽じん蔵ぞうだった。疲れ知らずに攻撃を繰くり出し、何度斬きっても死ぬことも弱ることも知らない。戦いは膠こう着ちやくし、徐々にサンデリアーナは体に疲労を覚えてくる。

　あ……！

　戦いの最中で、サツキの姿が目に入る。討うち合いの末、彼女が剣魔たちに組み伏ふせられるのが見えた。

　サツキ……！

　思わずその名を呼ぶ。

　助けに行かなきゃ……！

　そこでサンデリアーナは奥の手を出した。




　黄金十字第零ゼロ式──




「黄金瀑布ゴールド・フオール」

　その瞬しゆん間かんだった。黄金の聖せい剣けんは四本ともがサンデリアーナの金きん髪ぱつに巻きつけられ、四剣が同時に地面を突つき刺す。すると、衝しよう撃げき波はが大地に伝わり、それは黄金の亀き裂れつとなって剣けん魔まの足元へと走った。

「黄よ泉みに帰りなさい」

　サンデリアーナがつぶやくと、大地からは黄金の光が漏もれ出た。剣魔たちの足元からは瀑ばく布ふのごとく巨大な光が噴ふき出し、それは土ど砂しやとともに彼らを天空へと舞い上げる。それは次から次へと黄金の光に包まれた土砂を空へと運ぶ。地中から光の滝たきが流れ出るような光景だ。

「サツキ……ッ!!」

　駆かけつけようとしたところで、サツキが倒れた茂しげみのあたりで、黒い影が交差した。片方はサツキで、片方は剣魔だ。




　ユキノシタ流柔術奥義──『合あい気き心しん月げつ』




　それはサンデリアーナも見たことのある技だった。敵の剣をぎりぎりでかわし、そのまま相手の懐ふところに飛び込む。そのまま剣を持つ腕をぐいっと摑つかみ、敵の突進力を利用しながら足をはらう。真剣に丸まる腰ごしで応戦する護ご身しん術じゆつは、剣術と柔じゆう術じゆつの双そう方ほうを極きわめたユキノシタ流の真しん骨こつ頂ちようだ。

　サツキの投げにより宙返りをした剣魔が、背中から大地に叩たたきつけられる。その瞬しゆん間かんにもう一人の剣魔が少女の背後を取ろうとするが、それもサツキによって腕を取られ、豪ごう快かいな一本背ぜ負おいを食らう。

　──すごい……剣魔と素す手でで渡り合ってる。

　親友の強さに改めて驚おどろく。思えば、その昔道場で稽けい古こしていたときも、素手での戦いはサツキに一度もかなわなかった。あの剣けん聖せいハヅキ・ユキノシタすら、病気の影えい響きようもあったとはいえ、柔術では娘に一歩遅れを取っていたくらいだ。

　これなら行けるかも……！

　だが、それは甘あまい予測だった。

　ガッ、と足首に違い和わ感かんを感じた。

　な、なに……!?

　驚いて足元を見る。するとそこには、地中から飛び出した黒い手があった。それはガッチリとサンデリアーナの足首を摑んでいる。

　うそ、下から……!?

　非常識にも地面の下に隠かくれていた剣魔は、そこで姿を現す。サンデリアーナが油断していたわけではない。剣魔が地中を潜もぐって、ここまで接近してきたのだ。前に大海を泳いで船に追いついたことといい、いったいどこまで人間離ばなれしているのか。

「しまっ……」

　彼女がふりほどこうとしても、その力は圧あつ倒とう的てきだ。力ずくで引っぱられ、サンデリアーナは地面に引き倒される。受け身を取って衝しよう撃げきを軽減するも、そこに剣けん魔またちが猛もう獣じゆうのように殺さつ到とうしてくる。まだ足首は剣魔に摑つかまれたままで、逃げることも避よけることもできない。

　やられる……！
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　誰だれもが言葉を失っていた。

　手ごたえはあった。抜ばつ刀とう術じゆつは完かん璧ぺきだった。ヴァリエガータのダメ押しというおまけもついた。

　なのに相手は立っている。致ち命めい傷しようどころか、傷ひとつ負わず、涼すずしい顔で。

　何が起きたのか信じられない。

　確かにデュランダルは死んでいたのだ。首と胴どうが離はなれて生きていられるはずがないし、手も足も胴体もぐちゃぐちゃだった。しかし、眼がん前ぜんに立つ剣けん聖せいは遺い体たいや死し骸がいといった存在からはあまりにも遠い。破れていた服すら修しゆう復ふくされており、今までの激戦がすべてなかったことのようなきれいな姿だ。

「おまえは……」思わず訊きいてしまう。「何者なんだ？」

「わたしぃ？」

　デュランダルは自分自身を指差し、くねっと体を動かす。

「わたしはカレン・デュランダル。最強にして美び貌ぼうの剣聖、なんちて」

「…………」

　相手のふざけた受け答えにも、レベンスは悪あく態たいすら返せない。それほど事態は驚きよう異い的てきで、絶望的だ。

「あはは、なにその顔？　もしかして『勝った！』とか思っちゃったぁ？」

「……く」

「そんな都つ合ごうよく行くわけないでしょぉ？　だいたい、ここで負けたらぁ、あなたたちの陽動作戦にわざと乗ってぇ、剣魔ちゃんたちを出しゆつ撃げきさせた私が馬ば鹿かみたいじゃなぁい？」

　作戦は看かん破ぱされていたが、もはや驚おどろきはない。目の前の事態は作戦の成せい功こうや失敗などという次元を超こえているからだ。

「あー。ひょっとして戦意喪そう失しつしちゃったぁ？　だらしないなぁ、これくらいでぇ」

「……ッ」

　レベンスは聖せい剣けんの鞘さやを握る。疲労もダメージもあるが、まだ戦える。にもかかわらず、足がすくんで前に出ない。あんな非常識な復活の仕方を見せられて、戦意を喪失せぬほうがおかしい。

「デュランダルよ」

　険けわしい表情でヴァリエガータが再び問う。

「貴様はいったい……、何者じゃ？」

「うふふふふ、知りたい？」

　デュランダルは楽しげに微ほほ笑えむ。

「いいわぁ」

　彼女は悠ゆう然ぜんとこちらを見下ろして言う。

「ヴァリエガータちゃんわぁ、この世界では長いつきあいだからぁ、特別に教えてあげるぅ」

　そして彼女は驚きよう愕がくの事実を告げる。




「私はねぇ、『神様』なのぉ」




　一いつ瞬しゆん、場の空気が凍こおりつく。

　ヴァリエガータが「何を言い出すかと思えば……」と不ふ愉ゆ快かいそうに返す。

「真ま面じ目めに答えよ」

「失礼ねぇ、真面目に言ってるのよぉ。私の本当の名前わぁ、ローラン・ロンスヴァール。世界を創つくった神様なのでぇす」

　──ロンスヴァール？

　レベンスはその名前に聞き覚えがある。たしかヴァリエガータが『誰だれがそんなものをわしらの世界に送ってきたんじゃ』と質問したとき、あの魔ま剣けんはこう答えた。『ロンスヴァールだ』『我われの同どう胞ほうにして仇きゆう敵てきなり』。そして言げん外がいにこうも伝えていた。デュランダルは剣けん聖せいではなく、別の存在である、と。

「小こ僧ぞうの言っていたとおり、やはり貴様がロンスヴァールとやらなのか」

「あらぁ？　もしかしてぇ、アイゼルネちゃんから何か聞いていたぁ？」

　デュランダルはちらりとエリザを見る。少女は「う……」とうめくのみで、何も言えない。

「そっかぁ、だったら話が早いわねぇ」

　神を名乗る女性は、すっと手を上げて人差し指を立てる。

「でわでわ、神様の証あかしとしてぇ、特別に見せてあげるぅ」

　そして剣聖は初めて、自みずからの剣を呼び出した。




「──不滅乃灰デユランダル」




　その瞬しゆん間かんだった。

　剣聖の右手がカッと光り、その人差し指から青い光がまっすぐに伸びた。氷柱つららを長く伸ばして内部から照らしたような、冷たく輝かがやく光の剣。

　これが……奴やつの聖せい剣けん？

　レベンスは青き光の剣を見つめ、驚おどろくとともにその美しさに目を奪われる。デュランダルの体全体からも冷たい青色の光がほとばしり、それは水色の髪かみを波打たせて幻想的な雰ふん囲い気きを醸かもし出す。

　そこでデュランダルは、何の戯たわむれか、光の剣をくるりと回転させた。すると回転させたところにはシャボン玉のような水色の玉が出現し、それはフワフワと空中に浮かぶ。同じ動作をくるり、くるりと繰くり返すと、『水玉』は十個、二十個と増えていく。

「むかーし、むかしのぉ、おはなしでぇす」

　ふざけた口調でデュランダルは話し始める。

「はじまったばかりのころってぇ、この世の中わぁ、なーんにもなくってぇ、『空からっぽ』だったのねぇ。だけどぉ、それってぇ、すごぉく、退たい屈くつじゃなぁい？　だからぁ、神様わぁ、ちょっと暇ひまつぶしにぃ、『世界』を創つくってみたのぉ。この水玉みたいにねぇ」

　そこでくるりと剣先が円を描えがき、ポンッとまた別の水玉が生まれる。
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「こんなふうにぃ、創られた世界の中でぇ、生命は生まれぇ、進化を遂とげぇ、人じん類るいは繁はん栄えいしたのぉ。だけどねぇ、世界をたくさん増やしていった結果ぁ、中にはろくでもない世界も増えてきちゃったわけぇ」

　レベンスは啞あ然ぜんとしてその説明を聞く。デュランダルが何を言っているのか、彼にはまるで理解できない。一方、エリザはやや哀かなしげな顔で聞いている。

「だからぁ、神様わ決めたのねぇ。世界を生んだ責任としてぇ、不必要な世界を淘とう汰たしよう、ってぇ。でもぉ、神様わぁ、とても慈じ悲ひ深かったのでぇ、愚おろかな人間たちにもぉ、最後のチャンスをあげたのでぇす。それがぁ、『試練の秤はかり』というわけぇ」

「試練の、秤……」

　レベンスはその言葉を繰くり返す。かつて魔ま剣けんは質問にこう答えた。『聖せい剣けんとは、多た元げん世界を淘汰するための試練の秤』。

「あー、もしかしてぇ、それもアイゼルネちゃんに聞いていたぁ？」

　デュランダルはレベンスを見て微ほほ笑えむ。

「お察しのとおりぃ、聖剣わぁ、私たち神様がぁ、数多あまたある世界を淘汰をするために送り込んだ『秤』なのでぇす。その『秤』がぁ、限度いっぱいまで振ふり切れたらぁ、その世界は腐ふ敗はいし切っているってことでぇ、滅ほろぼしちゃえ～ってことぉ。わかるぅ？」

　そこでデュランダルは一同を見回す。だが、誰だれも答える者はいない。常人の理解をはるかに超こえる話に、レベンスもヴァリエガータもついていけない。ただエリザだけが、唇くちびるを嚙かみ締しめて辛つらそうに聞いていた。

「聖剣ってぇ、人間にとってわぁ、すごぉく強い武器じゃなぁい？　その武器を使ってぇ、平和な世界を創つくったら合格ぅ、その世界はこれからも存続させてあげまぁす。でもぉ、聖剣で人を殺しまくってぇ、争いごとの絶えない世の中にしちゃったらぁ、その世界は不合格でぇす。具体的にわぁ、聖剣が血を吸ってぇ、限度いっぱいになったらぁ、使い手が『剣けん魔ま』になってぇ、世界を滅ぼして終了ぉ、ってわけなのぉ」

「おい……」

　ここでやっと、ヴァリエガータが言い返す。聖剣『死ジ神ー乃ノ爪ス』を握り締め、相手を非ひ難なんするように問う。

「貴様は、自分の言ってることが分かっておるのか？　自分が神で、世界が不要になったから滅ぼしてしまおう……そう言っとるんじゃぞ？」

「だからぁ、さっきからそう言ってるのよぉ？」

「聖剣が……人じん類るいを滅ぼすための道具にすぎなかった、と？」

「あらぁ、人聞きが悪いわぁ。試験に合格した世界わぁ、ちゃあんと存続してるわよぉ。もっともぉ、百個にひとつくらいしかぁ、合格しないけどねぇ」

「貴様……」

　ヴァリエガータは相手を睨にらみつけるが、その先の言葉が出てこない。彼女もまた混乱しているのだろう。傍そばで見ているレベンスもまるで理解が追いつかない。聖剣が世界を淘汰するための『秤』で、この世界は試されていた。そして、その試験に不合格になった結果、剣魔が発生した──デュランダルの話をまとめるとそういうことになるが、いったい何を根こん拠きよにこんな馬ば鹿か馬鹿しい話を信じればよいのか。

　こちらの理解度など意に介かいさず、デュランダルはなおも流りゆう暢ちように続けた。

「……あぁ、そうだぁ、ついでに教えてあげるとぉ、聖せい剣けんは人間の『負の感情』を吸収するからぁ、精神力が強い者しか使えないのねぇ？　そうでないとすぐに毒に冒おかされて死んじゃうからぁ、だから聖剣には持ち主を選ぶ機能が備わっているのよぉ？　あとあとぉ、歴代剣けん聖せいに女の子が多いのわぁ、聖剣を造ったのが私たち女神だからぁ、無意識に造物主に従っているのかもねぇ。まぁ、例外もいるけどぉ」

　そこで水色の髪かみの少女は、ちらりとレベンスを見た。

「だけどぉ、やっぱり男の子は駄だ目めみたいねぇ……。女の子と違って『適性』が低いからぁ、終わりが近いかもしれないわぁ」

「何を……」

　レベンスは背せ筋すじが寒くなる。終わりが近い。その言葉はかつて魔ま剣けんに言われたものと重なる。

「小こ僧ぞう、信じるなよ。こやつの言う与よ太た話など、なんの根拠もないハッタリじゃ」

「あらぁ、意外に頭が固いのねぇ。だから歳としを取るってやーねぇ」

「やかましいわ、狂人め」

　緑りよく髪はつの剣聖は吐はき捨てるように言う。まるで相手の言い分に取り合っていないようでありながら、その顔は追い詰つめられた獣けもののごとく厳きびしい。どこかで相手の言葉を否ひ定ていしきれないのだ。それは、以前に魔剣から聞いた回答と符ふ合ごうするものが多いせいもある。

「ま、人間風ふ情ぜいには理解できないことかしらねぇ。でもいいのよぉ、生まれたときから水すい槽そうで泳ぐお魚さんわぁ、お外にはそれより大きな海があることを知らないで育つものだからぁ」

「ほざけ……」

「でもねぇ、ちょっとだけ、この世界は『予想外』のことが起きたのよねぇ」

　デュランダルはくねくねと体を曲げながら、なおもふざけたように続ける。

「もう数百年前から、ぼちぼち剣けん魔ま化する人間は出始めたのねぇ。本来ならぁ、その剣魔ちゃんたちが世界を滅ほろぼして終わりだったんだけどぉ、いきなり自害したりぃ、他の剣聖にやられたりしてぇ、なかなかうまく世界が滅めつ亡ぼうしなかったのぉ。変だなぁ、と思っていた矢先にアイゼルネちゃんが来ちゃったからぁ、仕方なく私が直接手を下すことにしたわけぇ」

　そこで彼女がエリザを見る。

「…………」

　エリザは黙だまったまま話を聞いている。その顔はひどく沈んでおり、負傷とは別に、何かつらいことを思い出しているような表情だ。

「それでぇ、手っ取り早く世界を滅ほろぼすためにぃ、私は毒が回って死んだ剣聖たちを剣魔ちゃんとして再利用することにしたのぉ。でもぉ、剣魔ちゃんってぇ、殺さつ傷しよう本能に特化した分、頭が悪いからぁ、私の忠実な番犬になるようにぃ、いろいろ『調教』が必要だったのぉ。手始めにぃ、あんまり目立たない村とか街を滅ほろぼさせることでぇ、使える剣けん魔まちゃんとぉ、使えない剣魔ちゃんを選別したのねぇ」

「まさか……」そこでレベンスが鋭するどい声で尋たずねた。「その滅ぼした村ってのは、ジーラニムじゃないだろうな？」

「……？　じーらにむぅ？」

「剣魔に滅ぼされた俺おれの故こ郷きようだよ！」

　レベンスは語気を荒げる。

　だが、デュランダルは「あー、そう、ふぅん……なるほどそういうことぉ」と軽い調子で返す。

「テキトーに村を滅ぼしたけどぉ。ああ、そういえばジーラニムなんて名前、あったわねぇ」

「てめぇ……」

　レベンスは怒りで言葉が震ふるえる。

「そんなことのために、俺の故郷を火の海にしたのか」

「あー、怒ってるぅ？　ごめんねぇ、ちゃあんとあなたもいっしょに殺してあげればよかったのにねぇ？」

「……ッ」

　そこでレベンスはギッと奥歯を鳴らした。殺してやる、と聖せい剣けんを握り締しめる。

　だが、次の瞬しゆん間かん。

　──!?

　彼の体が硬こう直ちよくする。相手に斬きり込もうと考えているのに、足がすくみ、前に出られない。

「うふふふ……」

　デュランダルが微ほほ笑えむ。その両りよう眼めは見開かれている。

「あらぁ、どうしたのぉ？　体がすくんじゃったぁ？」

「く……」

　レベンスは動けない。手が震え、金かな縛しばりにあったように全身が重い。これでは蛇へびに睨にらまれた蛙かえるだ。

「神様に逆らうなんてぇ、身のほど知らずのあなたたちにぃ」

　ざわりと、髪かみが波打つ。

　な、なんだ……？

　レベンスは目を疑う。のたうち出した彼女の髪は、見る見る伸びて、あっという間に足元を超こす。手にしていた光の剣は膨ふくれ上がったかと思うと先せん端たんから枝えだ分わかれし、それは四つの光に分ぶん裂れつして髪の毛によって巻きつかれる。

　まさか……。

　彼はその姿に見覚えがある。ありえぬほど長い髪と、その髪によって握られた四本の剣。

「双龍乃牙ズルフイカール……」

「ご名答ぉ」

　その唇くちびるが動くと、少女は髪かみの毛を軽く動かす。四剣が『十字』の配列を取り、それはこちらを向いている。

　そして技は放たれた。




「黄金十字ぃ」




　その瞬しゆん間かん、巨大な衝しよう撃げき波はがデュランダルの四剣から放たれた。それは大地を削けずり取りながら向かってくる。

　──なにぃ!?

　レベンスはとっさにその場を転がる。攻こう撃げきは彼の脇わきをかすめ、さらに大地を削り、壁かべを十字の形にぶち抜いて、それでも勢いを保って遠ざかっていく。

「貴様、なぜドラセナやサンデリアーナの技を……」

　倒れこんでいたヴァリエガータが、よろめきながら立ち上がり、忌いま々いましそうに尋たずねる。

「簡かん単たんよぉ、だって私は神様だものぉ。この世界に放たれた聖せい剣けんわぁ、私の力の一部を分け与えたものでぇ、一種の『模も造ぞう品ひん』ってところなのぉ。それをあんなにありがたがっちゃってぇ、人間って単純よねぇ」

「な……」

「だからぁ、さっき私が復活できたのわぁ、その名もずばり『絶対治ち癒ゆ』でぇす。つまり『聖女乃証クローデイア』もぉ、私の力が源泉なのよぉ」

「馬ば鹿かな……」

　レベンスは耳を疑う。聖剣が──世界最強の武器が、模造品だというのか。

　先ほど自分が前に出られなかった理由を、やっと遅ればせながら理解する。

　かなうはずがない。

　相手は聖剣を創そう造ぞうした本人、文字通りの造ぞう物ぶつ主しゆだ。とすれば、どうして生み出された側のこちらが勝てるというのか。

　手にした聖剣『天空乃瞬ウインザー』を握り締しめてみるが、それが初めて小さく、頼たよりなく感じる。

「さあさあ、本家本元の力、もっと見せてあげるわねぇ？」

　そこで彼女の両手が輝かがやき、まっすぐに光が伸びた。それは細長い刃はを二枚、交差して組み合わせた形。まるで鋏はさみだ。

「報復乃鋏フラガラツハ……」

　レベンスがつぶやいたとき、デュランダルは鋏を開き、地面をざっくりと斬きった。すると斬った部分がボコリと隆りゆう起きし、そこから続々と大量の土ど砂しやと瓦が礫れきが飛び出してくる。

　それは巨大な龍りゆうだった。土ど砂しやで作られた龍は、かつて剣けん聖せいルピナスが操あやつったものとよく似ているが、今はその何倍も大きい。

「攻こう撃げきぃ」

　デュランダルが命じると、龍はその身を躍おどらせて勢いよく向かってきた。それはエリザを狙ねらって口を開く。もちろんエリザは避よけようとするが、その場で動きが止まる。

　どうした、なぜ避けない……!?

　見れば、エリザの足首に何かが絡からんでいた。それは地中から飛び出した『手』。

　──なっ……!?

　レベンスは驚おどろくが、彼の位置ではもう間に合わない。動きを封ふうじられたエリザ、そこに巨大な龍が迫せまる。

　だが、寸すん前ぜんのところで、龍の首には青い光線が走り、すっぱりと切断されて地に落ちた。それは三日月の形をした光の鎌かま。

「小こ童わつぱ、無事か……！」

「ヴァーちゃん！」

「あらぁ、邪じや魔まが入っちゃったぁ。惜おしかったのにぃ」

　デュランダルは身をくねらせてふざけたように言う。

「貴様、死者を……」

「お株かぶを奪ってごめんねぇ」

「…………」

　このときヴァリエガータは、一いつ瞬しゆん小さく息を吞のんだ。

　──師し匠しよう？

　それがレベンスには何を意味するのかは分からない。

「おぬしが本家本元だとしても」ヴァリエガータはどっしりと腰こしを落とし、聖せい剣けん『死ジ神ー乃ノ爪ス』を構える。「はいそうですかと諦あきらめるわしらだと思うたか？」

「ヴァリエガータちゃんわぁ、本当に往おう生じよう際ぎわが悪いのねぇ」

「それが取り柄えでなっ！」

　叫さけぶと同時に、彼女はデュランダルへと斬きり込む。だが、敵は余よ裕ゆうなのか、棒ぼう立ちで待ち受ける。その頭上に大鎌が振ふり下ろされるが、デュランダルは回かい避ひするそぶりも見せない。

　決まるっ、と思ったときだ。彼女の顔面すれすれで、突とつ如じよとして攻撃は弾はじかれた。そこには十じゆう字じ架かの形をした光が二つ並んで出現し、防ぼう御ぎよ壁へきとなって立ち塞ふさがる。

　──聖女乃証クローデイア……!?

　レベンスが驚いたときには、すでにヴァリエガータが光る十字架を食らって吹っ飛んでいた。

　しかし戦いはそれで終わらない。

　一いつ瞬しゆんの隙すきを狙って、エリザが背後から襲おそい掛かる。その魔ま剣けんがデュランダルの背中に突つき立てられ、真っ二つにせんと刀とう身しんが迫せまる。

　だが、

「……ッ!?」

　デュランダルは振ふり返らずに、左手を掲かかげ、そのまま反転して振り抜いた。すると、手から一いつ瞬しゆんで光り輝かがやく物体が出現し、ギンッ、と魔ま剣けんの攻こう撃げきを受ける。

「うふふふ……こんなこともできるのよぉ？」

　デュランダルは、手から出た光の物体をさらに膨ふくらますように巨大化すると、大剣のような形へと変えた。そしてその『光』の塊かたまりから──おそらくは『鞘さや』から──刀身を抜き、身を低くして構えを取った。鞘が左右に広がって『盾たて』へと変形し、それを右手で突つき出して構え、左手では大剣を引く。

　──闘神乃腕レーヴアテイン……!?

「う……」

　とっさに退ひこうとするエリザに、デュランダルは突とつ撃げきした。大地を蹴けり、盾を突き出した格かつ好こうでの大剣の突き技。エリザは魔剣で応戦するが、それは盾を弾はじいたのみで、後から突き出された大剣が少女へと殺さつ到とうする。エリザはその一いち撃げきを正面から食らい、その小さな体は光の波に飲まれて吹き飛んでいく。

　──くそっ！

　そこでレベンスが斬きり込んだ。エリザに集中していた敵に接近し、懐ふところまで入ったところで一気に聖せい剣けんを抜き放つ。もちろん彼の得え物ものは『天空乃瞬ウインザー』だ。側面から一瞬の隙すきをついての、世界最速の聖剣による抜ばつ刀とう術じゆつ。さしものデュランダルも逃げ場がない。そう見えた。

　そしてレベンスは抜き放った。

　鞘から刀身を引き抜いた瞬しゆん間かん、すべての世界は変へん貌ぼうを遂とげる。刀身から放たれる光が全身を包み、すべてを支配せんとばかりに溢あふれ出し、あらゆるものが速度をなくし、完全に鈍どん化かし、聖剣は徐じよ々じよにデュランダルへと迫せまり、これで間ま違ちがいなく命中する──

　そう思ったとき。




　デュランダルがこちらに振り向き、にこりと笑った。




　──え？

　彼は驚きよう愕がくする。なぜ、どうして、こいつは、この世界で、

　動ける？

　その疑問をあざ笑うように、ひらりと身を躍おどらせ、彼の剣を避よける。刹せつ那なの時を刻む世界の中で、あたかもこれは自分の時間だというように、左手に光の剣を出現させ、右手でその柄つかを握る。あろうことか、それは抜刀術の構えだ。これらすべてが瞬まばたきをするよりさらに短い時間で行われ、聖せい剣けんを発動させたレベンス自身が、信じられぬ想いで一連の動作を愕がく然ぜんと見つめる。

　今まで疑問だったことの答えを、彼はようやく理解する。エリザの魔ま剣けんがどうやって折られたのか、なぜデュランダルは常に余よ裕ゆうなのか、長い間ルピナスが逆らえなかったのはどうしてか、それらの答えは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。世界最速の聖剣をさらに凌りよう駕がする速度、人間には到とう底ていたどりつけぬまさに『神』の領りよう域いき。これが彼女の強さだったのだ。

　デュランダルは彼を見つめながら、唇くちびるを歪ゆがませる。美しくも冷れい酷こくな笑みを浮かべた彼女は、光の剣を抜き放ち、ああ──噓うそだろう──聖剣『天空乃瞬ウインザー』にぶつけた。その剣は聖剣を根元から豪ごう快かいに叩たたき折り、刀とう身しんが空に舞い上がり、それが光の尾おを引いてレベンスの眼がん前ぜんを横切っていく。

　レベンスは敵の抜ばつ刀とう術じゆつで巻き起こった風で吹っ飛び、地面に叩きつけられる。そこでやっと『天空乃瞬ウインザー』の絶対時間は強制終了し、世界は元の速さに戻もどり始める。

「うふふふふ。びっくりしたぁ？」

　う……噓うそだろ……。

　レベンスは口の中に血の味を感じながら、今しがた起きた現げん象しように呆ぼう然ぜんとする。激痛が全身を走り、呼吸が止まりそうだが、そんなことは問題ではなかった。

　非常識だ。

　三人で一いつ斉せいに攻こう撃げきしたのに、わずか一いつ瞬しゆんのうちに全ぜん滅めつ寸すん前ぜんに立たされている。勝機が見えたと思ったのは錯さつ覚かくで、デュランダルは平然と同じ場所に立っている。あらゆる聖剣の力の大元であり、それを縦じゆう横おう無む尽じんに振ふるう『神』。

　どうすればいい。

　何をどうやったら、あの怪かい物ぶつを倒せる？

　レベンスはギッと奥歯を嚙かんで敵を睨にらみつける。デュランダルは彼をわずかに見たが、眼中にないとばかりに視線をそらし、一番近くに倒れているヴァリエガータに視線を移す。それからゆっくりと彼女に歩み寄る。

「ぐ……っ」

　ヴァリエガータはどうにか立ち上がるが、その足はふらついている。その衣服は十じゆう字じ架かの形に裂さけ、大量に噴ふき出した血でべっとりと濡ぬれている。

「あらぁ、まだ立ち上がれるんだぁ。すごぉい」

「ほざ、け……」

　瀕ひん死しの重傷でもなお、彼女は言い返す。

「ヴァリエガータちゃんとわぁ、今までなが～いお付き合いだったけどぉ、これでおしまいだと思うとさびしいわぁ」

「ふふ……気が合う、な……わしもじゃよ、デュランダル」

　ヴァリエガータは大おお鎌がまを構える。その闘とう志しはいまだに衰おとろえないが、体はボロボロで立っているのもつらそうだ。

「……恐おそれ入ったわい、貴様には」

「でしょでしょぉ？　すごいでしょぉ？」

「だがな……」

　ヴァリエガータはあくまで諦あきらめない。「死ジ神ー乃ノ爪ス」とつぶやくと、地中からボコッと『手』が飛び出し、デュランダルの足首を摑つかんだ。

「あらぁ」

　デュランダルはこともなげに足元を見る。

「こんなことしてぇ、今さら足止めになるとでもぉ？」

「もちろん思わんさ。だが……」

　そこでヴァリエガータはニヤッと笑った。




「やっと探り当てたぞ、このマヌケめ」




　先ほど出てきた『手』は、さらに数が増え、今度は地面を押しのけて『本体』まで出てきた。

　なんだ……!?

　全身を真っ黒に染そめ、異様なまでに殺気を放つ、飢うえた獣けもののごとき存在。それが四体ばかり、凄すさまじい勢いでデュランダルに殺さつ到とうしていく。もちろんデュランダルは応戦するが、相手は体を斬きられても決してひるまず、執しつ拗ようなまでに攻こう撃げきを繰くり返す。その光る両りよう眼めは忘れるはずもない、レベンスの怨おん敵てきだ。

　──け、剣けん魔ま……!?

「ずっと引っかかっておったんじゃよ、貴様が『剣魔』を操あやつるのを見ていてな」

　ヴァリエガータが大鎌に寄りかかりながら説明する。

「気づいてみれば単たん純じゆん明めい快かいじゃった。死者を操る能力──それはつまり聖せい剣けん『死ジ神ー乃ノ爪ス』の能力、そのものじゃとな」

　あ……！

　レベンスも気づく。剣魔たちのあまりの強さに驚おどろいていたが、肝かん心じんなことを見落としていた。彼らも亡なくなった剣けん聖せいであり、すなわち死者だということなら、それを操る能力は『死ジ神ー乃ノ爪ス』と同じものだ。

　──ま、まさか……デュランダルの操っていた剣魔たちを、師し匠しようが操り返したのか？

「貴様が聖剣を次々に使ってみせて、わしもやっと気づいた。おまえが聖剣を恐れ、剣聖を、そしてこのわしとの戦いを恐れてきた理由。それは聖剣に宿った力が、貴様と同じ力──神の力ゆえに、この世で唯ゆい一いつ貴様を倒しうるから。違うか？」

「く……っ、このぉ……！」

　デュランダルが力ずくで剣けん魔またちをふりほどこうとする。その顔は今までになく必死だ。やがて、ヴァリエガータが片かた膝ひざをつく。『死ジ神ー乃ノ爪ス』の輝かがやきが不安定になり、かなり消しよう耗もうが激しそうだ。

　そしてデュランダルから、鮮せん烈れつな光が放たれた。剣魔たちは一いつ挙きよに吹き飛び、バタバタと大地に転がる。現れたデュランダルは肩で息をしており、その姿は体中が嚙かみ付かれ、搔かき毟むしられ、骨まで露ろ出しゆつしようかというほどの大おお怪け我がだ。

「おのれぇ……」

　その形ぎよう相そうはかつてと異なり、目が吊つり上った恐ろしいものとなる。ヴァリエガータを睨にらみつけるが、その前には一人の少女が立ちはだかる。さっきまで倒れていたエリザだ。

「間に合った……ようじゃな……」

　ヴァリエガータが前のめりに倒れる。

「ヴァーちゃん！」

　エリザが叫さけぶと、彼女は突つっ伏ぷしたまま「あとは……まかせた、ぞ……」とかろうじて答えた。

「……わかった」

　エリザは向き直り、デュランダルと対たい峙じする。

「許さないわぁ……」

　デュランダルは搔き毟られて傷だらけになった顔を歪ゆがませる。さしもの治ち癒ゆ能力も今は追いついておらず、ひょっとしたら剣魔にやられた傷は治なおりにくいのかもしれない。

　──消耗している。今が好機だ。

　レベンスも体に鞭むちを打って立ち上がる。エリザの援えん護ごに回らねば、と思うが、その手に武器はない。聖せい剣けん『天空乃瞬ウインザー』は先ほど折られたばかりだ。

　くそ、どうする……!?

　彼が歯は嚙がみをしている間にも、戦せん闘とうは再開された。デュランダルの青く光る刃はと、エリザの漆しつ黒こくの刃が激げき突とつする。青と黒の光が炸さく裂れつし、反動でいったん刃が弾はじかれたあと、二度目の刃を合わせる。それも弾かれると、三度、四度、五度と連続して刃が打ち合わされる。デュランダルの剣は美しく、対するエリザの剣は闇やみを振ふりかざしたような軌き道どうを描えがく。知らぬ者が見れば、青き光を従える女神が暗黒の悪あく魔まを打ち滅ほろぼそうとしているように見えるだろう。だが真相は逆だ。

「ぐっ……！」

　均きん衡こうが崩くずれ始める。激げき烈れつに打ち合いながら、エリザは少しずつ後退を余よ儀ぎなくされる。勝機と見たデュランダルがさらに剣の回転速度を上げ、圧のし掛かるように攻こう勢せいを強めていく。

　エリザが劣れつ勢せいになるのも、ある意味当然だった。デュランダルの攻撃は千せん変ぺん万ばん化かで、青い光の剣が時に『闘神乃腕レーヴアテイン』となって相手を押し戻もどし、時に『報復乃鋏フラガラツハ』となって鋏はさみのように開き、時に『双龍乃牙ズルフイカール』となって四剣同時攻こう撃げきを繰くり出す。すべての聖せい剣けんを自在に操あやつる戦い方は、まるで一人で七剣けん聖せい全員を相手にしているような光景だ。

　エリザはじりじりと後退する。やがて、魔ま剣けんが大きく横に弾はじかれると、デュランダルの剣──十じゆう字じ架かの形をしたアレは『聖女乃証クローデイア』──が命中した。

　凶きよう刃じんを受けた少女が吹き飛ばされる。一直線に屋や敷しきの壁かべにぶつかり、壁を砕くだきながら後ろへと転がる。

「エリザ……！」

　敵の接近を感じたエリザはすかさず立ち上がる。そして魔剣を振ふりかざして応戦するも、刃はを合わせるとまたも押し込まれ、相手の縦じゆう横おう無む尽じんな聖剣攻撃の嵐あらしにさらされる。形勢は再び防戦一方となり、体勢を立て直す間もなくデュランダルは『死ジ神ー乃ノ爪ス』の形状をした大おお鎌がまでエリザを刈かり取ろうとする。ぎりぎりで避よけるも、次の瞬しゆん間かんには『天空乃瞬ウインザー』が少女を襲おそい、一いつ瞬しゆんで間合いを詰つめられ、最速の一いち撃げきがエリザを襲う。

「ぐぁ……っ！」

　エリザがまた攻撃を食らう。

　──くそ……っ！

　形勢は明らかに不利だ。本気を出したデュランダルの強さは圧あつ倒とう的てきで、すべての聖剣を操る波は状じよう攻撃にまったく歯が立たない。

　だが、少女は諦あきらめない。

　倒れた姿勢から、前まえ触ぶれなくゆらりと立ち上がる。全身をドス黒い血に染そめているが、それでも瞳ひとみに宿る闘とう志しは衰おとろえを知らない。

「負けない」

　それは確信に満ちた響ひびきだ。

「わたし、ぜったい、あなたに、負けない」

「そういうことわぁ、やられているときに言っても説得力ないのよぉ？」

「でも、負けない。……だって」

　少女は剣を構える。

「こことは、別の、世界で……レイリアも、カインも、アザラウルも、ミステルも、ジンドウも、みんな、みんな、剣けん魔まになって、苦しんで、死んでいった」

「それが何だって言うのぉ？　その人たちわぁ、腐ふ敗はいした世界を淘とう汰たするのに貢こう献けんできてぇ、むしろ幸せでしょお？」

「そんなの、誰だれも望んでない」

「私が望んでいるからぁ、それは神の御み心こころなのよぉ」

「たとえあなたが神でも」

　エリザは揺ゆるぎない瞳で告げる。

「わたしは、あなたを──」

　その目が強く光る。




「許さない」




　その瞬しゆん間かんだ。

　エリザの体には異変が起きた。

　白銀の髪かみが地面に達するほどに伸び、それは根元から一いつ挙きよに黒く染そまる。同時に魔ま剣けんの赤い紋もん様ようが蠢うごめき、そこに『目』が開く。少女の青かった瞳ひとみが充じゆう血けつしたように赤くなり、それはやがて真しん紅くに輝かがやく。銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんの少女が黒こく髪はつ赤せき眼がんの姿に変へん貌ぼうする。

　──これは……！

　レベンスにも見覚えがある。かつて、ドラセナ・ゴールドコーストが剣けん魔まになったとき、窮きゆう地ちに陥おちいったエリザが見せた異い形ぎようの姿。それと同じだ。

　改めて彼は疑問に思う。この少女はいったい何者なのか。悠ゆう久きゆうの時を超こえ、幾いく多たの世界を渡り歩き、ついには神と戦うこの小さな少女はいったい──

「ふぅん、やっと出てきたわねぇ、アイゼルネちゃん？」

「今こそ決着をつけよう、ロンスヴァール」

　その声は魔剣から響ひびいたように聞こえた。その刀とう身しんに開いた『目』は、まっすぐにデュランダルを捉とらえている。相変わらず、心に直接響くような重々しい声だった。

「これで、最後」

　エリザが静かにつぶやき、前に踏ふみ出す。

「どちらの最後になるのかしらぁ？」

　デュランダルも前に出る。

　そして二人は正面からぶつかり合った。青き聖せい剣けんを振ふりかざしたデュランダルと、黒き魔剣を振りかぶったエリザ。青と黒の直線が重なるとき、鮮せん烈れつな光が弾はじける。

　戦い方はまるで変わっていた。相手の武器は先ほどと同様にあらゆる聖剣に変化しては襲おそいかかってくるが、それはエリザの体に触ふれる寸すん前ぜんで硬かたい音とともに弾き返されてしまう。まるで『見えない壁かべ』にぶつかったような光景で、レベンスはかつてドラセナ戦で見た不ふ思し議ぎな現げん象しようを思い出す。あのときも同じようにエリザは敵の攻こう撃げきを跳はね返していた。

　鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよを誇る少女は、そこから反はん撃げきに出る。魔剣を振りかぶると、デュランダルの正面から強きよう烈れつな一いち撃げきをお見み舞まいする。だが、十じゆう字じ架かの形をした光が出現し、魔剣の攻撃は跳ね返される。エリザはさらに連続して魔剣を放つが、それらは次々に出現する光の十字架にことごとく弾かれる。防御が完かん璧ぺきなのは相手も同じだった。

　二人の戦せん闘とうはさらに苛か烈れつさを増す。互いの防御が厚いと見るや、今度は二人とも武器と武器をぶつけ合うように剣を交え始める。黒い魔ま剣けんの軌き道どうと青き聖せい剣けんの軌道、その光が二人の間で幾いく重えにも交差し、ぶつかっては弾はじけ、押されては押し返す。無数の流星が飛び交うような光景に、遠目で見ているレベンスの目も残像でチカチカしてくる。

　空中に閃せん光こうが走り、前の閃光が消え去る前に次なる閃光が引かれ、それは残像を上書きするように量産され続ける。永久に終わらぬ花火のごとく光の競きよう演えんが続き、魔剣と聖剣が無む茶ちや苦く茶ちやにぶつかり合う様よう子すは、すべてを引っ搔かき回すような乱らん雑ざつな炸さく裂れつ音おんに満ちていながら、どこか調和の取れたリズムがあり、それは鮮あざやかな流星で連続的に宙を彩いろどる。誰だれも見たことのない芸術的な戦せん闘とう風景に、レベンスは立場を忘れて見入ってしまう。

　戦いは互ご角かくに見えた。両者とも一歩も引かず、その場で足を止めての斬きり合いとなる。

　どうする……？

　レベンスは迷う。エリザの加勢に回りたいのはもちろんだが、二人の戦いが激しすぎてとても自分が参加する余地がない。下へ手たをすればエリザの足を引っ張るだけだ。

　戦いは膠こう着ちやくしている。しかし相手は『絶対治ち癒ゆ』の能力を持ち、四し肢しをバラバラにしても涼すずしい顔で復活してくる存在だ。このまま続けばジリ貧ひんなのは確かだ。

　ここまで来て、俺おれは何もできないのか……っ！

　レベンスは痛いほど拳こぶしを握る。エリザが命がけで戦っているのに、自分はここで呆ぼう然ぜんと見ているだけで何もできない。エリザを守るとあれほど誓ちかったのに、なんて自分は無力なのか。

　しかし彼には打つ手がない。

　体の怪け我がはともかく、今は手元に武器が何もない。吹き飛ばされたときに落としたのか、投げナイフの一本すら懐ふところにはない。これでは戦うもクソもない。

　何か……。

　レベンスはあたりを見回す。大きく穿うがたれた地面、粉ふん砕さいされた屋や敷しきの残ざん骸がい、おびただしい瓦が礫れきの山。そうしたものの中で、キラリと何かが光った。

　なんだ？

　彼は足を引きずり、どうにか瓦礫を避よけて前に進む。中庭ではエリザとデュランダルの激げき烈れつな戦いが続いている。しかし、今のレベンスにできることはそれらを見物することではない。たとえ勝てなくても、どんなに微び力りよくでも、少女を守る武器を手にすることだ。

　光の元にたどりつき、体をぶつけるように瓦礫をどかす。

　ナイフの一本でも落ちていれば、と思っていたところだったが、見つかったのは意外なものだった。

「これは……」

　それは『鞘さや』だった。いわゆるヤポニカ刀のそれに似ているが、持ち主である彼が分からぬはずがない。

「これ、天空乃瞬ウインザーの……」

　レベンスに発見されるのを待っていたかのように、鞘さやがまとっていた光はフッと消える。見れば、そこには折れた聖せい剣けんの『刀とう身しん』があり、加えて、根元付近で叩たたき割られた『柄つか』の部分も転がっている。

　レベンスは手を伸ばし、それらを持ち上げる。なぜかは理解できないが、聖剣はまだ生きている──そんな気がした。光っていたのは、レベンスに己おのれの存在を知らせるためのような気がしたし、わずかに残った刀身を『鞘』に収めてみると、剣はもう一度光を放った。

　もしかして……。

　それはただの勘かんだった。

　だが、理屈を超こえた何かが彼を確信させる。

　──こいつはまだ、生きている。

　手のひらには、ずっしりとした重み。それは今までになかった重量感で、その鞘も柄もほのかな燐りん光こうを放っている。

　処ア女イ神ゼ拷ル問ネだけではない。

　この聖剣も、長きに渡って戦い続け、多くの修しゆ羅ら場ばを潜くぐり抜けてきたのだ。たとえどのような目的で作られたにせよ、神の力を宿した聖剣は、それ自身が確固たる意志を持つのだろう。それが知識ではなく、感覚で分かった気がした。

　待てよ……？

　そこで彼はあることに気づく。

　──おまえが聖剣を恐おそれ、剣けん聖せいを、そしてこのわしとの戦いを恐れてきた理由。それは聖剣に宿った力が、貴様と同じ力──神の力ゆえに、この世で唯ゆい一いつ貴様を倒しうるから。違うか？

　先ほどの師し匠しようの言葉が脳のう裏りによぎる。

　デュランダルは聖剣を恐れていた。ならば、この聖剣にこそ奴やつを倒す可か能のう性せいがあるのではないか……？

「そうなのか、天空乃瞬ウインザー？」

　彼の問いかけに答えるように、聖剣はほんのりと輝かがやく。

　そうか……。

　できるかどうかは分からない。やってみて効果があるかも分からない。

　だが、やる価か値ちはある──むしろ今の自分にできることはこれしかない。

　──！

　そして彼は気がついた。戦いの最中、エリザが一いつ瞬しゆんだがこちらを見たことに。

　二人の目が合う。うなずき合う間もなく、刹せつ那なに視線が重なっただけだが、それだけでレベンスには感じられた。

　あいつが俺おれを待っている。

　レベンスは聖剣を握り締しめ、決意を新たにする。エリザの戦う姿を見つめながら、これからすべきことを内心で固める。

　エリザは戦いながら、少しずつこちらへと近づいてくる。それは時に迂う回かいしつつも、確実にレベンスの今いる地点へと戦場を移している。

　彼の助力を待っているのだ。

　──頼たのむぜ、相あい棒ぼう。

　彼は腰こしを落とし、抜ばつ刀とう術じゆつの構えを取る。

　黒い流星のごとくエリザが地を駆かけ、それを恐おそろしい形ぎよう相そうのデュランダルが追ってくる。エリザは一度瓦が礫れきを蹴けって飛び跳はねたあと、大剣で地面を削けずりながらブレーキをかけ、相手を待ち受ける。それはちょうどレベンスの目の前だ。

　──エリザ！

　二人はもう一度視線を交わす。それは最後の戦いへの合図。

　そして時は来たる。

　瞬まばたきするほどの間にデュランダルが接近してくる。神こう々ごうしいまでに光り輝かがやくその姿が見る見る大きくなる。

　次の瞬しゆん間かんだ。

　レベンスが瓦礫の陰かげから飛び出し、デュランダルに向かって突とつ撃げきした。デュランダルは一いつ瞬しゆん、彼を視認して嘲あざけるように唇くちびるを歪ゆがませると、大きな動作で剣を振ふりかぶった。それは邪じや魔まな石ころを蹴け飛とばすような無む造ぞう作さな動き。レベンスを心の底から侮あなどっているのだろう、剣を大上段に振り上げて脳天を狙ねらってくる。それは力の均きん衡こうする相手には決して見せない、隙すきの多い動作だ。

　レベンスは全神経を聖せい剣けんに集中する。

　デュランダルの凶きよう刃じんが、振り下ろされるその間ま際ぎわに、




　抜ばつ刀とう。




　その瞬しゆん間かん、世界は変へん貌ぼうする。鞘さやから引き抜かれた刹せつ那なから爆ばく発はつ的てきな光の奔ほん流りゆうが溢あふれ出し、それは持ち主に圧あつ倒とう的てきな加速を与える。しかしその刀とう身しんはわずかに根元に残るばかりで、八割方は存在しない。デュランダルが嘲あざ笑わらうかのように唇を歪め、レベンスと同じ速度で迫せまってくる。本来なら誰だれも立ち入れない不ふ可か侵しん領りよう域いきに、この絶対者だけは悠ゆう々ゆうと進入し、蹂じゆう躙りんし、支配しに来る。刀身のない聖剣など、もはや何の警けい戒かいもいらぬというように、レベンスに向かって剣を振り下ろす。彼の命めい脈みやくはそこで尽つきようとしていた。

　だが。

　──この時を待っていた！

「天空乃瞬ウインザー……!!」

　鋭するどく叫さけぶ。その瞬間、大地から凄すさまじい速さで『何か』が飛んできた。それはデュランダルの背中に深々と突つき刺さり、貫かん通つうして胸から飛び出す。

「ぐあぁ……っ!?」

　デュランダルが絶ぜつ叫きようする。彼女に刺さったのは、まさしく聖せい剣けん『天空乃瞬ウインザー』、その折れた刀身部分だった。聖剣は確かに、主あるじの元に馳はせ参じたのだ。そして命中と同時に、天空乃瞬ウインザーによる絶対的な時間は終わりを告げ、世界が速度を取り戻もどす。

「──ッア!?」

　神が悲ひ鳴めいを上げる。

　そこに。

　レベンスの背後から一いち陣じんの風が吹き込み、漆しつ黒こくの切っ先が現れる。赤い瞳ひとみに宿しゆく敵てきを映し、黒き長ちよう髪はつを翼つばさのごとく振ふり乱し、もう一人の女神が長きに渡る戦いの最後の幕まくを下ろしに来る。デュランダルはとっさに回かい避ひしようとするが、先に聖剣の一いち撃げきを食らっていたことで回避が遅れた。

　魔ま剣けんの切っ先がデュランダルの胸に届く。それは吸い込まれるように胸に突き刺さり、貫通し、向こう側へと飛び出る。

「──ッア──アッアア──オオオアッ──[image: びっくりさん]」

　デュランダルが悲鳴とも雄お叫たけびともつかぬ声を張り上げる。それは喉のどから溢あふれる血液とともに宙に拡かく散さんする。胸に刺さった魔剣を引き抜こうと、強引に剣を両手で摑つかむが、それは断固たる意志を持って引き抜かれることを拒こばむ。その刀とう身しんには巨大な『目』が見開かれており、血走ったような紋もん様ようが浮き出て、ゴギュリ、ゴギュリと飲み干ほすような音を立てて何かを吸い込んでいる。デュランダルの体からは白い光がほとばしり、それは胸の傷口から次々に魔剣へと吸収されていく。

「お──」

　光の中に消えてゆく間ま際ぎわ、その『声』は聞こえた。

「おろかなる──人間どもめ──」

　それは最後に遺のこされた『神』の言葉。

「統すべる者を失いし世界は──秩ちつ序じよを失い、混乱をもたらし──、大地にさらなる血を流すだろう──。そしていずれは──あのとき滅ほろぼしていれば良かった、と──人間ども自みずからが、悔くいる、だろう──」

「たとえ、そうだとしても」

　そこでエリザが答えた。いつものたどたどしい口調ではなく、はっきりとした声で返した。

「あなたには、それを決める権利はないから」

「後こう悔かい、するぞ──」

「それも」

　エリザは静かに告げる。それは反論ではなく、相手への餞せん別べつの言葉のように響ひびいた。

「人の宿命さだめ、だから」

　そこでデュランダルの言葉が途と切ぎれた。それが沈ちん黙もくなのか、消しよう滅めつしたせいなのかは分からない。その体を包む白い光が魔ま剣けんに吸い込まれていくたびに、彼女の体はドス黒く染そまっていく。やがて四し肢しの末まつ端たんからボソボソと粉こなのように崩ほう壊かいし、絶対的な力を誇った神は、劣れつ化かした遺い跡せきのごとく乾いた砂さ塵じんと化し、それもまた魔剣へと吸い込まれていった。

　静せい寂じやくが訪れる。




　最さい凶きようの神は、ここに消滅した。
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　終わっ、た……？

　あたりを包む静寂と、破は壊かいされた荒こう涼りようたる大地。その中でレベンスは呆ぼう然ぜんとしていた。

　デュランダルは消滅した。だが、そこに至るまでの過程があまりにも激げき烈れつすぎて、まだ勝利の余よ韻いんはない。むしろ、あの最悪の剣聖が何食わぬ顔で復活してくるのでは、という不安のほうが大きかった。

「勝った、のか……？」

　思わずエリザを見る。

「そう」

　少女はうなずき、はっきりと告げた。

「デュランダル、しょうめつした。だから、おしまい」

　そのときだった。魔剣に浮き出ていた『目』は、彼をジロリと見たあと、眠そうに瞼まぶたを閉じた。その目はすうっと刀とう身しんの中に消えていく。

「あ……」

　見れば、地面に倒れていた剣けん魔またちにも異変が起きていた。その体は急にボソボソと崩くずれ出し、風に運ばれて粉こな々ごなになっていく。四体の剣魔は最初からそこに存在しなかったように、わずかな衣服を残して消滅してしまった。

　ああ……。

　レベンスはそこでやっと理解する。戦いは終わったのだ、と。

「そうだ、師し匠しようは……？」

　周囲を見回す。だが、それらしき影はない。

　彼は一いつ瞬しゆん、ぞくりと悪い予感がする。最後に見たのは力尽つきて倒れた姿だ。もしかしたらどこかの瓦が礫れきに生き埋うめになっているのかもしれない。

「師匠……！　どこだ……っ！」

「ヴァーちゃーん……!!」

　二人の弟で子しは師し匠しようを探す。

　すると、遠くで何かが崩くずれるような音がした。見れば、瓦が礫れきの中から小こ柄がらな人物が這はい出てくる。見覚えのある緑りよく髪はつと、小柄な体たい軀く。

「師匠……！」「ヴァーちゃん！」

　すぐさま二人が駆かけ寄る。

　そこに倒れていたのは確かにヴァリエガータだった。血まみれで全身が真っ赤に染そまり、顔面は死体のごとく蒼そう白はくになっている。

　師匠、師匠、と呼びかけると、彼女は「う……」とうめき、瞼まぶたをわずかに開く。

「こ……こぞ、う……」

　その胸には大きな傷口が開き、血液がとめどなく噴ふき出している。

「あ……やつ、は……？」

　彼女はかすれた声で尋たずねる。「え……？」とレベンスは声を漏もらし、それから師匠の問いの意味に気づく。

「デュ、デュランダルのことか？　それなら消しよう滅めつしたよ。魔ま剣けんに吸い込まれてな」

「しょう、めつ……」

「そうだ。俺おれたちの勝利だ。勝ったんだよ、師匠のおかげで」

「そうか……」

　ヴァリエガータは血まみれの唇くちびるで、微ほほ笑えむ。

「よう、やった……」

「ま、待ってろよ、いま手当てをするから、大だい丈じよう夫ぶだぞ。そうだ、助けを呼んでくるからな！」

　レベンスが立ち上がると、

「よい……」

　ヴァリエガータが彼の腕を摑つかんだ。

「て、手当ては、いらぬ、よ……」

「何言ってんだよ」

「よいから、ここに、いろ……」

「ヴァーちゃん……」

　エリザが泣きそうな顔でひざまずく。

「小こ童わつぱ、その、姿は……」

　ヴァリエガータは少女の姿を見て、やや驚おどろいたように目を見開く。エリザの姿はまだ黒こく髪はつ赤せき眼がんのままだ。

「そうか……小童は……」

　納なつ得とくしたようにつぶやく。

「やはり……特別、じゃった、な……」

「ヴァーちゃん……」

「なんて顔を、しとる……」

　師匠は少女の頰ほおを優やさしく撫なで、微ほほ笑えんでみせる。

「小こ僧ぞう……」

「も、もうしゃべるな。安静に──」

「わしは、これで終わりだ」

　彼の言葉を遮さえぎり、恐おそれていた言葉がはっきりと告げられる。「師し匠しよう……」と彼は胸が締しめ付けられる。

「よいか……」

　その瞳ひとみは穏おだやかで、まっすぐに彼を映す。

「い、今から……、さ、最後の、教えを、さずけ、る……」

「おい、やめろ、何言ってんだよ」

「聞け」

「う……」

　瀕ひん死しとは思えぬその強い瞳に、レベンスは何も言えなくなる。

「これからの、世界は……ま、ますます、混こん迷めいを、深める、じゃろう……。剣けん聖せいを、失い……王たちの、タガは、外れ……、王政は、腐ふ敗はいし……、国は乱れて、民は、苦しむじゃろう……」

　ヴァリエガータは必死に言葉を搾しぼり出す。ひどく苦しげで、最後の力を振ふり絞しぼっているのが分かる。

「だが、忘れるな……。いかなる、絶望も……決して、すべてを、奪うことは、できぬ……。必ず、どこかに……希望が、残されておる……」

　レベンスが手を取る。だが握り返してくる力はあまりにも弱々しい。

「だから……希望に向かって、進め……。いつ、いかなる、ときも……希望を、捨てるな……。その先に、必ず……道が、開けよう……」

　その瞳が、エリザに向けられ、それからレベンスに向けられる。彼女の強い意志が、視線の矢となって自分の中に入ってくるような気がした。

「さて……」

　そこでヴァリエガータは、体を反転させると、信じられないことに自力で立ち上がった。「お、おい、師匠」と慌あわてる弟で子したちをよそに、血を滴したたらせて赤い斑はん点てんを残しながら、ゆっくりと足を引きずって歩き、傍かたわらに刺さっている剣のところまで進む。それはエリザの魔ま剣けん。

　刀とう身しんに手のひらを置くと、魔剣が光り、あの『目』がカッと開いた。それはヴァリエガータをじろりと見て、それからニィッと細められる。

　レベンスは悪い予感がする。彼女の手はすでに光に包まれ、張り付いたように刀とう身しんと一体化している。これから起こることの想像を前に、彼は思わず叫さけぶ。

「師し匠しよう！」

「来るな!!」

　ビクッとして、走りかけたレベンスは足を止める。エリザも同様に立ち止まる。

「これは……始末を、つけねば……ならん……こと、なのじゃ……」

　ヴァリエガータは震ふるえる手で、腕をまくる。そこには黒い血けつ管かんが浮き出ている。それはおそろしいまでに皮ひ膚ふの下をのたくっており、すでに彼女に残された時間が短いことを物語る。

　ヴァリエガータはフッと微ほほ笑えむ。

「なーに……、そう、怖こわい顔を、せんで……笑って、見送っとくれ……」

「ヴァーちゃん……」

　エリザが泣きそうな顔でヴァリエガータを見る。

「なあ師匠、考え直そう。まだ手はあるさ。剣けん魔まにならない方法だって、みんなで協力すればきっと見つかる。ほ、ほら、手持ちの古こ文もん書じよとか、デュランダル家の倉庫とか、探せば何かしら出てくるだろうし……。だから、な？　考え直してくれよ……」

　彼は説得を試みながら、だんだんとその言葉は小さくなっていく。それは、師匠があまりにも優やさしい瞳ひとみで、彼に向かって微笑みかけていたからだ。

「小こ僧ぞう……おぬしは、本当に……イイ男じゃな……」

「師匠……」

「わしは……良い弟で子しを持って……本当に、幸せじゃった……。──小こ童わつぱを、頼たのむぞ」

　師匠は空を見上げ、遠くを見るように目を細める。

「アルバ、フォーリア、トランボルン……」

　師匠は続ける。

「マスケナ、ムーディ、オフィシナリス……、ノアゼット、カポテアリ、そして、ベルシコロール……」

　それは旧きゆう友ゆうの名前だろうか。ベルシコロール以外は知らぬ名だった。

「今、逝いくぞ……」

　刀身に触ふれた手が光る。その光は徐じよ々じよに彼女の体を包み、手のひらから魔ま剣けんへと吸い込まれていく。

　見送る二人は泣いていた。ただ、死に行く当人だけは微笑んでいた。

「さらばじゃ」

[image: ]

　その言葉が最後だった。彼女の体は光の粒つぶとなって弾はじけ、魔剣の中へ吸い込まれる。

　最後の粒が見えなくなると、そこには誰だれもいなくなった。ただ、ガラン、と故こ人じんの愛した大おお鎌がまが大地に転がった。




　それが、彼らの敬けい愛あいする剣けん聖せい、ロサ・ガリカ・ヴァリエガータの最さい期ごだった。
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　やけに静かだった。

　誰だれも、何も言えずに、ただその場に立ち尽つくしていた。不ふ思し議ぎと涙なみだは出ず、ただ途と方ほうもない虚きよ脱だつ感かんがあった。

　確かに勝利した。最さい凶きよう最悪の剣聖を倒し、これで七剣聖のすべてがこの世を去った。剣聖殺しのエリザにとって、それは完全勝利と言ってさえ良い結果だったが、それを喜べる者は誰もいなかった。

　無敵の剣聖に勝利したのに。

　最凶の神を消し去ったのに。

　世界を剣けん魔まから救ったのに。

　仇かたきをついに討うち取ったのに。

　歓かん喜きはなく、ただ哀かなしみだけがあった。達成感はなく、喪そう失しつ感かんだけが心を支配した。

　胸に去来するのは、師し匠しようの懐なつかしい顔ばかりで、それがもう二度と見られないことを考えると哀かなしみはいっそう増すのだった。

　──小こ僧ぞうー、小こ童わつぱー。晩ばん飯めしじゃぞー。

　いつも明るくて、どこかとぼけていて。

　──なーに、案ずることはない。わしに良い考えがある。

　楽天的で、頼たよりになって。

　──小僧、本気で来い。さもなくば命を落とすことになるぞ。

　厳きびしいのに、そこにはいつも優やさしさがあって。

　う……。

　覚かく悟ごはしていたつもりだった。いずれ別れが来るのも知っていた。それがおそらくは今回の戦いになることも予測できていた。だが、いざこうして失ってみると、それは途と方ほうもない重みとなって圧のし掛かってくる。自分の真ん中にあるものをすべて抜かれたような、胸に冷たい空くう洞どうができた感覚。

「レベンス……」

　隣となりを見ると、エリザがぽろぽろと涙なみだをこぼしていた。親とはぐれた子供のように頼りなげな表情。その様よう子すは、黒こく髪はつ赤せき眼がんの容姿と妙みように不ふ釣つり合いだった。

　レベンスはそっとエリザを抱き寄せ、頭を軽く撫なでてやる。亡なくなった妹はそうやると少しずつ泣き止やんだ。ただ今は、あまりにも失ったものが大きすぎて、この落らく涙るいを止めるすべはない。土ど砂しやと瓦が礫れきに埋うめ尽つくされた中庭の光景が、つい先ほどまでの激戦を雄ゆう弁べんに物語っていたが、今はなんだかそのことが遠い昔のようで、ともすると夢だったような気さえした。

　師しを失った哀しみに、二人がただどうすることもできずに立ち尽つくしていたときだ。




『──終わったか』




　声が聞こえた。

　──え？

　驚おどろいて顔を上げる。その声は頭上から聞こえた。

「あ……！」

　空中には魔ま剣けんが浮いていた。今までともに戦ってきた漆しつ黒こくの大剣。

「アイゼルネ……」

　エリザがその名をつぶやく。

『わが使い手エリザベートよ』

　宙に浮かぶ魔剣は、刀とう身しんに浮き出た『目』でエリザを見下ろす。その声は重々しく、腹の底に直接響ひびくような威い厳げんがあった。

『これで、至し高こうにして傲ごう慢まんな神のくびきから世界は解放された。そなたとの契けい約やくも、これで終わりだ』

　魔ま剣けんは淡たん々たんと、事実を確かめるように告げる。

　──契けい約やく……？

　彼は不ふ審しんと畏い敬けいの混ざった、複ふく雑ざつな感情で空を見上げる。この剣は命の恩おん人じんであるとともに、エリザを血みどろの戦いに巻き込んだ張本人でもある。だから真実を知りたかった。

「……聞かせてくれ、アイゼルネ」

『なんだ』

「あんたは何者なんだ？」

『我わが名はアイゼルネ。またの名をシャルルマーニュ。ロンスヴァールと同じく、世界を創そう造ぞうした神々の一人』

「世界を創造した、神……」

　レベンスはその言葉をつぶやき、わずかに肩をすくめる。神だの、世界創造だの、人じん類るい滅めつ亡ぼうだの、普通なら到とう底てい信じられない話の連続で、なんだか感覚が麻ま痺ひしそうだった。

　エリザはレベンスの服を摑つかみ、その身を寄せながら、どこか畏おそれた感じで魔剣を見つめていた。急に空に浮かび、話を始めた魔剣に、使い手である少女自身も驚おどろいているようだ。

「神だとか、世界を創つくったとか、もう訊きかねぇよ。何を言われようとこっちにゃ確かめるすべがないからな。でも、ここまで来たんだから教えてくれよ。……あんたの狙ねらいは何だ？　なぜ、エリザをこんなふうに戦わせてきた？」

『我われの目的は、ロンスヴァールの暴走を止めることにあり。それ以上でも以下でもない』

「ロンスヴァールってな、デュランダルのことだよな？　だったら、あんたとは同じ神様同士じゃねぇのか？」

『我は神の一人に過ぎぬが、ロンスヴァールは最高神。ゆえに、奴やつが世界の淘とう汰たを始めても、誰だれも止めることはできなんだ。だが我は世界の命運はその世界に住む者どもが決めるのが世の真理と思うておる。ゆえにロンスヴァールに歯向かった』

「エリザを巻き込んだのはどうしてだ？」

『この世界はロンスヴァールの創りし、奴の支配下にある世界。ゆえに我は本来の力を振ふるえず、それどころか顕けん現げんすることすらままならぬ。そのため、我の力を代行する使い手が必要だった。だからそこなるエリザベートを選び、契約を交わした。エリザベートこそ、神々の力を振るうに最も適性のある人間だったからだ』

「そうなのか、エリザ？」

　レベンスが確認すると、エリザは唇くちびるをキュッと結び、それから哀かなしげにうなずいた。

「じゃあ、ロンスヴァールを打ち倒した今、この世界はどうなるんだ」

『ロンスヴァールが消しよう滅めつし、ゆえに、この世界も奴の支配下から外れた。だから我もこうして顕現できるようになったのだ』

「じゃあ、創つくった神様が消えたから、この世界が滅ほろんだりとかはしねぇんだな？」

『無論だ。この世界を栄えさせるのも、はたまた滅ぼすのも、ここに住む者が決めるであろう』

「……最後にもう一つ、聞かせてくれ。エリザの記き憶おくのことで」

　ぴくり、と少女が顔を上げる。そしてレベンスの服を摑つかんでいた手に、さらに力が込められる。

「すべてを返そう──あんたは前にそう言った。あのとき、エリザに記憶を返した。そういうことだな？」

『そのとおりだ。やはりそなたは察しがよいな』

　魔ま剣けんは少し感心したような口ぶりで言う。

『どこでそれに気づいた？』

「俺おれはずっとこいつのそばにいたから分かるさ。急に哀かなしい顔になったり、涙なみだを流したり、俺に甘あまえてきたり……つらい記憶や怖こわい出来事を思い出したとき、俺の妹も昔そうしてきたから」

『ふむ、そうか……』

　魔ま剣けんは静かに返す。

　レベンスはさらに踏ふみ込んで尋たずねる。

「なぜあんたは、エリザの記憶を奪ったんだ？」

『そうするしかなかった』魔剣は淡たん々たんと答えた。『聖せい剣けんを追う戦いは、とても長きに渡り、そのたびに我われとエリザベートは、無数の世界の間で転生を繰くり返した。しかしあまりにも多くの悲ひ劇げきと惨さん劇げきを味わってきた少女の精神は、とうとう限界を迎むかえた。ゆえに、意志と使命のみを残して、他の記憶は一時的に我が預かった。それを最後の戦いの前に返した。……それだけだ』

「それだけって、てめえ……人の記憶を玩具おもちやにして、何か他に言うことは──」

　そこでエリザがレベンスの腕を引いた。

「え？」

「いいの」

　少女は短くそう告げると、小さく首を振る。

「で、でもよ」

「いいの。わたしが、望んだ、こと、だから」

「おまえが……？」

　こくり、と少女はうなずく。それからすがるように彼を見つめる。潤うるんだ瞳ひとみで見つめられると、レベンスは何も言えなくなった。

　質問が途と切ぎれると、魔剣は『……さて』と切り出した。

『すべての元げん凶きようが消しよう滅めつした。残すはあと一人』

　そこで魔剣はレベンスを見み据すえた。

『ロンスヴァール──デュランダルも言っていたとおり、聖剣とは、創そう世せいの女神が力を封ふうじた武具。ゆえに、聖せい剣けんは母なる女神に近い性質の者しか使い手に選ばない。よくぞ男の身で選ばれたものよ。ひょっとすれば聖剣自みずからが世界を滅ほろぼすことを恐おそれ、それを防ぐ光こう明みようをそなたに見みい出だし、その身を預けたのかもしれぬ』

「…………」

「サンデリアーナなる者は、適性十分にして使用は僅きん少しよう。これ以後、聖剣使用を控ひかえるならば剣けん魔まになることはないであろう。ヴァリエガータなる者は、適性十分なれども使用は過多。すでに剣魔となる宿命は不ふ可か避ひであった。しかるにレベンスとやら」

「……なんだ」

　彼は悪い予感がする。

『適性なくして、聖剣を使用した代だい償しよう。……分かっておろうな？』

「……ああ」

　レベンスは低い声で返す。覚かく悟ごはしていたが、やはりはっきり告げられると恐きよう怖ふを感じた。

『ならば』

　魔ま剣けんの目がギラリと光る。すると、

　──ぐ……っ！

　腕に激痛が走った。それは今まで感じたことのない痛みで、あまりの強きよう烈れつさに息が止まり、声すら出ない。

　どうにか震ふるえる手で袖そでをめくり上げると、

　──!!

　そこには、大きな『血けつ管かん』が浮き出ていた。黒い百足むかでが皮下をのたくっているような不ぶ気き味みな現象で、忘れるはずもない、ヴァリエガータやドラセナにも浮き出ていた『前ぜん兆ちよう』だ。

「う……ぐぅ……っ!?」

「レ、レベンス……！」

　エリザが血けつ相そうを変えて叫さけぶ。そして彼の腕を見て「あ、あぁ……」とうめく。

『残念ながら、我われの力でもこれ以上抑おさえられぬ』

　魔剣は静かに宣せん告こくする。

『終わりが近い……確かにそう警けい告こくしたはずだな？』

　──やはり、そうか……。

　激痛の中で、レベンスはあのときの言葉の意味を改めて理解する。終わりが近いのはエリザの命でも二人の関係でもない。他ならぬ自分自身だったのだ。

　黒い血管は皮ひ膚ふの下で広がっていく。彼の腕を侵しん食しよくしていくその勢いは止まることを知らず、網あみ目め状じようとなり、蜘く蛛もの巣すのごとく右腕を覆おおっていく。

　視界がゆがむ。銀ぎん髪ぱつの少女の姿がぐにゃりと曲がり、熱した飴あめ細ざい工くのように輪りん郭かくが溶け出し、搔かき混ぜた料理のように色しき彩さいはおかしくなり、息が詰つまって声すら出せない。

　自分の中で何かが膨ふくれ上がっていく。無数の記き憶おくの断片のようなものが猛もう烈れつな勢いでレベンス・トリフォリウムの心の中に投げ込まれ、濁だく流りゆうとなって渦うずをなし、理性ごと彼を飲み込んでいく。

　これ、は……。

　侵しん食しよくされる意識の中、必死に理性をつなぎとめる。いったい誰だれのものなのか、無念と怨おん念ねんと哀かなしみが洪こう水ずいのごとく浴びせられ、それは徐じよ々じよに敵意と殺意となって膨ぼう張ちようし、拡かく散さんし、先せん鋭えい化かしていく。

　このままでは剣けん魔まになる。そのことが感覚で分かる。あの恐おそろしい、冷れい酷こく無む比ひな、残ざん酷こく極きわまりない怪かい物ぶつに、家族と故こ郷きようを滅ほろぼした殺人鬼きに。それだけはならぬ、絶対にそれだけは防がねばならぬ、だからその前に『決着』をつけねばならぬ。自分自身に、この命に。

　震ふるえる手で、聖せい剣けんに手を伸ばす。『天空乃瞬ウインザー』を引き抜くと、折れた刀とう身しんは小刀程度の長さしかないが、まだいくらかの切れ味がある。これで首くび筋すじを搔かき切れば死ねるはずだ。

　大量の汚お泥でいに全身を飲み込まれるような混こん濁だくした意識の中で、それでも悔くいはなかった。デュランダルを倒し、すべての聖剣を集め、目的を達した。最後までエリザを守り通すことができた。それは『少女を守る剣になる』と決めた彼にとって、人生最大の望みを達したことでもある。

　だから、いい。

　もういいんだ。

　ほとんどの輪りん郭かくを失った視界の中で、少女の姿はもう見えない。だから彼は心の中で少女のことを思い浮かべ、最後の別れを告げる。




　さよならエリザ。




　そして彼は、震える腕を無理矢理に意志の力で制せい圧あつし、首筋に向けて聖剣を近づけた。両手で柄つかを握り、手前に引くように一気に首筋を搔き切った──

　はずだった。




「だめ……っ[image: びっくりさん]」




　叫さけび声が響ひびくと、レベンスの腕を誰かが摑つかんだ。見れば、そこには銀ぎん髪ぱつの少女が立っていて、必死な表情で彼の腕を押さえている。

「はな、せ……」

　レベンスは苦しげに言う。

「だ、め……」

　エリザは首を振ふり、その手を離はなさない。やがて、少女は引き剝はがすようにレベンスの腕を押さえ込む。彼の手から聖せい剣けんがこぼれ落ち、地面に転がる。

　──駄だ目めだ、死なないと、死な、ない、と……。

　レベンスは膝ひざをつき、地面に落ちた剣を拾おうとする。だが、さっと白い手が伸び、剣を先に奪ってしまう。

「かえ、せ……」

　彼は震ふるえる手を伸ばすが、少女はいやいやと首を振る。その胸に剣を押し付け、唇くちびるを震わせて「しんじゃ、だめ……」と言葉を漏もらす。

　そのときだ。雷らい鳴めいのような音が響ひびき、宙に閃せん光こうが走った。

「あ……っ」

　エリザは目を見開く。少女の前に、『それ』は突つき立っていた。地面に垂直に刺さり、己おのれの存在を誇こ示じしている。

「アイゼルネ……」

『エリザベート、我われを取れ』

　刀とう身しんに見開いた『目』がエリザに命じる。

「い、いや……」

　エリザが後ずさる。

『そなたがやらぬのならば、我がやる。──最後の仕事だ』

　その魔ま剣けんの目が、さらに一ひと際きわ大きく見開かれた。目と目が合ったその瞬しゆん間かん、エリザの体は独ひとりでに動き出し、意志とは正反対に腕を持ち上げ、剣へと手を伸ばす。

「いや、いや、レベンス、殺すの、いや……！」

　少女は必死に抵てい抗こうする。だが、神の意志はそれを許さず、少女を戦いへと駆かり立てる。

「あ、あ、やめて、アイゼルネ……！」

　少女の手は魔剣を両手で握り、レベンスへと切っ先を向ける。それは意志と裏うら腹はらの行こう為い。

「おねがい、やめて、アイゼルネ、おねがい……」

　少女は懇こん願がんする。だが、魔剣はその願いを聞き入れず、無理やりに少女の体を動かす。

「う、う、う……」

　少女は目をギュッと瞑つぶり、なおも抵抗の意志を示す。

　だが、魔剣の意志がそれを制圧した。

　そして少女の手に握られた剣は、高々と振り上げられた。

　レベンスはそれを見上げる。

　一いつ瞬しゆん、魔剣と『目』が合う。

　──覚かく悟ごは良いか。

　声が聞こえた。それは魔剣の声。

　ああ、いいぜ……やってくれ。

　心の中で返事をすると、魔ま剣けんはわずかに目を細めた。それはいくらか哀かなしげな表情にも見えたが、気のせいだったかもしれない。

　彼は最後にエリザを見る。少女は泣きながら懸けん命めいに抵てい抗こうしている。

「エリザ……」

　その名を呼ぶと、少女はハッとした顔でこちらを見る。

　目が合う。涙なみだで潤うるんだ、美しい瞳ひとみに彼の姿が映る。

「ごめんな」




　そして魔剣が振ふり下ろされ、血ち飛沫しぶきが飛んだ。
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　少女が生まれたとき──それは転生ではなく、本当の意味で最初に、母親から生まれたとき──そこは平へい凡ぼんな片かた田舎いなかの村で、暖あたたかな春の日の出来事だった。少女はすくすくと育ち、家は貧まずしかったが、農家だったので食べ物だけは困ることもなく、畑仕事の手伝いをしたり、近所の友達と泥どろんこになって遊んだり、夜は隙すき間ま風かぜのあるボロ家で眠ったりして、そこには少女を慈いつくしんでくれる両親と、かわいい弟と、ぼろぼろだけど暖かな布ふ団とんがあって──そんな、豊かではないけれど、無む邪じや気きで、幸せだった日々があった。

　だが、その日常は一いつ瞬しゆんで破は壊かいされる。

　村に現れた『化ばけ物』は──それが剣けん魔まという存在であることを知るのは後々のことだ──村の人々を無差別に殺しまくり、殺しまくり、殺しまくった。少女の父親は化け物に立ち向かって半身だけとなり、母親は少女を逃がそうとして背中から心しん臓ぞうをえぐられ、まだ年とし端はも行かぬ弟はひねり潰つぶされて真っ赤な肉にく塊かいになった。そして化け物は少女に手を伸ばし、その首くび筋すじを摑つかんだ。本当はあのときに死ぬはずだった。だけどなぜか、どこからか『声』が聞こえて、絶望の渦か中ちゆうの少女にこう問いかけた。

　未来がほしいか、と。

　心優やさしき少女はとっさに願った。ほしい、と。

　その瞬しゆん間かん、『契けい約やく』が成立し、天空から稲いな妻づまのごとく何かが舞い降おり、家の屋根をぶち破って、床ゆかに垂直に突つき刺さった。

　それは漆しつ黒こくの大剣。

　本能的に、少女はそれを手に取った。あとはがむしゃらにそれを振ふるった。気づいたら、化ばけ物は真っ二つになっていた。

　それから不ふ思し議ぎなことに、化け物にやられたはずの少女の家族は、傷が見る見る塞ふさがって蘇よみがえった。

　それが契約の対たい価かだった。家族を救ったことと引き換かえに、少女の『戦い』はその日から始まった。『契約』を履り行こうするために、少女はずっと戦ってきた。異世界から異世界に渡り歩き、何度も何度も転生して、人と知り合い、友情を育み、死線を越こえ、その果てに友を斬きった。聖せい剣けんを破は壊かいすることで救えた世界もあったが、滅ほろんだ世界のほうが多かった。ひとつの世界が終わるたびに、少女はまた別の世界へと転生した。無限に続く追いかけっこのごとく、少女は長い時を、一いち縷るの希望にすがり、多大な絶望を背せ負おいながら、それでも前に進み続けた。純じゆん粋すいな少女はそれが必要なことだと信じ、事実、世界を救う方法はそれしかなかった。

　いつしか少女は忘れるようになった。つらい過去も、別れた家族も、記き憶おくの彼方かなたに薄うすれ、ただ目の前にある使命を果たすためだけに日々を過ごすようになった。長く海に漂う船乗りが、そのうち陸地にいたころを思い出せなくなるように、少女は前にいた世界を忘れ、ついには己おのれの記憶そのものを魔ま剣けんに預けるようになり、そうやって自分が何者であるかも置き去りにして、厳きびしい宿命と、つらい別れを、ただただ繰くり返した。

　そして少女は、この世界にやってきた。そこはアストラガルスという名で、少女は一人の青年と出会った。彼と一いつ緒しよに旅をして、だんだんと親しくなって、何度も死線をくぐって、いつしか彼は少女にとってかけがえのない存在となって、だが、またいつかと同じように──




　彼を斬った。




　それから──
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　夢を見ていた。

　それは霧きりの中に、記き憶おくの断片が浮かんでは消えるような映像で、つらく、苦しく、長い長い戦いの記き録ろくだった。

　その夢には一人の少女が出てきた。白銀の髪かみを持ち、巨大な漆しつ黒こくの剣を振ふるい、凄すさまじい強さの敵と戦う、小さな少女。永遠とも思えるような時を経へて、世界を渡り歩き、己おのれの使命のためにまい進して来た、強きよう靭じんな精神力と、純じゆん粋すい無む垢くな魂たましいと、狂おしいほどの絶望と、一いち縷るの希望。そんな少女の夢。

　まるで少女の人生を表すかのような、真っ黒な、暗くら闇やみの世界。そこに一いち条じようの光が射さし、暖あたたかな何かが近づいてきて、そして彼は──




　目を覚さます。




「う……」

　光を感じて、うっすらと瞼まぶたを開く。

　ぼんやりとした意識の中で、視界に入るものが少しずつ輪りん郭かくを取り戻もどしていく。灰色の天てん井じようと、雨あま漏もりの跡あとのようなシミと、窓から射さし込む光。

　生きて、る……？

　なぜ……？

　喜びよりも、どうしてだろう、という疑問の感情が先立つ。

　記き憶おくの糸をたどると、最後に見た光景が脳のう裏りに浮かぶ。振ふり上げられた魔ま剣けん、覚かく悟ごを決めた自分。そして確かに、

　──斬きられた。

　真っ赤な血ち飛沫しぶきを自分でも見たような気がする。だが、こうして意識がある以上、あのとき死に損そこなったのか、あるいはここが黄よ泉みとかあの世という場所なのか。

　ふと、違い和わ感かんを覚えて、右腕のほうを見る。だが、そこにはあるべきはずの手はなく、肘ひじの下あたりからすっぱりとなくなっている。

　ああ、右腕を斬られたのか。

　不ふ思し議ぎとショックはなく、むしろ答えが出たことで少し落ち着いた気さえする。事情は分からないが、あのとき魔剣によって右腕を斬り落とされ、そのあと手当てを受けた。だから生きている、らしい。そこまでは理解がつながる。切断された部分は、『黒い血けつ管かん』が浮かび上がった部位で、斬られた理由もなんとなく察しがつくが、それで本当に良かったのか、あのとき魔剣がどういうつもりだったのかは皆かい目もく分からない。あるいはエリザが抵てい抗こうして、斬りそこなっただけなのか。

　そうだ、あいつは……。

　視線だけを動かし、室内を探る。すぐ近くには小さなテーブルがあり、その上には血で汚よごれた大量の包ほう帯たいと薬品らしき瓶びんの数本、あとは部へ屋やの隅すみに小さな水みず桶おけが置いてある。家具がほとんどない部屋だが、窓から射す陽光のためか不ふ思し議ぎと殺さつ風ぷう景けいな感じはしない。

　立ち上がろうと思ったが、少し体を持ち上げた途と端たんに、ずきりと痛みが走った。

「いつっ……」

　戦場ならばこれしきの痛み、と踏ふん張るところだが、今はとてもそんな気力が湧わかない。

　おとなしく横になり、誰だれかが来るのを待つ。

　ぼんやりしていると、まただんだんと疲ひ労ろうが襲おそってくる。かなり瞼が重くなってきたところで、ギイッと扉とびらを開く音がした。

　エリザ……。

　白銀の髪かみを持つ少女が、そっと部屋に入ってくる。彼はうっすら目を開け、何か言葉を発しようとするが、眠りに入る間ま際ぎわだったのでうまく口が回らない。

　少女はベッド脇わきの椅い子すに座り、おもむろに手を伸ばした。レベンスの左手を、両手で包むようにギュッと握り、額ひたいに押し当てる。外から来たせいか、その手は冷たくて、少女の今の気持ちを表しているかのようだった。

　震ふるえる少女の手と、その柔やわらかさを感じながら、少女が無事で良かった、と思った。さっきまでは生き残った実感が湧わかなかったが、今は胸の奥から喜びが湧き上がってくる。エリザが無事で、それを確かめられた。それだけで満足だ。

　少女の横顔は白く、その青い瞳ひとみは潤うるんだような光を帯びている。頰ほおに残る筋すじは涙なみだがこぼれた跡あとで、レベンスが意識を失っていた間に何があったのかを示している。

　そっと、手に力を込めてみる。

　すると、ビクッと少女が震え、顔をこちらに向けた。そしてレベンスと目が合った。

「あっ」

　エリザは目を丸くする。彼が目を覚さましているのに、今やっと気づいたらしい。

「よう……」

　レベンスは小さな声で挨あい拶さつする。

　そっちの具合はどうだ、と体調を訊きこうとしたが、その前に少女が「れっ」と声を上げた。

「れっ、れっ、れべんす……！」

　エリザの顔は急にくしゃくしゃになり、瞳には涙がドッと溢あふれる。「お、おい……」と彼は戸と惑まどったが、それは止まらなかった。

「れべんす、れべ、んずぅ……っ！」

　顔面を涙の洪こう水ずいで決けつ壊かいさせ、鼻水をすすりあげながら、エリザは椅子から転げ落ちるように枕まくら元もとにすがりつく。そして「れっ、れべんずう」と鼻水ごと擦こすり付けてくる。

「ちょ、おい、落ち着けって！」

「うああぁれべんぶぅらいじょうぶう!?」

「おまえこそ大だい丈じよう夫ぶか」

　思わず苦笑する。それと同時に、自分のために泣いてくれるこの少女を、改めて愛いとおしいと思った。

「ほら、泣くな、もう大丈夫だからさ……」

　その涙が止まるまで、彼は優やさしく少女の頭を撫なでてやるのだった。




　　　　　　　　　○




　エリザが少し落ち着いたころに、サツキとサンデリアーナが入ってきた。お互たがいに無事だったことを喜び合ったあとに、彼女たちの口からこれまでの経けい緯いを説明してもらった。

　サツキとサンデリアーナの『陽動部隊』は、剣けん魔またちとの戦いで一時的には窮きゆう地ちに陥おちいったが、最後はどうにか切り抜けた。なんでも、もう駄だ目めかというところで急に剣けん魔またちが動きを止め、向きを変えてその場を走り去ったという。情報を総合すると、ちょうどそれはヴァリエガータが剣魔たちを操あやつったタイミングと重なった。

　剣魔たちを追って、サンデリアーナたちはデュランダル邸ていへと馬で駆かけつけた。そこで見たものは、右腕を切断された状態のレベンスと、その彼を必死に手当てしているエリザの姿だった。協力してレベンスに応急処置を施した後、一いつ行こうはアークレイギアから脱出し、今いるササブネ亭ていの支店までたどりついた、とのことだ。

「なぜ、魔ま剣けんは俺の右腕だけを斬きったんだ？」

　その質問には、エリザがたどたどしい口調で答えた。なんでも、エリザの体を乗っ取った『アイゼルネ』が、急に剣の軌き道どうを変えて、彼の右腕だけを斬り落としたらしい。そして、少女の心の中に『これで憂うれいは断たれた』という声が聞こえたという。それ以上のことはエリザ自身も分からず、また、魔剣に尋たずねても返答がないため、結局真相は分からずじまいだった。

　ただ、レベンスはどこか、魔剣の言葉を信じようという気になっていた。噓うそを吐つく理由がないし、あの超ちよう然ぜんとした存在が下へ手たな慰なぐさめを言うようにも思えなかった。サンデリアーナについても、『適性十分にして使用は僅きん少しよう。これ以後、聖せい剣けん使用を控ひかえるならば剣魔になることはないであろう』と述べていたが、きっとその言葉にも偽いつわりはないように思えた。

　ヴァリエガータの最さい期ごについては、すでにエリザから二人に説明がなされたらしく、それ以上話題にはならなかった。その夜、一人で布ふ団とんをかぶったあとに、レベンスは静かに涙なみだを流し、敬けい愛あいする師し匠しようの死を改めて悼いたんだ。

　その後、四人はダリアの港を発たち、ベルベリスへと向かった。港にいた人々が、「デュランダル様が行方ゆくえ不明らしい」「剣けん聖せい殺しがやったというのは本当か」「ついに剣聖さま全員が……」「世界はどうなってしまうんだ……」と口々に噂うわさしていたのが印象に残っている。

　そして。




　　　　　　　　　○




　──いよいよか。

　無事にアークレイギアから脱出し、ユキノシタ道場まで戻もどってきた四人。三日ほどの休養を経へたあと、今は道場の裏手の林に集まっていた。

　林の中の開けた一いつ角かくで、中心にエリザが立ち、その周囲に六本の聖剣が突つき立てられている。

『天空乃瞬ウインザー』『闘神乃腕レーヴアテイン』『死ジ神ー乃ノ爪ス』『双龍乃牙ズルフイカール』『聖女乃証クローデイア』『報復乃鋏フラガラツハ』。ちなみに『不滅乃灰デユランダル』については、持ち主の消しよう滅めつと同時に消えてしまった。

「じゃあ、はじめる、ね」

　エリザが『儀ぎ式しき』の開始を告げる。それは少女の最終目的である『聖剣破は壊かい』だ。

　世界の『秤はかり』として送り込まれた、残る六本の聖せい剣けん。これらをすべて破は壊かいし、デュランダルの力の宿る物をこの世界から完全に消去すること。それがエリザの使命であり、彼女と契けい約やくした『アイゼルネ』の目的だ。

　手元にある魔ま剣けんに、エリザはそっと手を添そえる。すると、漆しつ黒こくの刀とう身しんには亀き裂れつが走り、例の『目』が見開かれる。同時に、明るかった空はにわかに曇くもりだし、雷らい雲うんのようなものが立ち込め、ついには天空から大地に向かって稲いな妻づまのごとき閃せん光こうがほとばしった。

　な、何が起きるんだ……？

　レベンスたちは固かた唾ずを飲んで事態を見守る。

　儀ぎ式しきは続いた。エリザは魔剣の柄つかを握り締しめながら、祈いのるように頭こうべを垂たれる。聞いたこともない言語らしきものをぶつぶつと唱となえ始め、その長ちよう髪はつが風もないのに持ち上がり、魔剣の鞘さやにからみつく。

　やがて、少女の『変身』が始まった。だがそれは今までのものとまるで違った。

　銀色の髪かみは根元から一度黒く染そまり、それはさらに色を変えて真っ白な光を帯びる。背中からは巨大な白い翼つばさが生はえて、それはまばゆいばかりの光で世界を包む。

　──なんだあれは……!?

　少女の体は白い光に染まり、全身から『波』のようなものが発せられる。

　それは不ふ思し議ぎな儀式だった。六本の聖剣から発せられる光が循じゆん環かんするように相そう互ごに光の線を送り、その中心にある魔剣が光を集約する。聖剣自身からは消し炭ずみのごとき瘴しよう気きが次々に吸い出されていく。『浄じよう化か』という言葉が頭に浮かび、その推すい測そくはおそらく間ま違ちがっていないように思われた。かつて『聖女乃証クローデイア』を用いてエリザの魔剣を浄化して修しゆう復ふくしたように、これもまた『身の代しろ』に近い原理なのかもしれない。おそらくは、魔剣自体を媒ばい介かいにした儀式。エリザが聖剣の破壊にこだわりながらも、すべてを集めるまでは破壊に踏ふみ切らなかった理由はこの儀式のためだ。

　やがて、徐じよ々じよに黒い瘴気が量を減らし、聖剣から出てくるのをやめる。エリザは一度だけ、苦しげに剣に寄りかかった。

　そして終わりが来る。

　何かが破は裂れつするような音がした。

　見れば、聖剣が次々に砕くだけ散っていく。『天空乃瞬ウインザー』『闘神乃腕レーヴアテイン』『死ジ神ー乃ノ爪ス』『双龍乃牙ズルフイカール』『聖女乃証クローデイア』『報復乃鋏フラガラツハ』。はるか昔からこの世界を支えてきた聖剣は、あっけないほど簡かん単たんに、光の粒つぶとなって魔剣の中へと吸い込まれた。

　今しがた起きたことが現実だったのか、幻まぼろしだったのかすら分からなくなるほど、それは圧あつ倒とう的てきで、壮そう大だいな光景だった。世界の命運を変える歴史的瞬しゆん間かんだったことは疑いなく、万ばん感かんの思いが胸を打った。

　エリザが膝ひざをつく。レベンスが駆かけ寄り、抱き起こすと、少女は目を合わせてうなずく。




　聖せい剣けん破は壊かいの旅が、ここに終わりを告げた。




　そして声が聞こえた。

『これで、この世界からロンスヴァールの残ざん滓しが、すべて消しよう滅めつした』

　刀とう身しんに開いた『目』が、エリザとレベンスを凝ぎよう視しする。その声は相変わらず重々しい。

『この世界を去るときが来た』

「…………」

　エリザは黙だまって魔ま剣けんを見つめる。

『エリザベート。契けい約やくはすでに終わり、これからそなたは自由の身だ。この世界を去り、我われとともに来るか。それともここに残るか。選ぶがよい』

「わたし……」

　エリザがレベンスの手を取り、強く握る。

「ここに、のこる」

『そうなれば、そなたは二度と元いた世界に戻もどれぬぞ？』

「いい」

　少女は迷いなく告げる。

「ここで、いきたい、から」

　魔剣は答えを聞くと、『……そうか』と静かに目を瞑つぶった。少女の意志を尊そん重ちようしたのか、それ以上は訊きき返さなかった。

『我は行かねばならぬ。ロンスヴァールは倒したが、奴やつが残した『秤はかり』は、まだ無数の世界に散らばっている。それを始し末まつするのが残されたわが使命』

「私は、いっしょに、行けない」

『分かっている。ロンスヴァールの支配がなくなりし今、我はもうそなたという依より代しろがなくとも戦えるようになった。ゆえに、そなたを束そく縛ばくすることもない』

　そこで魔剣はエリザを見て、『ではな』と言った。

　すると、その刀身はほのかに輝かがやき出した。この世界から去ろうということか。

　レベンスは何か訊こうと思ったが、言葉が出てこない。エリザがこの世界に残ってくれるのなら、彼はそれ以上のことを望まなかった。

「ま、待って！」

　持ち主ぬしたる少女が呼び止める。

「アイゼルネ、その……」

「…………」

　魔剣は黙って答えを待つと、エリザは月並みだが、心のこもった口調で告げた。

「い、今まで……ありが、とう……」

　すると魔ま剣けんは、これまでの不ふ遜そんな物言いから少し変わり、ほんのわずがだが感情のこもった声になった。

『なに、礼をいうのはこちらのほうだ。もう会うこともあるまい。──さらばだ』

　それが笑みであるのかは分からないが、ニッと目を細めると、その目は刀とう身しんに吸い込まれた。

　一いつ瞬しゆん光ったあと、剣は跡あと形かたもなく消え去った。




　魔剣を見たのは、それが最後だった。




　　　　　　　　　○




　どこまでも晴れ渡る青空。

　燦さん々さんと降ふり注そそぐ陽光を浴びて、白馬が街道をゆったりと歩いていく。レベンスが手た綱づなを握り、彼の胸に寄りかかるようにエリザが座る。

　魔剣が去ったあと、レベンスは旅に出ることに決めた。それはかつてエリザと交わした『契ちぎり』を果たすためだ。

「どのくらい、かかる、の？」

　頭を上げ、懐ふところから少女が上うわ目め遣づかいで訊きく。

「そうだな。足止めを食わなければ一ヶ月半くらいかな」

「どんな、ところ？」

「何もないところさ。山と川と、あとはいくらか花畑があるくらいで」

「はやく、みたい」

「そうか。あんまり期待するなよ。ただの廃はい村そんだからな」

　レベンスはゆっくりと馬を進める。木こ漏もれ日の射さす街道は、肌はだを柔やわらかく包むような暖あたたかさがあり、小鳥のさえずり、葉の触ふれ合う音、そして馬の蹄ひづめのリズム。空はとても青くて、流れる雲がゆっくりと形を変えては、どこかへと消えていく。




　聖せい剣けんを破は壊かいしてから、はや一ヶ月。




　彼は空を見上げながら、これまでのことを思い出してみる。

　ハヅキ・ユキノシタ。

　ルドベキア・マキシマム。

　ロサ・ガリカ・ヴァリエガータ。

　ドラセナ・ゴールドコースト。

　エリオット・コンスタンス。

　ルピナス・カーネイション。

　カレン・デュランダル。

　すべての剣けん聖せいが倒れ、世界は再び混こん沌とんの時代へと突入した。まだ剣聖が消えて時を経へていないため、権力者たちはそろりそろりとした動きに徹てつしているが、いずれはその本質をあらわにし、おのが権力と武力で欲しいままに世界を牛ぎゆう耳じるかもしれない。




　──これからの世界は、ますます混こん迷めいを深めるじゃろう。剣聖を失い、王たちのタガは外れ、王政は腐ふ敗はいし、国は乱れて、民は苦しむじゃろう。




　最後に聞いた師し匠しようの声がよぎる。

　世界を創つくりし神──デュランダルは、自己本位なやり方ではあるが、これまで曲がりなりにも世界を管理してきた。腐敗した世界を淘とう汰たするために、聖せい剣けんという『秤はかり』を用いて対たい処しよし、世界の安定した統治を行ってきた。その神が死に、聖剣が失われたことで、世界は未み曾ぞ有うの領りよう域いきに突入していた。世界はどこまで腐敗し、人間はどこまで暴走するのか。神ですら望まなかった未知の世界、誰だれもが予測できない霧む中ちゆうの未来が始まろうとしていた。

　しかし、彼の胸にはまた師匠の言葉が蘇よみがえる。

　──だが、忘れるな。いかなる絶望も、決してすべてを奪うことはできぬ。必ずどこかに希望が残されておる。だから希望に向かって進め。いついかなるときも希望を捨てるな。その先に必ず道が開けよう。




　それはとても力強く、残された若い彼らを励はげましていた。

「師匠……」

　久々にその呼び名を口にしてみる。そうすると、「なんじゃー」というあの声が脳のう裏りに蘇よみがえる。それは彼の胸に言いようのない哀かなしみと切せつなさをもたらすのだった。

　戦いの代だい償しようは、彼自身の体にも刻まれていた。

　ギシリ、と音を立て、彼は『右腕』を持ち上げる。服の下に隠かくれているが、彼の肘ひじから下には金属製の『義ぎ手しゆ』が装そう着ちやくされている。これはサンデリアーナが作製してくれたもので、少々重いが今では手た綱づなを操あやつるぐらいのことはできるようになった。訓練次し第だいで、もっと多くのことができるようになるだろう。

「それにしても──」

　彼は馬上から後続を振ふり返る。

「みんなまで来ることはなかったんだぜ？」

　そこには、レベンスたちの馬とわずかに距きよ離りを開け、二頭の馬が続いていた。それぞれには金きん髪ぱつの女性と黒くろ髪かみの女性が乗っている。

「私もレベンスさんの故こ郷きようを見たいですし」

　サンデリアーナが爽さわやかに微ほほ笑えむ。今回の旅のことを話したとき、「あの……、わ、私もご一いつ緒しよしてよろしいでしょうか？」と彼女が遠えん慮りよがちに申し出たので、こうして同行することになったのだ。

　そしてもう一人。

「私は別に貴様の故郷など興きよう味みはない。武む者しや修しゆ行ぎようのためにたまたま同じ方向を進んでいるだけだ」

　サツキがつっけんどんに言う。彼女がついてきた理由は今の今までよく分からなかったが、どうやら武者修行らしい。

「道場はいいのか」

「貴様には関係ない」

「おまえは相変わらず可か愛わいくないな」

「たたっ斬きるぞ」

「まあまあ二人とも」

　サンデリアーナが間をとりなす。

「んー、んんー」

　気づけば、エリザが下へ手たな鼻歌を歌いながら、レベンスの胸むな板いたに背中をくっつけたり、離はなしたり、ぐりぐりと後頭部を擦こすりつけたりする。子こ猫ねこが甘あまえるような動きに、彼はくすぐったくなる。

「……レベンス」

「なんだ」

「レベンス」

「だからなんだ」

　彼は下を見る。少女はこちらを見上げ、上うわ目め遣づかいでじっと見つめてくる。その顔はとても嬉うれしそうだ。

「んふふふ。なんでも、ない」

「変なヤツだな」

「よく、いわれる」

「だろうな」

「えへへ」

　それから二人は、これからのことを話し始めた。旅の途中はどこに寄りたい、あの街では山やま林檎りんごパイを食べたい、ザッハルでは温泉に入りたい、ミーナのいる家にも行きたい、夜はいっしょのお布ふ団とんで寝たい、もちろん約やく束そくの花はな嫁よめ衣い装しようも着たい──戦いに明け暮れた日々とは違う希望が次々に出てきて、それはなんだか夢物語のような会話だった。

　涼すずやかな風と、少女の柔やわらかなぬくもりを感じながら、レベンスは大きく息を吸い、ゆっくりと吐はいて、晴れ渡った空を見上げる。流れる雲は一度途と切ぎれても、また次に流れる雲へとつながっていく。

　これからの前ぜん途とを祝しゆく福ふくするように、鳥の声が響ひびき渡り、それは高い木々を越こえていった。




　一つの時代が終わり、また新たな時代が始まろうとしていた。





（了）
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　　　あとがき




　白銀のソードブレイカー、これにて完結となります。

　個人的には初シリーズということで、試し行こう錯さく誤ごをしながらの執しつ筆ぴつとなりました。足掛け二年という短期間ではありましたが、無事に完結できまして今はほっとしております。

　アイリス・フリージア・アマリリスと、今までの単巻ものにも言えることですが、ひとつの作品が終わると、当然ながら作中のキャラクターとのつきあいもそこで終わります。つきあう期間が長い分だけ思い入れが深くなるのは、人間関係に似ていますね。もう二度と「小こ僧ぞう、小こ童わつぱー。ご飯はんじゃぞー」みたいなセリフを書くこともないんだなあと想うと、ちょっとさびしかったり。

　一巻からパラパラとめくってみますと、やたらにヒロインを脱がせることの多い作品でした。水浴び・お風ふ呂ろ・水浴び・お風呂・お風呂・水浴び・お風呂……と、シリーズ四巻のうちに七回も湯水に入れているわけでして、脱がせた女性陣じんの人数はのべ十二人に上のぼり、戦った剣けん聖せいの人数よりも多くなりました。主人公パーティでサツキだけ脱がせられなかったのが心残りです。

　あと、最終巻ということもあり、おまけ（？）で『公式設定』を開かい陳ちんします。

　ヴァリエガータ＝エリオット＜ルドベキア＝デュランダル＝サツキ＜ドラセナ＝サンデリアーナ＜エリザ＜ルピナス　……何の設定かはご想像にお任せします。

　今回も、担当編集の土つち屋や様と荒あら木き様にはたいへんお世話になりました。本シリーズが無事に完結できたのもお二人のおかげです。最後まで粘ねばり強く改かい稿こうにお付き合いいただきまして感かん謝しやの念に耐たえません。本当にいつもありがとうございます。

　イラストのファルまろ先生にもシリーズを通じてすばらしいイラストをいただきました。毎巻ごとの新キャラも、剣けん劇げきも、入浴シーンも、ソードブレイカーの世界を語るのに欠かせません。私の拙つたない原げん稿こうを彩いろどり豊かに盛り上げていただき、誠に誠にありがとうございました。

　シリーズを続けている間は、これまでにも増して忙いそがしい日々となりましたが、その間に私を支えてくれた家族、ことあるごとに励はげましてくれた友人たち、また日ごろよりお世話になっている親しん戚せきの皆みな様さまに、この場を借りて感謝申し上げます。

　この本の制作・流通・販売に携たずさわるすべての方に、厚く御おん礼れい申し上げます。

　そして今、この本を手に取って下さっている読者の皆様。シリーズ完結までお付き合いいただきまして感謝感かん激げきです。「次の巻も楽しみにしてます！」というご感想がどれほど執筆の励みになったか計り知れません。エリザたちが最後まで旅を続けられたのもひとえに皆様のおかげです。エリザとレベンスが馬に乗って仲良く進んでいくシーンが、わずかでも皆様の瞼まぶたの裏に残っておりましたら、著ちよ者しやとして望ぼう外がいの喜びです。


深い感謝を込めて　松まつ山やま　剛たけし
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松まつ山やま 剛たけし

無事にシリーズが完結できたことに深い感謝を覚えつつ、読者の皆様にお辞儀をする著者（東京都出身）
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イラスト／ファルまろ

５月16日生まれ、豆腐が美味しいところに住んでいます。

最近はお茶ばかり飲んでいます。

最終巻となりましたが、白銀のソードブレイカーは

初めての小説挿絵のお仕事ということもあり、

ずっと忘れられない作品となりそうです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「松山 剛先生」係

「ファルまろ先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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白はく銀ぎんのソードブレイカーⅣ




─剣つるぎの絆きずな、血ちの絆きずな─








松まつ山やま 剛たけし
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